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目

次

日
号

巻

頭

史
跡
探
訪

6

「伊
能
忠
敬
絶
讃
之
地
碑
」

話

題

I
「楽
天
楼
」
の
罫
紙
と
版
木

完
全
復
元
伊
能
図
全
国
巡
回
フ
ロ
ア
展

「
伊
能
中
図
の
写
し
」
を
臼
杵
市
で
確
認

「
忠
敬
祭
」
・
「
測
量
の
日
」
フ
ロ
ア
展

話

題

E伊
能
大
図
総
覧
の
地
名
と
景
観
(
十
)

「
伊
能
忠
敬
絶
讃
之
地
碑
」
碑
文
に
つ
い
て

日
食
と
伊
能
忠
敬

飯
閏
吉
英

亘

理

章

一二
郎

芳
名
録

研
究
ノ
ー
ト
伊
能
忠
敬
に
学
ぶ
小
中
高
生
の
社
会
科
学
習

伊
能
忠
敬
研
究
(
六
)
川
崎
ま
で
歩
く
!
そ
の
二

柏
木
家
文
書
(
二
)

「
和
算
の
人
脈
」
補
遺

伊
能
忠
敬
の
測
量
之
碑
第
一
号

大
谷
亮
吉
と
『
伊
能
忠
敬
』

九
州
支
部
だ
よ
り

名
護
屋
城
博
物
館
で
学
ぶ

忠
敬
談
話
室
例
会
案
内
会
員
情
報

お
便
り
か
ら
日
々
の
話
題
お
知
ら
せ

表
紙
図
解
説
鈴
木
純
子

野
田

茂
生

編編編編

集集集集

星
埜
野
田

茂
生

編

集

部

伊

能

陽

子
由
尚

佐
久
間
達
夫

石

谷

春

香

柏

木

隆

雄

安
藤
由
紀
子

佐
久
間
達
夫

橋

本

万

平

馬
場

良
平

編編

集集

部部部部

四七八九O 六九一一一一

」

一

1t

、

一
一1
1
ノ

三
七
四
六
五
四
六

O四

部部

七六
O 九



「
伊
能
忠
敬
先
生
絶
讃
の
地
」
記
念
碑

〈V
所
在
地
鹿
児
島
県
南
九
州
市
頴
娃
町
別
府
番
所
鼻
公
圏
内
〈
〉
設
立
者

頴
娃
町
別
府
区
観
光
委
員
会
。
揮
毒
内
閣
総
理
大
臣
(
当
時
)
鳩
山
一
郎

〈
〉
設
立
年
月
日
昭
和
三
十
一
年
二
月
〈
〉
設
立
経
緯
伊
能
忠
敬
が
こ
の
地
で

「
け
だ
し
天
下
の
絶
景
な
り
」
と
賞
讃
し
た
こ
と
を
記
念
し
石
碑
を
建
立
し
た
。

史
跡
探
訪
6

2009年第 56号伊能忠敬研究

伊能忠敬は第七次測量の途中、文化7年 (18 1 0)この地を訪れた際、この海岸から

開聞岳(薩摩富士)を一望し、「けだし天下の絶景かな』と賞讃したと伝えられる。

番所鼻は薩摩半島南端の太平洋や開聞岳を望む海岸にあり、藩政時代は密貿易取締の遠

見番所が置かれたのが名前の由来である。好天の日は屋久島、種子島なども遠望される。

「
忠
敬
先
生
絶
讃
の
地
」

で
忠
敬
先
生
を
絶
讃
す
る

囚

同

凶

福

岡

県

大

野

城

市

在

住

野

田

茂

生

「
伊
能
忠
敬
」
を
知
っ
た
の
は
、
戦
時
中
、

兄
の
修
身
の
教
科
書
を
読
ん
だ
時

に
遡
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
業
績
の
偉
大
さ
に
触
れ
た
の
は
、

昭
和
六
三
年
(
一

九
八
八
)
に
腰
の
手
術
後
、
千
葉
の
九
十
九
里
浜
で
療
養
し
、
佐
原
の
「
伊
能
記

念
館
」
に
立
ち
寄
っ
た
時
で
す
。
当
時
、
伊
能
旧
宅
の
屋
敷
内
に
あ
っ
た
木
造
の

記
念
館
で
伊
能
図
を
見
た
時
の
感
動
は
、
今
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
十
年
、
定
年
退
職
し
て
九
州
に
戻
っ
た
頃
、
新
聞
で
石
川
九
州
支
部

長
の
「
伊
能
忠
敬
研
究
会
」
へ
の
勧
誘
記
事
を
見
つ
け
、
早
速
入
会
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
伊
能
忠
敬
先
生
絶
讃
の
地
」
の
記
念
碑
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代

後
期
に
薩
摩
藩
が
編
纂
し
た
『
三
国
(
薩
摩
・
大
隅

・
日
向
)
名
勝
絵
図
』
に
「
:

(
中
略
)
往
歳
大
府
の
測
量
官
、
伊
能
氏
、
諸
国
を
巡
歴
し
て
、
此
地
を
過
ぎ
し

時
、
景
勝
を
賞
し
て
日
く、

是
名
所
の
浦
な
り
、
列
国
の
内
に
か
く
の
如
く
な
る

- 1一

景
勝
の
処
は
、
復
得
べ
か
ら
ず
と
て
、
半
日
許
り
駐
滞
し
て
、

写
せ
し
と
か
や
(
中
略
)
:」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
石
碑
の
由
来
と
思
わ
れ
ま
す
。

因
み
に
、
忠
敬
の
『
測
量
日
記
』
に
は
、
「
同
(
七
月
)
十
五
日
、
朝
晴
曇
。
(中

略
)
此
坊
津
岬
は
九
州

一
の
絶
景
と
云
い
伝
う
。
八
景
あ
り
、
(
中
略
)
眺
望
す
る

に
九
州

一
と
も
い
い
難
し
」
と
あ
り
ま
す
。
番
所
鼻
付
近
を
測
量
し
た
の
は
七
月

十
三
日
な
の
で
期
日

・
場
所
と
も
若
干
異
な
り
ま
す
が
(
と
も
に
薩
摩
半
島
の
南

端
)
、
こ
の
時
期
の
『
測
量
日
記
』
に
は
、
他
に
風
景
の
描
写
は
見
当
た
り
ま
せ
ん。

と
も
か
く
今
回
現
地
を
訪
ね
て
み
て
、
確
か
に
風
光
明
婦
な
処
に
は
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
開
聞
岳
か
ら
朝
日
が
昇
る
察
明
の
番
所
鼻
は
、
素
晴
ら
し
い
。
皆

さ
ん
に
も
お
奨
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
の
だ
し
げ
お

・
元
N
H
K
勤
務
)

【
一
九
頁
「
『
伊
能
忠
敬
先
生
絶
讃
の
地』
碑
文
に
つ
い
て
」
も
お
読
み
く
だ
さ
い
。
】

こ
の
所
の
書
画
を



際機鱒総総織総翻

伊能忠敬記念館蔵

2一

あ
M

む
な

「
翁
、
誇
は
忠
敬
、

{子
は
子
替
、
初
め
名
は
詮
興
、
東
河
と
号
す
。
姓
は

す
み
か

伊
能
氏
、
通
称
三
郎
右
衛
門
、
隠
居
し
て
勘
解
由
と
更
め
、
栖
を
楽
天
楼

と
呼
ぶ
。
」
(渋
川
景
佑
述

・
撰

『
伊
能
翁
言
行
録
』
よ
り
)

右
の
他
に
も
「
三
治
郎
」
「
佐
忠
太
」
「
源
六
」
な
ど
、
多
く
の
名
前
を
持

っ
て
い
た
忠
敬
先
生
の
、
「
楽
天
楼
主
人
」
は
雅
号
の

一
つ
で
あ
る
。

現
在
残
っ
て
い
る
『
測
量
日
記
』
は
、
折
り
目
の
部
分
に
「
楽
天
楼
」

の

名
が
入
っ
た
罫
紙
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
版
木
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

忠
敬
先
生
が
い
つ
か
ら
「
楽
天
楼
主
人
」
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は

定
か
で
は
な
い
が
、
「
天
を
楽
し
む
高
楼
」
と
い
う
名
か
ら
、
黒
江
町
の
隠

宅
に
私
設
天
文
台
を
作
っ
た
時
期
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
天
文

台
は
映
画
や
舞
台
で
は
物
干
し
台
の
よ
う
な
簡
易
な
も
の
だ
っ
た
が
、
実
際

に
は
資
財
を
惜
し
み
な
く
つ
ぎ
こ
ん
で
高
価
な
観
測
機
器
を
据
え
付
け
、

「官
府
の
暦
局
に
設
置
せ
る
諸
器
に
比
す
と
も
・
・
著
し
き
遜
色
無
か
り
し

な
り
」
(
大
谷
亮
吉
『
伊
能
忠
敬
』
)
と
い
う
ほ
ど
の
設
備
で
あ
っ
た
か
ら
、

そ
れ
に
相
応
し
い
建
物
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
先
生
は
こ
の
自
慢

の
「
楽
天
楼
」
で
日
夜
観
測
に
励
み
、
あ
ま
り
の
熱
心
さ
と
根
気
の
良
さ
に

感
じ
入
っ
た
師
の
高
橋
至
時
か
ら

「推
歩
先
生
」
の
愛
称
を
奉
ら
れ
た
。

忠
敬
に
は
「
測
量
出
立
の
朝
、
わ
ら
じ
が
切
れ
て
も
、
酒
造
桶
が
破
裂
し

て
も
、
燕
の
巣
が
落
ち
て
き
て
も
、
意
に
介
さ
ず
笑
っ
て
出
か
け
て
行
っ
た
」

と
い
う
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
、
忠
敬
の
科
学
的
精
神
を

表
す
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

物
事
を
前
向
き

に
と
ら
え
る
楽
観
的
性
格
を
も
表
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
楽
天
楼
」

と
い
う
号
は
「
天
文
を
楽
し
む
」
と
い
う
意
味
と
、
「
楽
天
的
な
人
物
」
を

自
称
す
る
意
味
を
か
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

測
量
先
で
詩
歌
を

所
望
す
る
な
ど
文
人
の

一
面
も
併
せ
持
っ
て
い
た
忠
敬
先
生
の
こ
と
、
あ
る

い
は
「
白
居
易
(
楽
天
ご
を
意
識
し
て
の
命
名
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

「楽天棲」罫紙の版木



2009年

U11量日記』が書かれた「楽天棲Jの罫紙

伊能忠敬記念館蔵

第 56号伊能忠敬研究

罫
紙
「
端
末
天
棲
」
の
右
半
分

罫
紙
「
楽
天
棲
」
の
左
半
分

3一

版
木
の
「
樹
木
天
棲
」
と
彫
ら
れ
た
部
分



早若実

忠
敬
ゆ
か
り
の
地
・
深
川
か
ら
出
立

平
成
二一

年
四
月
九
日

四
日
問
、
江
東
区
深
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
「
完
全
復
元
伊

能
大
図
全
国
巡
回
フ
ロ
ア
展

E
東
京
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
二

O
一
O
年
が
伊
能
測
量
二

一
O
年
に
あ
た
る
の
を

機
に
、
各
都
道
府
県
で
開
催
さ
れ
る
「
完
全
復
元
・
伊
能
全
国

巡
回
フ
ロ
ア
展
」
の
皮
切
り
と
し
て
、
忠
敬
伊
能
忠
敬
研
究
会

主
催
、
江
東
区
・
江
東
区
教
育
委
員
会
・
(
社
)
日
本
ウ
オ

l
キ

ン
グ
協
会
の
共
催
に
よ
り
、
ゆ
か
り
の
深
川
で
実
施
し
た
も
の
。

こ
の
フ
ロ
ア
展
は
、
現
在
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
伊
能
図
と

総
称
さ
れ
る
伊
能
忠
敬
作
成
の
日
本
地
図
で
あ
る
大
図
二一

四

枚
、
中
図
八
枚
、
小
図
三
枚
を

一
堂
に
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
伊
能
図
の
全
容
と
先
覚
者
伊
能
忠
敬
の
実
像
を
正
し
く
伝

え
る
こ
と
が
趣
旨
。
原
寸
大
複
製
は
、
大
図
・
中
図
・
小
図
の

そ
れ
ぞ
れ
の
優
品
を
選
び
出
し
、
精
密
な
パ
ネ
ル
と
し
て
作
成

さ
れ
た
。
こ
の
パ
ネ
ル
は
三
月
二
八
日
に
京
都
で
報
道
陣
に
公

開
さ
れ
、
新
聞
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
話
題
と
な

っ
て
い
た
。

四
月
九
日
(
木
)
の
十
五
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、

一
O
日
(
金
)
は
地
元
の
子
供
た
ち
を
対
象

と
し
た
内
覧
会
と
伊
能
忠
敬
研
究
会
の
内
覧
会
が
行
わ
れ
た
。

つ
づ
く
土
・
日
曜
日
は
一
般
公
開
さ
れ
、
十
一
日
(
士
)
は
約

三
千
人
、
十
二
日
(
日
)
は
約
四
千
人
の
入
場
者
で
終
日
賑
わ

っ
た
。
こ
の
「
完
全
復
元
・
伊
能
図
全
国
巡
回
フ
ロ
ア
展
」
は

六
月
二
日
か
ら
開
港
百
五
十
周
年
を
記
念
し
横
浜
で
も
実
施
さ

れ
た
。
こ
の
あ
と
全
国
を
巡
回
し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

(
木
)

か
ら
十
二
日

(
日
)
ま
で
の

開会式のテープカット(深川スポーツセンター)

完全復元伊能回全国巡回

フロア展ポスター

4 -

fhS去、ィ長ン均台
"，科 三:r~動 ._-r. 

~""，}t..，以1￡ !.J ，

完全復元伊能図
全国滋隊フロア!長命

2009年4))1111(1:)-4月12F1(U!帆酬もψ 附判別 '匂a
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!Jt~忠敬の会~紛がここに総終
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内
覧
会

一
O
日
は
地
元

・
越
中
島
小
学
校
六
年

生
が
フ
ロ
ア
展
を
参
観
。
ほ
ど
近
い
黒
江

町

(
現

・
門
前
仲
町

一
丁
目
)
に
住
ん
で

い
た
忠

敬
が
作

っ
た
地
図
を
実
体
験
し
た。

一
般
公
開

最
終
日
の
十
二
日
は

N
H
K
が
ニ
ュ
ー
ス

で
報
道
し
た
こ
と
も
あ
り
、
家
族
連
れ
な
ど
多

く
の
人
々
が
来
場
し
て
大
盛
況
と
な
っ
た
。
来
場
者
が
会

場
に
は
い
り
き
れ
な
い
た
め
入
場
制
限
を
行
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
人
が
多
す
ぎ
て
床
の
地
図
が
見
え
な
く
な
る
ほ
ど
。

思
い
思
い
に
郷
里
な
ど
の
地
名
を
探
す
姿
が
見
ら
れ
、
午

後
五
時
の
終
了
時

間
ま
で
賑
わ
っ
た
。

2009年第 56号伊能忠敬研究

大
図
の
江
戸
付
近
に
見
入
る
人
々

会
場
こ
ぼ
れ
話

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
1

イ予

能

陽

子

大
勢
の
人
が
溢
れ
る
深
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
会
場
、

日
本
地
図
の
真
ん
中

に
座
り
込
ん
で
「
井
関
村
」
を
探
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
古
西

(こ
に
し
)

チ
エ
コ
さ
ん
九

O
歳。

昨
夜、

N
H
K
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
に
な
っ
た
ご

子
息
夫
妻
が
お
連
れ
く
だ
さ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

古
西
さ
ん
は
、
会
報
五
四
号
巻
頭
で
松
井
義
典
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
史
跡
探
訪

神
石
高
原
町
の
「
伊
能
忠
敬
測
量
隊
宿
邸
跡
碑
」
の
一
つ
、
下
井
関
年
寄
門
田
久

治
良
翁
邸
(
寄
貞
屋
敷
)
の
門
田
(
も
ん
で
ん
)
さ
ん
の
ご
子
孫
で
し
た
。

伊
能
「
そ
の
節
は
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
」

古
西
「
ど
ん
な
お
も
て
な
し
が
出
来
た
の
で
し
ょ
う
か
」

な
ん
と
も
楽
し
い
会
話
が
弾
み
ま
し
た。

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
先
祖
様
、
ど
こ
か
で
笑
っ
て

お
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

神
石
高
原
町
の
「
伊
能
忠
敬
測
量
隊
宿
邸

跡
碑
」
の
碑
文
の
「
寄
定
」
は
「
寄
貞
」
、

「
久
治
良
」
は
「
久
治
朗
」
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

女
ご
縁
と
は
ふ
し
ぎ
な
も
の
。

古
西
家
は
呉

市
阿
賀
の
ご
出
身
で
、
例
の

「
夜
中
測
量
之

図
」
の
持
ち
主
で
あ
る
宮
尾
さ
ん
と
ご
近
所

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

- 5 -
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マ
ス
コ
ミ
報
道
か
ら

パ
ネ
ル
が
三
月
下
旬
に
京
都
府
立
体
育
館
で
報
道
陣
に
公
開
さ
れ
て
以
来
、
フ

ロ
ア
展
は
マ
ス
コ
ミ
に
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

【

3
月
却
日
】
「
忠
敬
の
業
績
大
き
い
ぞ
」
)
朝
日
新
聞
、
「
『
伊
能
大
図
』
複
元
」

産
経
新
聞
、
「
伊
能
忠
敬
の
日
本
歩
い
て
実
感
」
読
売
新
聞
、
「
『
伊
能
図
』
克
明

に
再
現
」
京
都
新
聞
、
「
雑
記
帳
」
毎
日
新
聞
、
「
窓
」
日
本
経
済
新
聞
、
「
伊
能
忠

敬
の
『
足
跡
』
複
製
日
本
全
国
並
べ
公
開
」
出
印
与
ゲ
口
O
E

【

4
月

9
1
ロ
日
】

N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
、
「
伊
能
図
デ
ジ
タ
ル

復
元
が
完
成
、
全
国
巡
回
へ
」
毎
日
、
「
伊
能
忠
敬
の
日
本
地
図
復

元

東

西

U
×
南
北

6
メ
ー
ト
ル
」
朝
日
、

「伊
能
忠
敬
の
巨
大

地
図
完
成
3
年
か
け
て
全
国
を
巡
回
」
さ
き
が
け

S
4
Z
耳号、

【

5
月
9
日
】
「
伊
能
忠
敬
の
苦
労
体
感
」
読
売
新
聞
夕
刊

※
右
の
他
、
江
東
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
も
掲
載
さ
れ
た
。

伊
能
忠
敬
の
砂
ぃ
山
労
体
感

酪
磁
滋
続
税
路
間
同
問
刷尚惜拘問
問国

lf学I
「
横
浜

開
港
百
五
十
周
年
」

ロ
フ

ア
展

横
浜
開
港
一
五

O
周
年
記
念
の
一
環
と
し
て
、
横
浜
の
歴
史
や
生
活
文
化
に
深

く
か
か
わ
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
地
図
を
展
示
す
る
「
横
演
地
図
博
覧
会
〈
O

「
円

『
伊
能
大
図
と
今
横
浜
』
」
が
開
港
記
念
日
の
六
月
一
一
日
か
ら
五
日
ま
で
大
さ
ん
橋

ホ
ー
ル
(
横
浜
市
中
区
海
岸
通
)
で
開
催
さ
れ
、
約
二
、

一一一O
O
人
が
訪
れ
た
。

「
伊
能
忠
敬
体
感
ゾ
ー
ン
」
で
は
、

三
五
×
六
五
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
フ
ロ

ア
マ
ッ
プ
「
完
全
復
元
伊
能
大
図
」
が
展
示
さ
れ
、
参
観
者
が
そ
の
上
を
歩
き
な

が
ら
関
心
の
あ
る
地
名
を
探
し
て
い
た
。
参
観
者
は
現
代
の
地
図
に
比
べ
て
も
見

劣
り
し
な
い
伊
能
図
の
正
確
さ
を
体
験
し
楽
し
む
と
と
も
に
、
伊
能
忠
敬
研
究
会

員
の
解
説
を
聞
い
て
伊
能
図
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
横
浜
中
心
部

が
描
か
れ
た
巨
大
フ
ロ
ア
マ
ッ
プ
(
二
五

O
O
分
の

こ

も
配
置
さ
れ
、
ま
た
ウ

オ
l
キ
ン
グ
と
地
図
作
り
を
テ
ー
マ
に
、
現
代
の
地
図
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
た
。

点滅諮

3詑
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臼
杵
藩
領
に
着
色
「
臼
杵
沿
岸
実
測
図
」

臼
杵
市
教
育
委
員
会
に
は
多
数
の
近
世
絵
図
及
び
関
連
資
料
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
「
臼
杵
沿
岸
実
測
図
」

H

県

指
定
有
形
文
化
財
H

が
「
伊
能
中
図
」
の

一
部
を
写
し
て
着
色
し

た
珍
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
二
十
一

日
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
。

市
教
委
に
よ
る
と
、
県
内
で
伊
能
図
の
写
が
確
認
さ
れ
た
の
は

初
め
て
で
、
全
国
的
に
も
図
の

一
部
を
写
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど

確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
報
道
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

臼
杵
沿
岸
実
測
図
は
、
現
在
の
市
立
東
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
付

近
に
あ

っ
た
台
場
の
設
計
図
「
洲
崎
台
場
設
計
図
」
H
県
有
形
文

化
財

「
近
世
絵
図
資
料
群
」

H
と

一
括
で
残
っ
て
い
た
。
縦
二
八

叩
、
横
四

0
・
三

叩
の
和
紙
に
カ
ラ

l
原
寸
大
で
、
臼
杵
、
津
久

見
両
湾
沿
岸
の
臼
杵
藩
領
に
当
た
る
部
分
だ
け
を
写
し
て
い
る
。

調
査
を
し
た
伊
能
忠
敬
記
念
館
(
千
葉
県
)
の
紺
野
浩
幸
学
芸

員
は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
伊
能
図
に
は
な
い
、
藩
領
の
色
分
け
が
あ

る
の
が
珍
し
い
」
と
評
価
。
「
伊
能
図
が
ど
の
よ
う
に
広
が
り
、
使

わ
れ
て
い
た
の
か
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
」
と
し
て
い
る
。

伊
能
図
な
ど
日
本
の
古
地
図
資
料
を
調
査
し
て
き
た
元
文
化
庁

主
任
調
査
官
で
国
立
民
族
学
博
物
館
の
佐
々
木
利
和
教
授
も
「
図

の
記
載
内
容
、
筆
致
な
ど
か
ら
、
伊
能
図
の
写
し
で
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
」
と
コ
メ
ン
ト
、
そ
の
上
で
、
伊
能
図
を
写
す
際
に
よ
く

用
い
ら
れ
た
、
針
穴
を
開
け
て
写
す
針

突

(
し
ん
と
つ
)
法
の
痕

跡
が
な
い
こ
と
か
ら
「
ど
ん
な
技
法
で
、
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け

で
写
さ
れ
た
の
か
を
さ
ら
に
調
べ
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。
【平
成
二
一

年
三
月
二
二
日
写
真
と
も
大
分
合
同
新
聞
】

7 
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平
成
一
二

年
五
月
十
七
日
の
日
曜
日
、
伊
能
忠
敬
の
命
日
の
法

要
で
あ
る
「
忠
敬
祭
」
が
伊
能
家
菩
提
寺
で
あ
る
香
取
市
佐
原
の

観
福
寺
で
行
わ
れ
た
。
例
年
墓
前
祭
と
し
て
行
わ
れ
る
「
忠
敬
祭
」

で
あ
る
が
、
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
の
た
め
本
堂
を
会
場
と

し
て
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、
本
研
究
会
か
ら
は
佐
原
支
部
の

成
家
淑
子
氏
が
参
加
し
た
。

伊
能
忠
敬
は

一
九

O
年
前
の
文
政
元
年
(
一
八

一
八
)
四
月
十

三
日
に
没
し
た
。
命
日
で
あ
る
四
月
十
三
日
を
新
暦
に
読
み
替
え

て
、
例
年
五
月
十
七
日
に
「
忠
敬
祭
」
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

忠
敬
没
後

一
九

一
年
白
の
今
年
は
、
ガ
リ
レ
オ
の
天
体
観
測
か

ら
四
百
年
、

間
宮
林
蔵

の
間
宮
海

峡
発
見
か

ら
二
百
年

尽
に
あ
た

る
。
世
界

の
歴
史
の

な
か
で
忠

敬
先
生
の

業
績
を
と

ら
え
直
し

て
み
た
い

年
で
あ
る
。

(
写
真
・
伊
能
忠
敬
記
念
館
提
供
) 本堂で執り行われた今年の忠敬祭

F伊能大:図Uis7由展開催||今年路地で

国
土
地
理
院
「
測
量
の
日
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

「測
量
の
日
」

六
月
三
日
の

(
国
土
交
通
省

・
主
唱
)
に
ち

な
み
、
今
年
も
東
京
・
新
宿
で

「
く
ら
し
と
測
量
・

地
図
展
」

が
新
宿
駅
西

口
イ
ベ
ン
ト
コ

ー

ナ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

例
年
の
よ
う
に
伊
能
図
の
フ

ロ
ア
展
を
中
心
に
、
測
量
関
係

資
料
の
解
説
パ
ネ
ル
や
当
時
の

測
量
機
器
の
展
示
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
「
測
量
の
日
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
今
年
の
秋
に
は
北

海
道
の
稚
内
で
「
2
0
0
9
間
宮
海
峡
発
見
2
0

0
年

記

念

伊

能

大
図
フ
ロ
ア
展

叩
わ

つ
か
な
い
」
が
、

同
じ
く
土
別
で
は
「
測
量
の

日
記
念
事
業
・
士
別
市
開
拓
1
1
0
周
年
記
念
事
業
伊
能
忠
敬
大

図
2
0
0
9
フ
ロ
ア
展

刊
し
ベ
つ
」
が
開
催
さ
れ
る
。

く>2009間宮海峡発見200

年記怠 伊能忠敏大図フ

ロア展inわっかない

8 -

* 10 月 9 日 ~ 10 月 12 日

*稚内総合文化センター

く〉測量の日記意事業・士別市

開拓 110周年記怠事業

伊能忠敏大図 2009フロ

ア展inしベつ

*士別市生涯学習情報セン

* 10 月 30 日 ~11 月 3 日
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伊
能
大
図
総
覧
の
地
名
と
景
観

(
十
)

星

埜

由

、¥

曹宮内一

尚

富士山第 1図

富
士
山
富
士
山
の
周
り
は
か
な
り
密
度
高
く
測
量
し
て
お
り
、

測
線
も
特
に
南
側
に
は

多
数
走
っ
て
い
る
。
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
第
1
図
は
、
富
士
山
を
描

い
た
図
で
あ
る
。
富
士
山
は
、
各
地
か
ら
そ
の
方
位
を
測
量
さ
れ
て
い
る
。
大
図

に
は
、
そ
の
方
位
線
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、

中
図
、
小
図
に
は
、
多
数
の
方
位

線
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
富
土
山
の
頂
上
は
、
交
会
法
に
よ
り
そ
の

位
置
が
大
図
上
に
正
し
く
示
さ
れ
て
い
る
が
、
富
士
山
の
か
た
ち
は
、
現
代
の
地

図
の
よ
う
に
等
高
線
な
ど
に
よ
り
地
形
を
表
現
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
富

土
山
を
南
側
か
ら
見
た
形
で
描
い
た
ス
ケ

ッ
チ
で
あ
る
。
富
士
山
の
頂
上
は
白
く

雪
を
被
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

中
腹
以
下
は
、
青
緑
色
に
美
し
く
彩
色
さ
れ
、
き
わ

め
て
優
美
な
富
士
山
に
描
か
れ
て
い
る
。
宝
永
年
間
の
噴
火
に
よ
る
火
口
で
あ
る

宝
永
山
も
描
か
れ
て
い
る
。

富
士
山
の
周
囲
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

- 9一

御
殿
場
文
化
八
年
(
一
八

一一

)
に
開
始
し
た
第
八
次
測
量
に
お
い
て
、
伊
能
測
量
隊
は
、

一一

月
二
五
日
に
江
戸
を
出
発
し
て
小
田
原
に
向
か
い
、
関
本
か
ら
御
殿
場
に
向

か
っ
た
。
御
殿
場
は
十
二
月
四
日
に
通
過
し
、
須
走
を
通
り、

甲
斐
国
に
入
り
吉

田
に
向
か
っ
て
い
る
。

第
八
次
測
量
の
測
量
日
記
に
は
、
「
右
の
方
に
東
照
宮
御
茶
屋
跡
あ
り
・
・
(
中

略
)
・
・
此
辺
よ
り
須
走
村
辺
宝
永
一
年
中
富
士
山
焼
に
聞
畑
悉
亡
地
と
成
る
」
と
あ

り
、
東
照
宮
御
茶
屋
跡
と
は
徳
川
家
康
が
休
息
す
る
た
め
の
御
殿
の
跡
の
意
で
あ

り
、
家
康
が
実
際
に
使
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、

御
殿
場
の
地
名
の
起
こ
り
と
さ
れ

て
い
る
。
宝
永
年
間
(
一
七

O
七
)
の
富
士
山
の
噴
火
の
際
に
は
、
こ
の
周
辺
は

降
灰
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
。
第
2
図
を
見
る
と
、
箱
根
か
ら
二
本
の
測



御殿場

線
が
御
殿
場
村
で
合
流
す
る
が
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
二
枚
橋
村
の
あ
た
り
ま
で
集

落
が
続
き
、
二
枚
橋
村
か
ら
須
走
へ
向
け
て
測
線
が
分
岐
し
て
い
る
。
現
在
の
地

形
図
を
見
る
と
、
御
殿
場
市
街
の
中
心
は
伊
能
測
量
当
時
の
御
殿
場
村
と
は
異
な

り
、
二
枚
橋
村
、
新
橋
村
の
あ
た
り
が
現
在
の
市
街
地
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
時

代
に
な
っ
て
か
ら
鉄
道
が
敷
か
れ
。
駅
が
で
き
た
こ
と
か
ら
か
っ
て
の
御
殿
場
村

か
ら
新
橋
村
の
あ
た
り
に
中
心
が
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
市
街
か
ら
外
れ
た
北
の

方
に
御
殿
場
の
地
名
が
地
形
図
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
御
殿
場
村
に
は
、
「
宝
樹
院
」

と
記
入
さ
れ
た
寺
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
「
宝
持
院
」
の
誤
り
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

大
図
に
は
、
宝
持
院
と
書
か
れ
て
い
る
。

須
走
村
で
は
、

天
測
を
行
い
、
富
士
山
の
高
さ
を
測
っ
て
い
る
。
富
士
浅
聞
社

が
描
か
れ
、
短
い
測
線
が
分
岐
し
て
延
び
て
い
る
。
測
量
日
記
に
よ
れ
ば
、
大
宮
(
富

士
宮
)
の
駿
州
一
ノ
宮
は
社
領
千
石
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
須
走
の
浅
間
社
は
御

朱
印
な
し
と
の
記
述
が
あ
る
。

第
九
次
測
量
で
は
、
三
島
か
ら
御
殿
場
ま
で
の
測
線
と
乙
女
峠
を
通
り
箱
根
へ

抜
け
る
測
線
、
富
士
の
裾
野
の
測
線
を
測
量
し
た
。
第
4
図
は
、
大
図
第

m
号
の

南
東
端
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
が
、
文
化
三
ニ
年
正
月
一一
九
日
、

三
島
か
ら
測
量

を
進
め
、
駿
河
に
入
り
、
平
松
新
田
座
頭
塚
と
い
う
地
名
が
見
え
る
。
測
量
日
記

に
は
、
巳
前
努
一
と
い
う
盲
人
の
為
に
千
人
の
座
頭
が
供
養
の
塚
を
築
い
た
こ
と

に
由
来
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
青
色
で
は
っ
き
り
と
川
筋
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

河
川
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
木
瀬
川
(
黄
瀬
川
)
と
そ
の
支
流
で
あ

る
。
佐
野
村
に
は
宿
泊
し
て
い
る
が
、
人
家
一
一

O
軒
と
記
さ
れ
て
い
る
。
木
瀬

川
の
右
岸
に
は
、
定
輪
寺
と
い
う
寺
が
描
か
れ
て
い
る
。
御
朱
印
五
石
五
斗
、
門

前
に
人
家
六
軒
あ
り
と
日
記
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
は
、
弘
法
大
師
空
海

が
開
い
た
と
言
わ
れ
、
室
町
時
代
の
連
歌
師
宗
祇
の
墓
が
あ
る
。
佐
野
村
に
は
大

き
な
蓑
が
二
つ
捕
か
れ
て
い
る
が
、
日
記
に
は
「
浄
土
宗
法
雲
寺
と
い
う
あ
り
」

と
記
さ
れ
、
こ
の
葺
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

nu 
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「御殿場」

佐
野
村
か
ら
、
富
士
の
裾
野
を
進
み
、
須
山
村
ま
で
測
り
、
佐
野
村
に
戻
っ
て

い
る
。
そ
の
後
、
御
殿
場
村
を
経
由
し
て
富
士
と
愛
鷹
山
の
あ
い
だ
の
裾
野
を
大

宮
(
富
士
宮
)
へ
と
測
量
し
た
。
測
量
日
記
を
読
む
と
、
須
山
村
は
他
国
の
も
の

の
呼
び
方
で
あ
り
、
現
在
は
深
山
村
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
喜
か
れ
て
お
り
、
か
つ

て
は
須
山
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
深
山
村
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
玉

O
年
前
に
書
き
誤
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
領
主
に
は
、
深
山

村
と
報
告
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
真
相
は
定
か
で
は
な
い
が
、
面
白
い
話
で

あ
る
。
大
図
に
は
、
「
深
山
村
旧
名
須
山
村
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
深
山
村
に
は
、

富
士
浅
間
社
が
あ
り
、
神
主
・
渡
江
対
馬
正
の
ほ
か
御
師
十
二
人
と
日
記
に
記
さ

れ
、
字
の
集
落
を
含
め
、
人
家

一
一
一

軒
と
さ
れ
て
い
る
。
富
士
登
山
口
と
し
て

賑
わ

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
名
は
、
須
山
で
あ
る
。

測
線
は
、
御
殿
場
か
ら
大
宮
に
い
た
る
測
線
に
繋
が
れ
、
深
山
よ
り
先
は
、
一

面
の
草
原
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
日
記
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
見
通
し
が
よ
い
た

め
、
周
囲
の
山
の
遠
測
を
行
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
大
図
を
見
る
と
、
緑
色
の
草

原
状
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
深
山
村
の
あ
た
り
か
ら
上
流
は
、
河
川
が
青

色
で
な
く
黄
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
測
量
日
記
に
も
水
無
川
で
あ
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
火
山
特
有
の
透
水
性
の
河
川
で
澗
れ
川
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
富
士
山
の
登
山
道
が
開
け
る
が
、
深
山
村
の
先
の
測
線

の
交
点
か
ら
、
約

一
里
で
馬
返
し
と
な
り
そ
の
先

一
里
が

一
合
目
で
、
そ
こ
ま
で

は
木
が
生
え
て
い
る
、
が
、
そ
の
先
は
砂
山
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
夏
に
は
六
月

か
ら
七
月
二
六
日
頃
ま
で
五
合
目
に
茶
屈
が
出
て
登
山
者
を
泊
め
る
こ
と
、
深
山

村
で
は
強
力
を
頼
め
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

深
山
村
か
ら
さ
ら
に
北
に
進
み
、
御
殿
場
か
ら
愛
鷹
山
と
富
士
山
の
聞
を
通
過

す
る
測
線
と
交
わ
っ
て
い
る
。
富
士
山
と
愛
鷹
山
の
間
に
あ
る
十
里
木
新
田
は
、

深
山
村
の
枝
村
で
、
日
記
に
は
、
「
此
村
富
士
愛
鷹
山
の
聞
に
狭
り
実
に
孤
村
の
茅

屋
也
」
と
あ
り
、
富
士
の
裾
野
の
原
の
中
に
あ
る
寂
し
い
開
拓
集
落
で
あ
っ
た
。

彩色地形図第3図
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富
士
宮
現
在
の
富
士
宮
即
ち
大
宮
郷
は
、
多
数
の
測
線
が
集
ま
り
、
家
並
み
も
多
く
、

富
士
浅
間
社
の
門
前
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
富
士
宮
周
辺
は
、
第

九
次
測
量
で
あ
る
。
従
っ
て
、
伊
能
忠
敬
は
参
加
せ
ず
、
天
文
方
下
役
と
忠
敬
門

弟
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
測
量
は
、
御
殿
場
方
面
か
ら
十
里
木
を
通
っ

て
吉
原
に
抜
け
、
吉
原
か
ら
大
宮
郷
、
村
山
郷
、
人
穴
な
ど
富
士
の
西
側
を
限
無

く
測
量
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
寺
社
の
記
載
が
多
い
。
大
宮
郷
の
駿
河

一
の
宮
富
士
浅
聞
社
を
は

じ
め
、
村
山
郷
の
富
士
浅
聞
社
、
本
宮
の
末
社
冨
知
神
社
、
富
士
山
大
石
寺
、
富

士
山
本
門
寺
、
富
士
山
久
遠
寺
、
富
士
山
妙
蓮
寺
、
富
士
山
東
泉
院
な
ど
多
数
の

寺
社
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
寺
社
や
人
穴
に
は
す
べ
て
測
線
が
延
び
て
い

る
が
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
寺
社
に
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
社
前
や
門
前
ま
で
測
線
を
延
ば
し
、

わ
ざ
わ
ざ
立
ち
寄
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
村
山
郷
の
浅
間
社
は
、
日
記
に
も
で

て
い
る
よ
う
に
富
士
登
山
道
の
途
中
で
も
あ
っ
た
。
人
家
は
六
軒
散
在
し
て
い
る

と
日
記
に
は
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
宿
泊
し
、
天
測
を
行
っ
て
い
る
。

大
宮
郷
、
深
山
村
、

須
走
村
、
上
吉
田
村
、
村
山
郷
に
富
士
浅
聞
社
の
注
記
が

あ
り
、
そ
の
他
、
今
宮
浅
聞
社
、
六
所
浅
間
社
な
ど
が
大
図
第

肌
号
に
は
記
載
さ

れ
て
い
る
。
富
士
山
と
頭
書
さ
れ
た
寺
院
は
、
富
士
山
東
泉
院
は
別
と
し
て
、
西

山
と
北
山
と
二
つ
の
本
門
寺
が
あ
り
、
他
の
寺
院
と
併
せ
て
富
士
五
山
と
言
わ
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
日
蓮
の
高
弟
日
興
を
開
祖
と
す
る
日
蓮
宗
系
の
寺
院
で
あ
る
。

一
一
月
十
一

日
村
山
郷
に
宿
泊
し
た
測
量
隊
は
、

北
山
富
士
山
本
門
寺
へ
向
か
っ

た
。
本
門
寺
は
、
御
朱
印
五
十
石
多
数
の
坊
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
宿
泊

し
た
。
大
図
を
見
る
と
塔
が
描
か
れ
て
お
り
、
五
重
塔
で
あ
る
。
五
重
塔
は
焼
失

- 12 -
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富士五山

し
て
現
存
し
て
い
な
い
。
西
山
本
門
寺
は
、
人
穴
、
白
糸
滝
を
廻
っ
た
後
、

一
九
日
に
立
ち
寄
っ
て
大
宮
に
戻
っ
て
い
る
。
御
朱
印
高
二
十

一
石
六
斗
、

諸
堂
十

一
ケ
所
、
坊
中
十
六
ケ
寺
と
測
量
日
記
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

西
山
本
門
寺
の
前
に
は
、
二
月
一
六
日
に
上
条
村
の
富
士
山
大
石
寺
寂
日
坊
に

宿
泊
し
た
。
大
石
寺
は
坊
中
三
十
六
ケ
寺
、

御
朱
印
六
十
六
石
余
境
内
南
北
千
三

百
六
十
間
(
約
二
.
五
回
)
、
東
西
五
百
十
四
間
(
約
一
回
)
と
測
量
日
記
に
記
さ
れ
、

今
川
以
来
の
朱
印
目
録
が
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
大
石
寺
か
ら
す
ぐ
妙
蓮

寺
で
あ
る
。
妙
蓮
寺
の
辺
り
は
、
南
条
氏
の
古
城
跡
で
、
大
図
に
も
上
野
南
条
兵

エ
七
良
次
郎
墓
と
注
記
の
あ
る
墓
石
様
の
絵
が
小
さ
く
措
か
れ
て
い
る
。
南
条
七

郎
次
郎
と
は
平
時
光
J
と
言
い
、
北
山
本
門
寺
の
三
堂
建
立
の
棟
札
(
永
仁
六
年

(
一
二
九
八
)
)
に
大
施
主
と
し
て
名
前
の
載
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
あ
と
一
つ

の
五
山
久
遠
寺
は
、
二
月
十
日
吉
原
宿
か
ら
大
宮
郷
へ
向
か
う
途
中
で
立
ち
寄
っ

て
い
る
。
御
朱
印
高
四

O
石
、
「
建
武
元
年
成
年
開
基
坊
中
九
院
境
内
廻
り
二
七
町

十
八
間
」
と
測
量
日
記
に
は
記
さ
れ
る
。
二
十
七
町
十
八
聞
は
、
三
回
ほ
ど
で
あ

る
か
ら
か
な
り
広
い
。

富
士
山
東
泉
院
は
、
今
宮
浅
聞
社
の
別
当
寺
で
、
測
量
日
記
に
は
「
掻
州
醍
醐

山
報
思
院
末
古
義
真
言
宗
富
士
山
東
泉
院
弘
法
寺
」
と
記
さ
れ
、
御
朱
印
高

一
九

O
石
余
と
さ
れ
、
日
蓮
宗
と
は
関
係
が
な
い
が
、
大
き
な
寺
院
の
よ
う
で
あ
る
。

伊
能
測
量
隊
は
、
神
社
仏
閣
に
は
立
ち
寄
る
こ
と
が
多
く
、
他
の
地
方
で
も
社

前
門
前
ま
で
測
線
が
分
岐
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
私
の
想
像

だ
が
、
伊
能
忠
敬
は
じ
め
測
量
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
信
心
厚
く
、
名
所
旧
跡
見
学
の

意
味
合
い
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
寺
社
は
、
幕
藩
体
制
の
下

で
の
行
政
上
重
要
な
公
共
施
設
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
キ
リ
シ
タ
ン
対

- 14一
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は
、
駿
河
国
上
野
郷
の
地
頭
で
上
野
殿
と
呼

ば
れ
た
。
日
蓮
に
深
く
帰
依
し
、
妻
妙
蓮
の
た
め
に
自
邸
を
妙
蓮
寺
と
し
た
。
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策
、
檀
家
氏
子
と
一
言
っ
た
住
民
掌
握
制
度
は
、
幕
府
や
諸
藩
の
重
要
行
政
課
題
で

あ
り
、
そ
の
た
め
、
伊
能
測
量
に
お
い
て
も
寺
社
の
記
載
が
求
め
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
測
量
日
記
に
は
、
寺
社
の
朱
印
高
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

西
日
本
ほ
ど
詳
し
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
伊
能
忠
敬
の
全
国
測
量
の
前
半
は
、
海

岸
線
の
形
を
と
ら
え
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
後
半
は
、
そ
れ
に

加
え
、
こ
の
よ
う
な
公
共
施
設
の
所
在
に
も
関
心
が
向
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
あ
る
。

人
穴
・
白
糸
の
滝

文
化
二
二
年
二
月
一
一
日
村
山
郷
に
宿
泊
し
、
村
山
浅
間
神
社
ま
で
測
量
し
て

天
測
を
行
っ
た
後
、
上
井
出
宿
で
も
天
測
し
、
人
穴
に
向
か
っ
て
い
る
。
人
穴
は
、

富
士
溶
岩
が
作
っ
た
洞
窟
で
、
富
士
山
信
仰
の
修
行
場
で
あ
っ
た
。
人
穴
村
は
、

伊
豆
韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
右
衛
門
の
支
配
所
で
年
貢
が
免
除
さ
れ
て
い
た
。
水

の
乏
し
い
と
こ
ろ
で
、
夏
の
雪
解
け
水
を
汲
み
、
秋
か
ら
天
水
を
貯
め
る
こ
と
、

周
辺
に
は
茶
畑
が
多
い
こ
と
が
測
量
日
記
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
上
井
出
宿
か
ら

人
穴
村
ま
で
、
七
里
の
間
人
家
が
な
く
、
間
遠
之
原
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

人
穴
村
か
ら
猪
頭
村
を
廻
り
内
野
村
か
ら
白
糸
滝
を
見
て
上
井
出
宿
か
ら
の
測

線
に
勺
な
い
で
い
る
。
猪
頭
村
か
ら
一
里
ば
か
り
山
裾
で
川
海
苔
が
採
れ
、
「
富
士

海
苔
」
、
「
芝
田
海
苔
」
と
も
言
わ
れ
る
こ
と
が
測
量
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
周
辺
の
川
は
、
火
山
麓
の
河
川
の
特
徴
で
あ
る
澗
れ
川
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、

黄
色
の
線
で
描
か
れ
て
い
る
川
が
多
い
。
そ
の
な
か
で
猪
頭
村
の
西
を
流
れ
る
川

は
水
色
の
線
で
描
か
れ
て
お
り
、
西
側
の
山
地
か
ら
流
れ
る
清
流
で
、
川
海
苔
も

採
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
測
量
日
記
に
は
、
人
穴
村
か
ら
猪
頭
村
の
周
辺
は
「
広
野

草
原
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
測
線
に
沿
っ
て
緑
色
の
点
描
が
描
か
れ
、
草
原

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
一
月
一
六
日
に
内
野
村
を
出
て
白
糸
滝
に
向
か
っ
た
。

白
糸
の
滝
は
芝
川
の
分

流
に
懸
か
る
滝
で
あ
る
と
測
量
日
記
に
は
記
さ
れ
、
大
図
も
そ
の
よ
う
な
表
現
に

な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
地
形
図
(
第
9
図
)
を
見
る
と
、
滝
は
、
芝

川
本
流
に
懸
か
っ
て
お
り
、
滝
の
位
置
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
芝
川

は
、
本
流
、
分
流
と
も
に
峡
谷
を
な
し
て
お
り
、
河
道
が
変
わ
っ
た
と
も
思
え
な

い
。
こ
の
点
は
謎
で
あ
る
。
測
量
日
記
に
よ
れ
ば
、
白
糸
滝
は
高
さ
が
約
五
間
(
九

m)
、
巾
が
約
六
間
(
十
一

m)
で
、
四
筋
に
落
ち
る
と
記
さ
れ
、
両
岸
に
藤
が
多

く
、
花
の
頃
に
は
諸
国
の
人
が
多
く
集
ま
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
白
糸
の

滝
は
、
高
さ
二
十

m
、
巾
二
百

m
と
言
わ
れ
て
お
り
、
伊
能
測
量
隊
の
見
た
白
糸

滝
は
、
随
分
と
規
模
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
謎
で
あ
る
。

* 1 
測
量
日
記
に
つ
い
て
は
、
佐
久
間
達
夫
「
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
九
州
第

二
次
測
量
篇
の
ご
及
び
「
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
七
島
測
量
篇
」
に
よ
る
。

掲
載
し
た
大
図
は
、
す
べ
て
国
会
図
書
館
蔵
の
大
図
で
あ
る
。
「
伊
能
大
図

総
覧
」
(
河
出
書
房
新
社
)
か
ら
転
載
し
た
。

彩
色
地
形
図
は
、
(
財
)
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
の
ホ

l
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

。。
噌

E
ム

* 2 * 3 

(
ほ
し
の

よ
し
ひ
さ
・
代
表
理
事
・
(
社
)

日
本
測
量
協
会
副
会
長
)

。
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碑
文
に
つ
い
て

野

茂

生

田

【
表
面
】伊

能
忠
敬
先
生
絶
讃
の
地

昭
和
三
十
一
年
二
月 内

閣
総
理
大
臣

鳩
山
一
郎
書

【裏
面
】
伊
能
忠
敬
先
生
は
千
葉
県
佐
原
市
の
生
れ
で
全
国
を

測
量
し
て
最
、
初
の
日
本
地
図
を
完
成
し
た
人
で
あ
る
が

此
の
地
に
は
今
か
ら
百
六
拾
年
前
文
化
七
年
七
月
に
来

ら
れ
て
此
所
長
手
崎
(
番
所
)
の
雄
大
明
婦
な
る
風
光

に
驚
嘆
し
「
蓋
し
天
下
の
絶
景
な
り
」
と
税
讃
さ
れ
た

と
言
、

7
0
0
で
あ
る

O
後
世
先
生
の
偉
業
を
讃
え

て
此
の
碑
を
建
て
る
も
の
で
あ
る別

府
医
観
光
委
員
会

Q
U
 

山武郡横田

江口俊子氏画

2008. 5. 15 



品才
9
々
録
ト
e
u
y

注
ー
佐
原
伊
能
家
を
訪
れ
た
人
々
|

伊

能

帽

子

貌ム
令
て友

達
観大
正
十
五
年
八
月

飯
田
吉
英

飯

田

吉

英

い

い

だ

よ

し

ふ

さ

(
一
八
七
六

1
一
九
七
五
)

茨
城
県
新
治
郡
戸
崎
村
(
現
か
す
み
が
う
ら
市
)
に
生
ま
れ
る
。

東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
、
農
商
務
省
(
現
農
林
水
産
省
)
技
師
と
な

り
、
実
習
生
と
し
て
イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学
へ
留
学
、
食
肉
加
工
に
つ

い
て
研
鐘
を
積
む
。
畜
産
試
験
場
勤
務
時
代
に
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
職
人

の
ド
イ
ツ
兵
(
第
一
次
世
界
大
戦
捕
虜
兵
)
と
出
会
い
、
日
本
で
初

め
て
の
本
格
的
な
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
を
学
び
成
功
さ
せ
た
。
そ
の
他
、

食
肉
加
工
分
野
で
多
大
な
功
績
を
残
す
。

20 

(
茨
城
新
聞
ニ
ュ

ー

ス、

か
す
み
が
う
ら
市

H

・
P
よ
り
)
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惟
神
生
々

大
正
十
五
年
八
月
十
九

存

両
日
に
わ
た
り
先
生
の
遺
書

を
拝
見
し
た
る
記
念
と
し
て
百
一
理
章
三
郎

十

亘

理

章

三

郎

わ
た
り
し
よ
う
ざ
ぶ
ろ
う

(
一
八
七
三

1
一
九
四
六
)

篠
山
藩
士
族
の
三
男
と
し
て
出
生
。
明
治
、
大
正
か
ら
昭
和

一
六

年
退
官
ま
で
、
当
時
代
の
「
国
民
道
徳
本
論
」
を
中
心
に
著
書
も
多

く
、
教
育
界
で
活
躍
し
た
人
物
。
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
(
大
正

一
四
年
)
、
文
部
省
視
学
委
員
(
大
正

一
五
年
)
。
そ
し
て
デ
カ
ン
シ

ョ
仕
即
の
父
?

※
明
治
三
十
一
年
の
夏
、
一
房
州
館
山
に
、
篠
山
か
ら
の
遊
学
生
た
ち
を
連
れ
水

泳
の
合
宿
を
し
た
際
、
た
ま
た
ま
同
宿
と
な
っ
た
旧
制

一
高
水
泳
部
の
連
中
と

お
互
い
に
張
り
合
い
、
歌
に
よ
る
応
戦
と
な
っ
た
。
一

高
は
寮
歌
で
、
丹
波
篠

山
の
連
中
は
故
郷
の
盆
踊
り
歌

・
デ
カ
ン
シ
ョ
節
で
対
抗
し
若
者
同
士
大
い
に

和
ん
だ
と
い
う
。
こ
の

一
高
の
連
中
に
よ
っ
て
全
国
に
広
ま
っ
た
の
が
デ
カ
ン

シ
ョ
節
、
百
一
理
先
生
は
こ
の
歌
詞
の
多
く
を
作
成
し
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る
。

ち
な
み
に
、
そ
の
時
の
二
雨
水
泳
部
長
は
塩
谷
温
、

二
八
号
の
「
芳
名
録
よ
り
」

で
紹
介
済
み
で
あ
る
。

(
篠
山
市
H

・
p
、

- 21 一

フ
リ
1
百
科
事
典
『
ウ
イ
キ
ベ
デ
ィ
ア
』
)

今
回
の
お
二
人
、
同
頁
同
年
月
の
署
名
だ
が
お
二
人
の
関
わ
り
は

わ
か
ら
な
い
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
父
と
デ
カ
ン
シ
ョ
節
の
父
、
そ
し
て

若
き
日
の
歌
合
戦
の
お
相
手
が
、
こ
の
芳
名
録
に
登
場
な
さ
る
と
は

何
と
も
愉
快
で
あ
る
。(

い
の
P

フ

ょ
う
こ
・
伊
能
忠
敬
研
究
会
顧
問
)



伊
能
忠
敬
に
学
ぶ
小
・
中
・
高
校
生
の
社
会
科
学
習

佐

久

間

達

夫

私
が
、
伊
能
忠
敬
記
念
館
に
勤
務
し
て
間
も
な
い
頃
、
大
分
県
日
田
郡
大
山
町

(
現
大
分
県
日
田
市
)
の
都
築
小
学
校
の
六
年
担
任
か
ら
「
私
の
学
区
の
寺
の
過

去
帳
に
、
伊
能
忠
敬
測
量
隊
が
文
化
九
年
六
月
二
十
九
日
に
宿
泊
し
た
と
い
う
記

録
が
あ
る
が
、
記
念
館
に
詳
し
い
文
書
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、

寺
の
過
去
帳
の
写
し
と
、
大
山
町
全
図
と
を
同
封
し
た
手
紙
が
届
い
た
。

早
速
、
第
八
次
九
州

一
回
目
測
量
の
該
当
部
分
の
「
測
量
日
記
」
を
開
い
て
み
た
。

大
山
町
三
光
山
伝
照
寺
と
過
去
帳

0伝照寺

0過去帳

伝
同
い
寺
地
主
紋

丈
札
九
キ
シ
(
月
す
す

日
季
一一会

一警
五
一
一号本一

議
「
山
主
勢
五
月
給
川
彰
辛

口

求

額

時

帰

問

時

佑

4m

子

四

回

了

察
、.
J

九十
q
b
，O
/肋
支
m
m
M

守
主

ロ
相
手
ヰ
ネ
嘉
文
務
相
伺

β

停ゴ

一一査

一季刊支柱，
K

同

一θ，

d
・節
句

あ抗
'枕
苧
-
荒
川
子

守向

日
手
宥

.一
同

乎

防

相

手

向

。ψ
小
作
崎
勝
山
1

姦

・

ち

千

手

続

岳

θ

茎
警
小
手

N
2
A
V
Z

U

唯
d
J

寺
水
暴
動
守
ト
町
田

2
・…冷
¥一一引い
υ~
周
…-h
U
A
1
4
併
支

~
回

-
一川
義
憲
丈
島
一
手
右
前
文
奪

4

4
A
G

一生河
川Nh
嘉
手
舎
へ
守
時
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開
問
山

第
八
次
九
州
二
回
目
測
量
日
記

佐
久
間
達
夫
校
訂
。

-
文
化
九
年
六
月
二
十
八
日

出
口
村
(
現
日
田
市
出
口
)
庄
屋
七
郎
右
衛
門
宅
着
。
止
宿
山
。

-
六
月
二
十
九
日

曇
晴
。
六
ツ
後
、
豊
後
国
日
田
郡
三
河
口
支
配
御
料
所
、
以
下
村
々
内
に
付
略
。

出
口
村
出
立
。
同
所
よ
り
初
め
、
芋
作
村
、
新
城
村
、
新
城
・
玉
馬
市
入
会
玉

馬
市
村
、
玉
来
明
神
社
前
に
て
中
食
。
栗
林
村
、
続
木
村
林
印
ま
で
測
る
。

二
里

一
町
十
二
問
、
外
止
宿
打
上
二
町
三
十
六
問
、
合
二
里
三
町
四
十
八
問
、

止
宿
続
木
村
西
派
二
向
宗
三
光
山
伝
照
寺
九
ツ
前
に
着
。
こ
の
夜
晴
天
測
る
。

-
七
月
朔
日

朝
よ
り
晴
、
午
前
よ
り
曇。

六
ツ
後
、
続
木
村
出
立
。
同
所
林
印
よ
り
初
め
、

柚
野
木
村
、
女
子
畑
村
、
苗
代
部
村
、
高
取
村
、
上
井
手
村
、
此
所
に
て
玖
珠

川
、
大
山
川
落
合
、
筑
後
川
に
出
る
。
此
処
に
て
隈
川
と
号
す
。
玖
珠
川
舟
渡
、

測
遠
術
に
て
三
十
八
間
二
尺
九
寸
五
分
。
渡
よ
り
上
井
手
村
、
人
家
中
食
、
庄

屋
専
助
。

下
井
手
村
溝
口
、
竹
田
村
、
河
原
村
、
同
隈
町
、
田
中
町
、
紺
屋
町
、
堀
田

町
、
元
来
竹
田
村
内
、
当
時
は
別
に
町
と
な
る
。
庄
手
村
、
堀
田
町
ま
で
測
る
。

二
里
十
八
町
二
十
六
間
二
尺
九
寸
五
分
。
九
ツ
後
に
着
、
止
宿
庄
手
村
庄
屋
三

十
郎
、
同
人
枠
泰
四
郎
と
い
う
。
(
中
略
)
此
夜
晴
天
測
る
。

23 -

伊
能
忠
敬
測
量
日
記
か
ら
「
大
山
町
」
の
測
量
部
分
を
写
し
取
り
、
都
築
小
学

校
の
六
年
担
任
宛
に
送
付
し
た
。
手
紙
送
付
後
、

一
か
月
程
た
っ
て
、
手
製
の
「
御

用
旗
」
を
持
っ
て
伊
能
忠
敬
測
量
隊
の
測
量
し
た
道
を
歩
い
た
こ
と
や
、
伝
照
寺

の
原
亮
爾
住
職
(
当
時
八
十
歳
)
か
ら
、
測
量
隊
が
宿
泊
し
た
と
い
う
記
述
の
あ

る
過
去
帳
を
見
せ
て
貰
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
し
た
児
童
の
作
文
と
写
真
が
送
ら
れ

て
き
た
。

過
去
帳
の
欄
外
に
、

天
文
方
高
橋
作
左
衛
門
手
附
測
量
方
伊
能
勘
解
由
、

同
手
伝
坂
部
貞
兵
衛
、
下



役
永
井
甚
右
(
左
)
衛
門
、
今
泉
又

兵
衛
、

門
谷
清
治
(
次
)
郎
、
巳
上

上
下
九
人
、
御
差
下
肥
後
ヨ
リ
当
郡

通
行
、
甲
六
ノ
廿
九
日
、

当
寺
止
宿
。

巳
上
。

と
、
記
述
さ
れ
て
い
た
。

第
八
次
測
量
は
、
屋
久
島
、
種
子
島

測
量
の
帰
路
、
文
化
九
年
六
月

一
日
に

日
向
国
の
麓
村
(
現
宮
崎
県
高
原
町
)

で
二
隊
に
別
れ
て
、
支
隊
(
坂
部
貞
兵

衛
、
今
泉
又
兵
衛
、
箱
田
良
助
、
保
木

敬
蔵
、
大
山
甚
七
)
は
本
隊
と
は
別
の

ル
l
ト
を
測
量
し
、
本
隊
の
伊
能
勘
解

由
、
永
井
甚
左
衛
門
、
門
谷
清
次
郎
、

尾
形
慶
助
、
久
保
木
佐
助
が
、
六
月
二

十
八
日
に
天
瀬
町
の
出
口
村
の
庄
屋
七

郎
右
衛
門
宅
に

一
泊
し
、
翌
日
、
出
口

村
を
出
立
し
、
芋
作
村
、
五
馬
市
村
を

経
て
、
続
木
村
の
伝
照
寺
に
止
宿
し
た

の
で
あ
る
。

O過去帳の欄外の記述

し
た
が
っ
て
こ
の
五
人
が
伝
照
寺
に
宿
泊
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

支
隊
は
、
麓
村
か
ら
加
久
藤
宿
(
現
宮
崎
県
え
び
の
市
)
か
ら
人
吉
城
下
、
下

松
尾
村
(
現
宮
崎
県
椎
柴
村
)
、
内
牧
宿
(
現
熊
本
県
阿
蘇
市
)
を
経
て
、
同
年
七

月
三
日
に
出
口
村
の
七
郎
右
衛
門
宅
で
昼
休
み
を
し
て
、
こ
の
ル

l
ト
を
通
過
し

た
の
で
あ
る
。

作
文
に
は
、
「
伊
能
忠
敬
は
日
本
全
国
を
測
量
し
て
地
図
を
作
っ
た
の
だ
か
ら
、

す
ご
い
ひ
と
だ
な
あ
」
と
か
、
「
九
州
の
私
た
ち
の
町
ま
で
き
て
測
量
し
た
の
に
は
、

び
っ
く
り
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
書
か
れ
て
い
た
。

当
時
、
こ
の
よ
う
に
全
国
の
小
・
中
・
高
校
生
の
伊
能
忠
敬
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
や
、
伊
能
忠
敬
記
念
館
の
見
学
が
相
当
数
あ
っ
た
。

次
に
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
に
「
伊
能
忠
敬
」
の
学
習
を
し
て
い
た
か
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
香
取
市
内
の

F
小
学
校
の
六
年
担
任
が
実
践
し
た
社
会
科

学
習
の
「
学
習
指
導
案
」
を
記
し
て
み
よ
う
。
学
習
指
導
案
に
は
、
学
習
目
標
、

学
習
計
画
、
学
習
内
容
、
学
習
評
価
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
毎
日
の
指

導
で
こ
の
よ
う
な
案
を
作
成
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
な
の
で
、
年
度
当
初
に
指
導

計
画
の
略
案
を
作
成
し
て
い
た
。

関
州
国

24 -

第
六
学
年
社
会
科
学
習
指
導
案

江
戸
時
代
の
学
問
(
伊
能
忠
敬
と
日
本
地
図
)

単
元
名
一。

目
標

・
天
明
の
飢
僅
や
利
根
川
の
大
水
か
ら
村
人
を
救
っ
た
伊
能
忠
敬
の
人
と
な

り
を
理
解
さ
せ
る

-
伊
能
忠
敬
が
日
本
地
図
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
の
功
績
の
偉
大
さ
を
わ
か
ら

せ
る
と
と
も
に
、
全
国
測
量
が
い
か
に
難
事
業
で
あ
っ
た
か
を
と
ら
え
さ

せ
る
。
ま
た
、
そ
の
時
代
的
背
景
と
人
々
の
願
い
と
の
か
か
わ
り
で
、
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
.
学
習
計
画
(
六
時
間
扱
い
)

商業がさかんになり町人 II・商人の流通
のカが強くなった。 n<大販の蔵量敗〉

伊能忠敬と g本地図

劇学をもとにさまざまな
学問が広まった。 前野良沢

杉田玄白と解体続審
本居室長と古事紀伝

歌)11(安直属〉広重と絵

O 
江戸時代には、商人
のカが強くなり町人
の聞にも新しい文化
が起こり、日本的な
富良文化へと発展し
ていった。

教
材
構
造
図

歌舞伎見物や浮世絵など.
町人の好みにあった文化
が栄えた。 歌舞伎を楽しむム々

料資学習活動と内容過程目標時
O 

学
習
計
画

佐原村の被箸

の様子

有力者逮の話

。忠敬の人となりと災害に苦しむ人々の生活

を調べ話し合う。

-天明のききんのとき.苦しむ人々に米・銭

①宏、敬の人となりを理解

すると共に.江戸時代

第

の人々のくらしについ次

を与え.打ち犠しをさせない

o忠敬らはききんのとき村人を助けた他に，

し合いの様子てとらえられる。

伊能景事jの日

記

部分年表

文章資料

利根川の大水のときも調べ，話し合う0

・利綾川の大水で土手や田畑の修復をする

②忠敬が損11量tに呂を向け

学び，それが日本地図2 

〈伊能図〉作成につなが

-測量技術を学ぶために至時の弟子となるったことが分かる。

忠敬と務府天

:t方の:?e，1J寺

-このことが，後になって地図を作ることに

つながる

o忠敬がどうして日本金図を作ろうとしたの 忠敬の行動年

表.外国紛が

来た情況図，

読み物資料

か考え，調べ話し合う。

・忠敬が日本金図を作ろうと思うまでのでき

ごとを順序よく整理しまとめる

③忠敬がどうして日本地

図を作ろうとしたの向

当時の時代的背景と人

第

次

々の騒い等から分かる.

日本全図

〈例掴)

o忠敬は，どんな方法で地図作りをしたのか③地凶作りの方法を，伊

をとらえさせるために伊骨滋己念館を見学す

るが，何を聞けばよいか斑で話し合う。

・どんな道具で.どんな方法で行ったのか

.測量しているときの苦労

能記念館の見学によっ

てとらえさせるための

学習計画が立てられる.

館長の話o伊能記念館の見学。⑤伊能記念館の見学を通

見学カード

たのかをとらえさせる.

⑤伊能記念館見学の結果 グループ>)11の

-グループごとに.見学カードに記入する

。伊能記念館の見学後グループで調べたこ

との発表会を行うe

して，忠敬がどんな方

法で日本地図作りをし

4 

発表資料からグループ発表を遜

物語的資料-先生の話しを聞いでまとめるしてまとめ，忠敬がど

んな方法で包本地図作

りをしたのか分かる。

tu 
q
L
 



①目標 句 、 竺
O 伊能忠敬がどうして日本地図をつくろうとしたのか、当時の時代的背景と人々の廠い等からとらえさせる。ま

実
際

本時の指導(第3時)

関展② 

O 

第
三
時

時配

20分

応

人

習

)

の
山
字
。

)
べ
る

学
現
す

震
の
鋭

猟
ち
被

.
た
が

文
も
節

天
ど
教

・
子
、

学
に
で

麿
的
の

(

F

、

M
弓

t

・L--

方
内
く

文
(
に

夫
。
し

の
る
解

昨
問
あ
理

幕
で
が

反のも| 資 料一7
Mm、どうして日本欄をつくろうとしたのだろ京司

1.忠敬が弟子に入勺た至 I0文章資料 t 

時という人は、どんなこ i ・天文方の仕事と高橋歪時
とをしていた人だったの
だろう。
どうして日本地図をつ
くろうとしたのだろうか
調べてみよう。

ど子

1
J

屯

宜

官

。

遂

に

に

る

海

本

本

い

。

北

。

日

目

て

い

〈

る

が

が

し

し

島

い

鉛

間

固

と

ほ

フ

o
て

の

の

・

つ

が

ロ

る

き

園

ど

ろ

図

ト

い

が

外

な

守

地

エ

て

船

、

…

ら

な

人

き

国

に

…

か

磁

ア

が

外

の

。

ス

方

正

シ

船

も

る

る

リ

の

の

ロ

の

に

い

い

ギ

道

道

年

留

外

て

て

イ

海

海

7
。
外
以
し
き
・
。
北
北

9
震
も
道
を
も
ア
る
は
は

7
上
に
海
富
田
シ
い
府
府

ー
に
前
北
鎖
倒
ロ
て
幕
幕

-北海道の池図をつくるのに天文方に頼んだ
(高橋至時〉

-正確な勉図をつくるのに子午線一度の長さ
がわからないとできない。

-測量のしかたを教えてもらいにきた。.¥e、敬
も ぜひ疋磁な地図をっくりたくなった。

。子どもに自由に発表させ、カードl¥iIiに板
書する。

15分

10分

ろ

し

@

)

が

が

午

る

)

き

し

り

た

機

酎

)

こ

を

た

い

図

。

)

図

)

子

す

い

で

り

測

し

の

況

料

た

り

つ

が

地

図

図

地

い

、

定

が

も

入

を

を

国

情

資

き

守

か

ね

な

地

絵

本

が

は

測

ね

図

子

縫

り

外

た

物

に

の

な

の

砲

な

〈

日

ね

者

を

。

の

地

第

矩

〈

と

き

み

本

方

ら

府

正

確

な

。

の

学

簸

た

ら

な

に

の

づ

表

に

畿

日

北

な

幕

、

.

正

確

た

府

暦

距

つ

者

確

時

度

8
0年
本

(
が
。
、
ぱ
(
ろ
た
不
正
つ
幕
の
の
あ
学
正
豆
一
一
地
た
動
。
。
臼

料

船

子

は

れ

こ

っ

の

は

か

〈

ら

度

が

暦

の

も

線

な

っ

行

表

料

が

資
)
毘
様
府
け
の
か
時
府
し
時
一
約
(
本
。
敬
午
確
な
の
年
臨
風
船

章
容
外
の
幕
な
そ
な
当
官
帯
ほ
歪
輸
相
回
目
る
忠
子
正
く
敬
の
図
毘

文

内

・

・

・

・

・

・

・

・

忠

子

地

外

向

v

，t
、

・

・

r
f

、

間発

2.調べて わかったこと
を発表してみよう。

う

ぴ

、

な

。

地

図

に

様

。

子

地

・

ろ

。

た

で

め

た

な

地

方

短

る

に

、

た

く

と

が

の

圏

つ

確

な

文

。

の

き

よ

り

つ

つ

ご

船

た

を

思

正

確

天

た

度

。

で

し

測

な

を
き
の
い
り
と
は
正
で
じ
一
・
た
が

2
を
く

図
で
ア
て
守
い
に
。
の
の
命
線
っ
図
い
さ
た

鳩
の
シ
し
の
な
本
た
道
た
を
午
か
地
と
長
し

本
で
ロ
。
冨
方
ら
日
つ
海
つ
り
子
た
な
時
の
が

B
ま
に
た
鎖
北
な
ろ
か
、
北
か
〈
は
し
確
歪
度
り

が
う
道
き
は
は
ば
こ
な
は
し
づ
ら
定
正
も
一
く

敬
息
海
ぴ
本
府
れ
の
が
時
間
ほ
図
時
測
敏
線
づ

忠
と
北
た
日
事
け
そ
図
幕
が
地
至
を
忠
午
図

。

①

③

③

③

⑤

⑥

く
ご
み

つ
き
て

を
で
し

図
の
理

地
で
聾

本
ま
く

日
う
よ

が
恩
序

敬
と
願
。

忠
う
を
う

ろ
と
よ

内。

G
U
 

η
4
 

l伊能臓は、正確な8本地図をつくろうと怒った。 i



四
。
学
習
の
考
察

伊
能
忠
敬
の
生
き
た
時
代
は
、
日
本
近
海
に
ロ
シ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
が
出

現
し
、
国
防
問
題
が
重
要
な
時
代
で
あ
っ
た
。
ま
た
圏
内
で
は
、
蘭
学
を
も
と
に

暦
学
や
医
学
な
ど
の
近
代
的
科
学
が
成
長
し
は
じ
め
た
時
代
で
も
あ
る
。

新
し
い
学
問
の
担
い

手
は
、
身
分
の
低
い
武
士
や
地
主
・

商
人
な
ど
の
中
か
ら

多
く
あ
ら
わ
れ
、
忠
敬
も
そ
の

一
人
で
あ
っ
た
。
忠
敬
が
実
測
に
よ
る
日
本
地
図

の
作
成
が
達
成
で
き
た
の
は
、
忠
敬
の
す
ぐ
れ
た
能
力
・
資
質
と
と
も
に
、
多
く

の
人
々
の
支
え
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
に
は
、
伊
能
忠
敬
は
佐
原
の
人
で
あ
り
、
洪
水

や
飢
僅
に
あ
っ
た
村
人
を
救
済
し
、
現
在
も
市
民
に
親
し
ま
れ
、
尊
敬
さ
れ
て
い

る
人
で
あ
る
。
ま
た
、
忠
敬
に
か
か
わ
る
遺
書
遺
品
が
身
近
に
あ
り
、
見
学
や
閲

覧
が
容
易
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
習
目
標
を
達
成
さ
せ
る
に
は
、

適
切
な
人

物
で
あ
る
と
い
え
る
。
も
と
教
師
と
い
う
職
業
癖
で
、
学
習
指
導
案
ま
で
掲
載
し

て
し
ま
い
失
礼
し
ま
し
た
。

(
さ
く
ま

た
つ
お
・伊
能
忠
敬
研
究
家
)
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研
究
レ
ポ
ー
ト
『
伊
能
忠
敬
』

(
五
)

富
岡
八
幡
宮
か
ら
川
崎
ま
で
歩
く
1

第
七
章

富
岡
八
幡
宮
か
ら
川
崎
ま
で
歩
く
1

(
そ
の
二
)

石

春

谷
(
つ
づ
き
)

品
川
駅
の
ホ
ー
ム
の
横
の
道
を
行
く
と
、
ホ
ー
ム
の
下
に
ラ
ー
メ
ン
庖
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
「
品
達
」
と
い
う
お
庖
で
す
。
テ
レ
ビ
で
「
ギ
ヤ
ル
曽
根
」
が

食
べ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

少
し
行
く
と
「
八
ツ
山
橋
」
で
す
。
橋
の
下
に
は
い
く
つ
も
の
電
車
の
線
路
が

通
っ
て
い
ま
す
。
橋
の
下
で
休
ん
で
い
る
と
、
意
外
に
よ
く
ゆ
れ
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
か

ら
「
旧
東
海
道
」

に
な
り
ま
す
。

ご

番

東

海

道

八
ツ
山
口
」
と
い

う
碑
が
立
っ
て

い
ま
す
。

幅
の
広
い
マ

ン
シ
ョ
ン
が
見

え
ま
す
。
少
し
行

く
と
案
内
所
が

あ
り
ま
す
。

中
に
入
る
と
、
女
の
人
が
二
人
い
ま
し
た
。
「
ど
こ
か
ら
来
た
の
?
」
と
聞
か
れ

た
の
で
「
富
岡
八
幡
宮
か
ら
歩
い
て
き
ま
し
た
」
と
答
え
ま
し
た
。
す
る
と
今
度

は
「
ど
こ
ま
で
行
く
の
?
」
と
聞
か
れ
た
の
で
、
「
川
崎
ま
で
。
」
と
答
え
ま
し
た
。

時
計
を
見
て
「
ま
だ
だ
い
じ
よ
う
ぶ
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
顔
が
と
て

も
白
い
人
で
す
。
一

O
円
の
地
図
を
買
い
ま
し
た
。

香

少
し
行
く
と
「
四
番

新
宿
お
休
み
処
」

が
、
だ
が
し
や
の
所

に
建
っ
て
い
ま
す
。

自
動
販
売
機
で

水
を
買
い
ま
し
た
。

斜
め
前
の
品
海
公

園
で
休
憩
で
す
。

ベ
ン
チ
で
男
の

人
と
女
の
人
が
、
ぐ

っ
す
り
寝
て
い
ま

し
た
。

28 
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公
園
の
入
り
口
に
は

「
品
川
宿

川
崎
宿

へ
二
里
半

日
本
橋
よ
り
二
里」

と
あ
り
ま
す
。

昔
こ
の
あ
た
り
は
、

「品
川
宿
」
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

少
し
行
く
と

「品

川
橋
」
で
す
。

橋
の
上
に
ベ
ン

チ
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
わ

っ
た
橋
で
す
。

さ
ら
に
行
く
と

「
街
道
松
の
広
場
」
が
あ
り

ま
す
。
普
か
ら
の
松
が
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
進
む
と
、
ま
た
昔

か
ら
の
松
が
あ
り
ま
す
。

次
に
「
天
妙
国

寺
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
お
寺
に
は
、

私
の
父
の
母
の
両

29 -

親
と
さ
ら
に
そ
の

両
親
の
お
墓
が
あ

り
ま
す
。
私
は
初

め
て
お
墓
参
り
を

し
ま
し
た
。

お
墓
の
入
り
口
で

お
線
香
を
二
本
買
い
ま
し
た
。
一

本

一
O
O円
で
す
。
缶
の
な
か
に
入
れ
て
く
れ

ま
し
た
。
中
に
入
る
と
た
く
さ
ん
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
を
ず
っ
と
行
き

ま
す
。
す
る
と
あ
り
ま
し
た
。
お
線
香
を
お
墓
に
置
き
ま
し
た
。
そ
し
て
お
墓
に

水
を
た
く
さ
ん
あ
げ
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
不
思
議
な
感
じ
で
す
。
こ
こ
は
「
青
物

横
丁
」
の
駅
が
近
く
で
す
。
ま
た
い

つ
か
来
た
い
と
思
い
ま
す
。
近
く
の
コ

ン
ビ

ニ
で
ア
イ
ス
を
買
っ
て
、
歩
き
な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。



さ
ら
に
進
む
と
品
川

寺
が
あ
り
ま
す
。
「
し
な

が
わ
で
ら
」
と
読
む
の

で
な
く
、
「
ほ
ん
せ
ん

じ
」
と
よ
み
ま
す
。

品
川
区
で

一
番
古
い

お
寺
で
、
入
口
に
大
き

な
江
戸
六
地
蔵
が
あ
り

ま
す
。

鮫
洲
商
庖
街
を
行
き
ま
す
。
「十
九
番
北
浜
川
」
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
し
ば
ら
く

行
く
と
橋
が
あ
り
ま
す
。
「浜
川
橋
」
で
す
。
「
な
み
だ
橋
」
と
も
一
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
昔
、
鈴
が
森
の
刑
場
に
引
か
れ
る
罪
人
と
家
族
が
別
れ
た
場
所
で
す
。

下
を
流
れ
る
「
立
会
川
」
は
、
も
の
す
ご
く
き
た
な
く
、
変
な
に
お
い
が
し
ま

す
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
き
た
な
い
の
で
し
ょ
う
か
ワ

橋
を
渡
る
と
「
天
祖
神
社
」
で
す
。
し
ば
ら
く
休
憩
で
す
。
池
に
鯉
が
何
匹
も

い
ま
す
。
カ
ッ
プ
ル
も
鯉
を
見
て
い
ま
し
た
。

二
ヲ
じ
ゃ

こ
の
近
く
に
昔
椛
谷
の
祖
母
が
住
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
先
に
進
み
ま
す
。

「二
十
三
番
競
馬
場
通
り
」
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

少
し
行
く
と
、
な
ん
だ
か
来
た
こ
と
の
あ
る
場
所
で
す
。
そ
う
で
す
。
「
鈴
が
森

中
」
で
す
。
前
に
パ
ス
ケ
の
試
合
に
来
た
と
こ
ろ
で
す
。

近
く
に
「
鈴
が
森
刑

場
跡
」
が
あ
り
ま
す
。

刑
場
の
跡
で
す
。
明

治
四
年
ま
で
、
刑
場

と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

道
路
の
上
に
高
速

道
路
が
通
っ
て
い
ま

す
。

30一

コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ
て
水
分
補
給
で
す
。
暑
い
で
す
・

横
断
歩
道
で
反
対
側
に
行
き
ま
す
。
し
ば
ら
く
行
く
と
ベ
ン
チ
が
あ
っ
た
の
で

一
休
み
で
す
。
ベ
ン
チ
で
休
ん
で
い
る
と
隣
に
井
戸
が
あ
り
ま
し
た
。
「
磐
井
の
井

戸
」
で
す
。
そ
の
井
戸
の
水
を
飲
む
と
き
、
心
が
正
し
け
れ
ば
清
水
、
邪
心
が
あ

れ
ば
塩
水
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
飲
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

ふ
た
で
し
ま
っ
て
い
て
飲
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
に
あ
る
「
磐
井
神
社
」
に
も
、

ち
ょ
っ
と
よ
り
ま
し
た
。



信
号
を
渡
っ
て
反
対
側
に
行
き
ま
す
。
「
美
原
通
り
」

に
入
り
ま
す
。

「
旧
東
海
道
」
の
碑
が
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
で
水
分
補

給
で
す
。

商
庖
街
を
出
る
と
高
速
道
路
が
分

か
れ
て
い
ま
す
。
川
崎
ま
で
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
標
識
が
あ
り
ま
す
。

少
し
歩
い
て
い
る
と
道
路
の
反
対

側
で
、
男
の
子
が
「
あ
あ
1

」
と
叫
ん

で
い
ま
し
た
。
見
る
と
帽
子
が
風
で
と

ん
で
、
道
路
の
真
ん
中
ま
で
い
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
時
男
の
子
が
道
路
に
飛
び
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
「
危
な

い
!
」
と
い
う
の
と
、
バ
イ
ク
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
の
が
同
時
で
し
た
。
男

の
子
は
だ
い
じ
よ
う
ぶ
で
し
た
。
び
っ
く
り
で
す
・

2009年第 56号伊能忠敬研究

少
し
歩
く
と
「
梅
屋
敷
公
園
」

で
す
。
こ
こ
は
梅
の
名
所
で
す
。

今
は
五
月
な
の
で
梅
は
咲
い
て

い
ま
せ
ん
。
梅
の
咲
く
時
期
に
は

人
が
た
く
さ
ん
来
る
そ
う
で
す
。

公
園
で
は
男
の
子
一
一
人
が
ホ

ー
ム
レ
ス
の
荷
物
を
開
け
て
遊

ん
で
い
ま
し
た
。

ハ
ト
が
い
て
、
時
計
を
見
る
と

四
時
七
分
で
す
。

少
し
行
く
と
、
京
浜
蒲
田
で
す
。
こ
こ
に
は
椛
谷
の
祖
父
の
家
に
行
く
時
に
よ

く
来
ま
す
。
「
京
浜
急
行
空
港
線
」
が
道
路
を
横
切
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
が
だ
ん
だ

ん
か
た
む
い
て
い
き
ま
す
。
休
憩
を
し
よ
う
と
コ
ン
ビ
ニ
を
さ
が
し
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
反
対
側
に
は
何
軒
か
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
側
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。

~L省首ERIA:
「
雑
色
駅
」
の
前
の
ロ

ッ
テ
リ
ア
に
入
っ
て
、

休
憩
し
ま
し
た
。

事量色広
大国(?1:仲六軍事2-&2 α:!-373>-7お4
'1∞阿ロフテリアスタート!!"

J¥列r'-ヵ"'_. 1¥4ィ.*"7ト(S)• '.11キ・みんな1∞阿
ドリンク回数券E鍬織りE￥1α励子詳販売<t
pa押01 No，oo:m笈X)7!D5/0416:似
品名 豊臣縞量生. 金穣
処r/.:，..Jヨo :m j 宝n;λ
*クレームショコラ
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q
u
 

25税等 3 
1， (xx)預り合計 1， (xx) 
釣り銭 610 
:t-5>.Il47:沼7[/1 

預り:現金

切



電
車
が
も
の
す
ご
い
音
で
走
っ
て
行
き
ま
し
た
。

ま
す
。
歩
く
・
・
・
歩
く
・

いの「橋
よ標神の
い識奈途
ょが川中
川あ県で
崎り )11 
でま肱

てす書

そ
し
て
ま
た
ひ
た
す
ら
歩
き

よ
う
や
く
橋
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
川
崎
ま
で
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
で
て
い
ま
す
。

土
手
を
上
が
る
と
景
色

が
広
が
り
ま
す
。

階
段
を
上
り
、
「
六
郷
橋
」

を
渡
り
ま
す
。
橋
は
と
て
も

広
い
で
す
。
そ
し
て
景
色
が

い
い
で
す
。

多
摩
川
の
太
陽
が

き
れ
い
で
す
。
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橋
を
下
り
る
と

東
海
道
↓
」
の
看
板

が
出
て
い
ま
す
。

右
に
行
き
ま
す
。

「旧
東
海
道
」

が
あ
り
ま
す
。

|日

。コ
碑

少

し

行

く

と

人

が
急
に
増
え
て
い

き
ま
す
。
途
中
で
地

下
に
入
り
ま
す
。

こ
の
地
下
街
が

「
カ
ワ
サ
キ
・
ア
ゼ

リ
ア
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

- 33 -



そ
し
て
エ
ス
カ

レ
ー
タ

l
を
上
る

と
品
川
崎
で
す
。

も
の
す
ご
い
人
で

す
。
さ
ら
に
進
む
と

「
ラ
ゾ

l
ナ」

す
。

で

こ
こ
で
ゴ

l
ル
で

す
1
到
着
で
す
。
時
間
は

五
時
四
五
分
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
帰
り
ま
す
。
「
井
固
ま
で
お
願
い
し
ま
す
」
と

い
う
と
、
「
井
田
で
い

l
だ
ワ

」
と
変
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
お
も
し
ろ
い
人

で
す
。
で
も
疲
れ
て
い
る
の
で
笑
え
ま
せ
ん
で
し
た
・

家
に
六
時
二

O
分
到
着
で
す
。
や
っ
と
帰
れ
た
・
・
・

。
家
に
無
事
、
到
着
し

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
歩
い
た
の
は
初
め
て
で
す
。
七
時
二
五
分
・
家
を
出
発
、
九

時
・
富
岡
八
幡
宮
を
出
発
、
五
時
四
五
分
・
川
崎
に
到
着
、
六
時
二
O
分
・
家
に

到
着
。
行
き
は
一
時
間
三
五
分
、
帰
り
は
九
時
間
二
O
分
で
し
た
。
歩
い
た
時
間

は
八
時
間
四
五
分
!

と
こ
ろ
で
万
歩
計
を
見
て
み
る
と

4

5
，
6
7
5
歩
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
す

そ
れ
か
ら

一
O
，
0
0
0分
の

一
の
地
図
で
歩
い
た
距
離
を
測
る
と

ご
い
で
す
。

1
セ
ン
チ
が

1
0
0
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、
歩
い
た
距
離

は
2
3
1
セ
ン
チ
×

1
0
0
H
2
3
.
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ま
し
た
。

以
前
歩
測
の
実
験
で
、
私
の

一
歩
を
測
っ
た
時
、

一
歩
は
7
3
.
9
4
セ
ン
チ
で

し
た
。
今
回
4

5
，
6
7
5
歩
あ
る
い
た
の
で
、
歩
い
た
距
離
は
、

7

3

9

4

セ
ン
チ
×

4

5
，
6
7
5
H
3
3
.
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ま
し
た
。

築
地
の
場
外
市
場
で
は
人
が
混
ん
で
い
て
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
歩
い
た
り
、
コ
ン
ビ

ニ
庖
や
公
園
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
た
り
し
て
正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
も
実
際

は、

3

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
歩
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
3

0
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
い
う
と
、
川
崎
市
中
原
区
井
田
の
私
の
家
か
ら
鎌
倉
ぐ
ら
い
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
も
の
す
ご
い
距
離
で
す
。

2
3
1
セ
ン
チ
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
伊
能
忠
敬
の
こ
と
で
す
。
二

O
六
年
前
、
五
六
歳
の
人
聞
が
よ
く
こ

れ
だ
け
歩
い
た
も
の
で
す
。
一

番
不
思
議
な
の
が
、
私
は
歩
く
だ
け
で
精
い
っ
ぱ

い
で
し
た
が
、
伊
能
忠
敬
は
こ
の
距
離
を
歩
き
な
が
ら
測
量
し
て
い
た
の
で
す
。

と
て
も
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
忠
敬
は
、
宿
に
着
い
て
も
測
量
の
結
果
を
整
理
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
は
普
通
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
は
家
に
帰
る
と
す
ぐ
に
お
風
呂
に
入
っ
て
休
み
ま
し
た
。
忠
敬
は
そ
れ
を
毎

日
、
何
年
も
続
け
て
い
た
の
で
す
。

伊
能
忠
敬
は
も
の
す
ご
い
人
で
す
。
本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
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日
食
と
伊
能
忠
敬

世
界
天
文
年
で
あ
る
今
年
、
二

O
O九
年
七
月
二
十
二
日
に
日
食
が
起
こ
る
。

日
本
全
国
の
各
地
で
部
分
日
食
を
、
奄
美
大
島
、
卜
力
ラ
列
島
、
屋
久
島
、
種
子

島
な
ど
で
は
、
皆
既
日
食
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
の
陸
地
で
皆
既
日

食
が
観
察
で
き
る
の
は
一
九
六
三
年
七
月
二
十
一
日
以
来
、
実
に
四
十
六
年
ぶ
り
。

次
回
は
二

O
三
五
年
九
月
二
日
に
北
海
道
・
北
陸

・
北
関
東
な
ど
で
男
ら
れ
る
皆

既
日
食
ま
で
二
十
六
年
間
起
こ
ら
な
い
の
で
、非
常
に
貴
重
な
機
会
と
言
え
よ
う
。

し
か
も
今
回
は
、
継
続
時
聞
が
長
い
。
東
京
で
は
九
時
五
十
五
分
三
十
三
秒
か
ら

欠
け
始
め
、
十
二
時
三

O
分
二

O
秒
の
終
了
ま
で
続
く
。
東
京
で
の
最
大
の
禽
ハ刀

は
0
・
七
四
九
、
す
な
わ
ち
約
四
分
の
三
ま
で
太
陽
が
欠
け
る
の
が
見
ら
れ
る
。

今
世
紀
最
大
の
天
文
シ
ョ
ー
と
あ
っ
て
、
皆
既
目
度
が
観
察
で
き
る
屋
久
島
や
中

国
・
上
海
な
ど
に
旅
行
す
る
「
日
食
ツ
ア
l
」
が
人
気
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
江
戸
時
代
に
ち
日
食
は
あ
っ
た
。
忠
敬
先
生
が
測
量
中
に
起
こ
っ
た

日
食
は
計
四
回
だ
が
う
ち
三
回
は
あ
い
に
く
の
曇
天
。
文
化
七
年
に
一
回
だ
け
豊

後
鳩
浦
で
雲
聞
か
ら
観
測
で
き
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
『
測
量
日
記
』
か
ら
記
す
。

「
三
月
期
日

・朝
晴
墨
北
風
、
日
食
測
量
。
初
き
(
※
)
前
よ
り
黒
雲
連
々
と
出
る
。

初
き
不
測
。
そ
れ
よ
り
雲
聞
に
食
分
を
測
る
。
食
後
一
面
大
量
天
、
夜
ち
同
じ
。」

(※
注
初
酷
H
〔
天
〕
日
食
・
月
食
で
太
陽

・
月
の
欠
け
始
め
る
こ
と
。
〉

記
述
中
、
「
食
ハ
刀
を
測
る
」
と
あ
る
の
は
、
測
貴
定
ハ
刀
儀
や
測
食
定
方
儀
と
い

う
機
械
で
、
京
陽
の
欠
け
具
合
の
程
度
や
方
向
を
測
る
こ
と
で
あ
る
。
測
食
定
ハ
刀

儀
は
望
遠
鏡
の
対
物
鏡
の
焦
点
部
に
装
着
し
て
使
う
ち
の
で
、
閏
重
富
が
初
め
て

製
作
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
測
度
定
ハ
刀
儀
・
測
食
定
方
儀
の
他
に
、

ゾ
ン
ガ
ラ
ス
・
垂
揺
球
儀
な
ど
を
使
用
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

日
食
観
測
に
使
用
し
た
機
器

(伊
能
忠
敬
記
念
館
蔵
)

垂揺球儀

J ， 

.. ..，噂早自

: ー-型型=:::一一喝"
望遠鏡 :.......................1 

測食定分儀

日眼鏡 (ゾンガラス)
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柏
木
家
に
残
さ
れ
た
忠
敬
資
料
〆-¥

一
一、、.-'

キ自

木

隆

雄

忠
敬
は
神
社
仏
閣
に
信
仰
と
は
異
な
る
特
別
な
執
着
を
持
っ
て
い
た
。
造
詣
が

殊
の
ほ
か
深
か
っ
た
、
と
思
え
る
資
料
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
る
。
測
量
日
記

の
記
述
か
ら
も
そ
れ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
測
量
の
旅
の
途
中
、
主
な
寺

社
に
は
必
ず
表
敬
し
、
拝
領
し
た
資
料
「
書
上
」
か
ら
、
寺
社
の
創
立
・
縁
起
、

霊
宝
、
御
朱
印
石
高
な
ど
を
日
記
に
記
録
し
た
。

因
み
に
、
奈
良
大
和
路
測
量
の
際
に
、
訪
れ
た
寺
社
は
、
法
隆
寺
、
東
大
寺
、

春
日
大
社
な
ど
で
二
十
数
ケ
所
に
及
び
、
神
武
、
天
武
、
垂
仁
等
の
天
皇
陵
に
も

参
拝
し
て
い
る
。
拝
領
し
、
持
ち
帰
っ
た
資
料
は
、
佐
原
の
記
念
館
に
も
数
多
く

残
さ
れ
て
お
り
、
歴
博
へ
の
柏
木
家
寄
託
資
料
五
十
九
点
の
内
、
十
三
点
が
寺
社

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

2009年

生
駒
山
地
、
矢
田
丘
陵
を
背
景
と
し
、
大
和
を
巡
る
河
川
の
流
域
に
蒼
然
と
広

が
る
斑
鳩
の
里
は
、
日
本
歴
史
の
古
典
・
法
隆
寺
の
里
で
も
あ
る
。

忠
敬
が
こ
の
地
を
測
量
し
た
の
は
、
第
六
次
測
量
の
文
化
五
年
十
二
月
朔
日
、

大
坂
測
量
を
終
え
て
大
和
路
に
入
っ
た
。

そ
の

日
の
測
量
日
記
の
全
文
を
記
す
。

「
十
二
月
朔
日
晴
天
。
朝
六
ツ
後
当
麻
村
出
立
。
無
測
量
に
て
同
国
葛
下
郡
王

子
村
へ
立
帰
。
昨
日
残
印
よ
り
初
、
同
国
平
群
郡
(
楽
人
領
)
神
南
村
(
木
村
宗

右
衛
門
支
配
)
稲
葉
車
瀬
村
(
植
村
駿
河
守
御
領
所
)
小
吉
田
村
(
向
上
)
竜
田

村
迄
測
、
中
食
。
同
所
よ
り
初
(
植
田
御
領
所
)
法
隆
寺
村
字
新
町
(
又
並
松
と

い
う
)
迄
測
、
印
杭
を
残
し
法
隆
寺
門
前
迄
測
、
九
ツ
頃
法
隆
寺
村

へ
着
。

止
宿
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百
姓
平
右
衛
門
(
一
軒
)
そ
れ
よ
り
法
隆
寺

へ
越
、
諸
堂
拝
覧
、

霊
宝
一

見
。

(
加
藍
霊
宝
別
紙
に
あ
り
。
御
朱
印
千
石
)

r (4行目)御堂前に桂昌院殿御寄附の燈呂阿り』と見える
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日
本
最
古
の
木
造
建
築
物
、
法
隆
寺
の
大
伽
藍
を
眼
前
に
し
た
わ
り
に
は
短
文

で
淡
泊
な
記
述
で
あ
る
。
前
日
の
日
記
(
十
一
月
晦
日
)

と
比
べ
て
み
る
と
尚
更

に
そ
う
思
う
。
当
麻
寺
で
は
、
寺
院
の
説
明
だ
け
で
法
隆
寺
の
日
の
記
述
と
ほ
ぼ

同
じ
字
数
を
費
や
し
て
い
る
。

当
麻
寺
に
つ
い
て
、
忠
敬
は
簡
潔
に
寺
の
概
要
を
記
し
て
い
る
が
、
次
の
記
述

は
面
白
か
っ
た
。

「
奥
院
襖
、
本
多
政
勝
の
寄
付
、
天
樹
院
(
千
姫
)
伏
見
の
居
室
な
り
と
い
う
。

⑧伽藍東院部分(中央の建物は夢殿)

古
金
襖
狩
野
永
徳
画
に
好
」
忠
敬
の
日
記
に
は
珍
し
く
、
雅
趣
の
心
が
少
し
動
い

た
瞬
間
で
あ
る
。
(
閑
話
休
題
)

で
は
な
ぜ
法
隆
寺
の
項
の
記
録
が
淡
白
だ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
、

最
後
の
一
行
で
解
決
す
る
。
「
加

藍
霊
宝
別
紙
に
あ
り
」

日
記
の

忠
敬
は
法
隆
寺
側
か
ら
伽
藍
と
周
囲
の
末
寺
ま
で
描
か
れ
た
絵
図
と
霊
宝
目

0
0
 

η合
υ

録
を
拝
領
し
て
お
り
、

そ
こ
に
法
隆
寺
の
全
容
が
描
か
れ
、

ま
た
は
記
載
さ
れ
て

い
る
の
で
日
記
で
の
説
明
は
避
け
た
。
次
に
紹
介
す
る
資
料
⑦
⑧
⑨
が
そ
の
時
の

拝
領
物
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
.
大
和
国
法
隆
寺
伽
藍
寺
院
境
内
之
図

こ
の
手
書
き
彩
色
図
の
大
き
さ
は
、
(
一
O
五
×

二
ハ
)
南
大
門
か
ら
北
に
向

か
つ
て
の
術
轍
図
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
全
体
図
で
は
、
下
辺
に
参
道
と
し
て

今
に
残
る
松
並
木
が
細
々
と
筆
写
さ
れ
、
中
央
の
左
右
に
西
院
伽
藍
と
東
院
伽
藍

を
配
し
、

上
辺
に
は
矢
田
丘
陵
の
峰
々
と
法
輪
寺
、
法
起
寺
の
塔
屋
な
ど
が
描
か

れ
て
い
る
。
建
造
物
の
開
扉
部
分
と
階
層
を
支
え
る
柱
の
部
分
に
、
全
て
鮮
や
か

な
朱
が
入
っ
て
い
る
。
境
内
に
点
在
す
る
百
本
を
こ
え
る
松
の
緑
が
美
し
い
。
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さ
て
、
こ
の
絵
図
は
、

い
つ
誰
が
描
い
た
も
の
か
を
、
絵
図
の
複
写
を
送
っ
て

法
隆
寺
(
広
報
)

に
お
伺
い
を
た
て
た
。
春
三
月
、
旅
行
者
が
動
き
出
し
、
修
学

旅
行
た
け
な
わ
の
多
忙
な
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

て
い
ね
い
な
ご
回
答
を
頂
い

た
。
そ
の
要
旨
を
記
す
。

「
法
隆
寺
所
蔵
『
寛
政
九
年
境
内
図
』
と
比
べ
て
み
る
と
、
学
坊
の
政
南
院
が

喜
多
院
、

ま
た
中
道
院
が
橋
之
坊
と
な
っ
て
い
る
。
寺
内
の
記
録
で
は
、
橋
之
坊

が
安
政
四
年
に
中
道
院
に
改
名
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
三
年
の
境
内
図
で
は
、

⑨伽藍西院部分(中央の建物は五重塔)

文
殊
院
が
福
生
院
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
当
該
境
内
図
は
安
政
四
年
以
後
、

明
治

年
ま
で
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
」
。

な
お
、
参
考
資
料
と
し
て
数
点
の
伽
藍
絵
図
と
境
内
配
置
図
が
添
え
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
中
に
、
当
該
絵
図
と
ま
っ
た
く
同
じ
描
写
図
が
あ
っ
た
。
『
法
隆
寺
古
絵

図
解
説
』

M
m
2
4
6

で
あ
る
。
解
説
に
よ
る
と
こ
の
古
絵
図

- 39一

(
『
建
築
古
図

4
』)

lま

一
九
六
九
年
に
境
内
の
西
園
院
で
発
見
さ
れ
た
と
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
絵
図

に
は
堂
塔
、
塔
頭
、
学
坊
な
ど
の
書
き
込
み
が

一
つ
も
な
い
。
文
字
の
な
い
絵
図

そ
の
も
の
で
あ
る
。
忠
敬
資
料
の
絵
図
で
は
、
全
て
の
建
造
物
、
池
に
至
る
ま
で
、

ご
覧
の
と
お
り
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
こ
の
相
違
を
推
理
し
て
み
た
。

こ
の
絵
図
は
、
文
化
五
年
の
忠
敬
測
量
時
の
頃
に
は
法
隆
寺
側
に
何
枚
か
が
用

意
さ
れ
て
い
た
。
忠
敬
は
公
儀
御
用
と
し
て
絵
図
と
霊
宝
目
録
を
寺
側
に
所
望
し

拝
領
し
た
。
そ
し
て
後
日
、
霊
宝
目
録
と
照
合
し
な
が
ら
諸
々
の
書
き
込
み
を
行

っ
た
。
因
み
に
ま
っ
た
く
同
じ
描
写
の
も
う

一
枚
の
絵
図
(
明
治
九
年
、
『
建
築
古

図
玉
』
)
に
は
、
堂
塔
の
名
称
の
ほ
か
に
、
漢
詩
や
和
歌
の
お
び
た
だ
し
い
書
き
こ

み
が
あ
っ
た
。

絵
図
は
誰
が
描
い
た
か
と
な
る
と
、
こ
れ
は
判
ら
な
い
。
法
隆
寺
側
の
絵
図
に



場

バ咽ヤ

も
描
き
手
の
名
前
は

一
つ
も
見
当
た
ら
な
い
。
絵
と
し
て
は

イ
ラ
ス
ト
風
の
楽
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
稚
拙
で
あ
る
。

聖
徳
太
子
御
遠
忌

二
二
八
O
年
記
念
、
東
京
高
島
屋
で
催
さ
れ

た
「
法
隆
寺
展
」

の
図
録
に
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
と
い
う

法隆寺提供資料

「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
太
子
誕
生
か
ら
莞

去
ま
で
の

一
代
記
で
、
大
和
絵
風
の
四
幅
の
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
解
説
に
よ
る
と
延
久
元
年
(
一
O
六
九
)
河
内
の
絵
師
で

あ
る
秦
致
貞
に
よ
っ
て
、
絵
殿
の
障
壁
画
に
描
か
れ
た
も
の
を

天
明
七
年
(
一
七
八
七
)
に
吉
村
周
圭
が
制
作
し
た
模
写
で
あ

法隆寺古絵図解説 m建築古図 4~)

る
。
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
を
資
料
③
⑨
の
も
の
と

見
比
べ
て
み
た
。
建
造
物
や
松
の
木
の
形
態
の
描
写
が
よ
く
似

て
い
る
。

40 -

吉
村
周
圭
の
弟
子
の
一
人
が
、
境
内
案
内
図
を
何
枚
も
修
業

を
兼
ね
て
描
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
参
考
資
料
⑩
、
大
和
国
を
含
む
六
国
の
絵
図
の
表
紙

を
集
め
た
写
真
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
木
版
刷
り

で
、
刊
行
さ
れ
た
年
代
を
順
に
挙
げ
る
と
、
元
文
、
寛
保
、
安

永
、
天
明
と
な
る
。

No.246 

こ
の
時
代
は
近
世
浮
世
絵
の
熟
成
期
で
あ
り
、
春
信
や
清
長

が
台
頭
し
、
木
版
刷
り
の
技
術
も
急
速
に
向
上
し
た
。

そ
れ
と

期
を
同
じ
く
し
て
刊
行
さ
れ
た
六
帖
の
国
絵
図
は

い
ず
れ
も

美
術
品
に
相
当
す
る
。

な
ぜ
、
い
ま
こ
こ
で
六
国
の
絵
図
に
つ
い
て
記
述
し
た
か
と
言



う
と
、
忠
敬
は
第
六
次
測
量
の
資
料
と
し
て
、
法
隆
寺
絵
図
と
共
に
、
こ
れ
ら
を

江
戸
に
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
後
年
、
な
ぜ
か
伊
能
家
に
で
は
な
く
、

柏
木
家
に
伝
わ
り
保
存
さ
れ
た
。
依
っ
て
、
法
隆
寺
絵
図
は
、
幕
末
・
維
新
前
後

の
も
の
で
は
な
く
、
忠
敬
の
法
隆
寺
訪
問
以
前
の
制
作
に
よ
る
も
の
と
私
は
推
理

し
た
。

2009年

‘e 

料相
ψ
・
丸
山
山

40
一
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⑩大和国ほかの六ヶ国絵図表紙

五
.
法
隆
寺
倒
閣
霊
悌
賓
物
等
目
録

忠
敬
が
伽
藍
絵
図
と
共
に
、
寺
側
か
ら
受
領
し
た
と
思
わ
れ
る
霊
仏
霊
宝
録
で

あ
る
。

参
詣
、
参
拝
し
た
寺
社
は
二
十
数
ケ
所
に
及
ぶ
、

と
書
い
た
が
、
佐
原
の
記
念

館
に
残
る
資
料
に
よ
る
と
、
寺
院
の
数
は
二
十
七
、
神
社
は
四
ケ
所
。
そ
れ
ぞ
れ

か
き
あ
げ

に
「
書
上
」
を
受
領
し
そ
れ
を
忠
敬
は
克
明
に
筆
写
し
『
大
和
国
寺
社
霊
宝
録
』

と
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
。
こ
の
忠
敬
自
筆
の
も
の
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
記
念
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

当
研
究
会
顧
問
で
記
念
館
の
館
長
だ
っ
た
佐
久
間
達
夫
氏
が
解
読
さ
れ
た
法
隆

寺
の
項
の
記
述
と
歴
博
所
蔵
の
こ
の
目
録
と
を
照
合
し
て
み
た
が
、
助
詞
や
言
葉

の
つ
な
が
り
に
微
細
な
違
い
は
あ
る
が
、
実
に
正
確
に
写
し
と
っ
て
い
る
。
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内
容
は
、
最
初
に

「
寺
号
」
。
法
隆
寺
は
法
隆
学
問
寺
の
ほ
か
に
宝
龍
寺
、
聖
国

寺
な
ど
九
つ
の
寺
号
を
持
つ
。
次
に
寺
院
の
「
縁
起
」
。
人
王
三
十
二
代
用
明
天
皇

の
叡
願
に
依
り
て
、

聖
徳
太
子
十
五
歳
の
時
、

初
め
て
御
建
立
の
大
願
を
発
し
、

龍
回
大
明
神
の
告
勅
に
任
せ
、
斑
鳩
の
山
乃
麓
に
勝
地
を
定
免
給
。
(
以
下
略
)

続
い
て
は
、

個
別
建
造
物
、
霊
宝
、
仏
像
な
ど
、
南
大
門
の
説
明
か
ら
始
ま
っ
て

伽
藍
配
列
の
順
を
追
い
、

詳
細
な
説
明
が
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

一
.
五
重
宝
塔

五
間
三
尺
四
方
、
高
二
十
五
問

四
方
に
練
出

四
方
正
面
な
り

此
塔
の
内

を
以
っ
て
山
雲
の
形
を
作
り

其
の
内
に
仏
菩
薩
等
の
像
を
尊
仏
師
作
る

東
正
面

不
二
法
門
の
所

菩
薩
声
聞
等

文
殊

維
摩

南
正
面

弥
鞠

憂
茶
経
法
苑
大
妙
の
二
菩
薩

二
天
等

二
王



西
正
面

釈
迦
如
来
茶
毘
の
後

釈
尊
浬
繋
像
菩
薩

舎
利
奉
納
の
宝
塔
等
安
置
候

十
大
弟
子
等

北
正
面

一
.
夢
殿

八
角
作

一
面

一
丈
五
尺
五
寸

上
宮
王
院
又
は
聖
堂
と
云
う
。
聖
徳
太
子
平
生
入
定
観
法
の
所
な
り
。
大
随
国

衡
山
の
般
若
台
に
あ
り
し
前
生
御
所
持
の
法
花
経
と
来
り
給
ふ
も
此
殿
な
り

一
.
絵
殿

文
殿
院
と
号
。
聖
徳
太
子
御

一
生
の
絵
殿
な
り

御
三
条
院
の
御
宇
秦
致
員
図
絵
な
り

本

尊

夢

違

観

音

此

宝
前
に
赤
松
弾
正
氏
範
寄
進
の
燈
呂
阿
り

一
.
中
宮
寺

如
法
比
丘
尼
御
所
な
り

二
管
如
意
輪
観
音

間
人
皇
女
の
宮
所
な
り
。
本
尊

太
子
の
母

聖
徳
太
子
御
作

最
終
頁
に
は
、
法
隆
寺
の
知
行
一
千
石
余
と
記
さ
れ
て
お
り
、
寺
に
働
く
役
人

の
役
職
と
人
数
、
末
寺
塔
頭
の
名
称
が
示
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
記
述
は
、
「
右

諸
伽
藍
並
堂
方
諸
末
寺
等
皆
以
学
侶
支
配
に
御
座
候
。
右
目
録
大
概
如
斯
御
座

候
以
上
」

和
綴
二
十
三
頁
に
及
ぶ
目
録
の
概
要
を
記
し
た
が
、
目
録
の
説
明
文
に
徳
川
幕

府
支
配
下
の
時
代
の
背
景
が
窺
え
る
興
味
深
い
も
の
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
紹
介

し
筆
を
摘
く
。

一.

講
堂
の
項
の
付
記

「
御
堂
前
に
桂
昌
院
殿
御
寄
付
の
燈
目
阿
り
」

い
ま
も
存
在
を
示
し
て
い
る
こ
の
金
銅
製
の
立
派
な
灯
龍
を
、
桂
昌
院
が
い

つ
寄
贈
し
た
か
を
推
理
し
て
み
た
。
日
光
東
照
宮
、
陽
明
門
前
の
南
蛮
灯
龍
は

伊
達
政
宗
の
寄
贈
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

よ
ほ
ど
の
権
力
者
で
な
い
と
由
緒
あ
る
寺
社
に
奉
名
を
掲
げ
た
寄
進
な
ど
で
き

な
い
。
ま
た
そ
れ
な
り
の
然
る
べ
き
事
由
を
要
す
る
。
で
は
桂
昌
院
に
は
ど
ん

な
事
由
が
あ
っ
た
の
か
。

『
徳
川
実
紀
』
に
よ
る
と
、
元
禄
十
五
年
(
一
七

O
二
)
に
、
桂
昌
院
は
朝

廷
か
ら
、
女
性
最
高
の
官
位
で
あ
る
従

一
位
と
藤
原
光
子
の
名
前
を
賜
っ
た
。

そ
の
受
勲
を
記
念
し
て
の
灯
龍
の
寄
贈
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
灯
繕
が
据
え
つ
け
ら
れ
た
位
置
は
、
講
堂
五
重
壊
|
金

堂
を
結
ぶ
三
角
形
の
ど
真
ん
中
(
絵
図
⑨
参
照
)
、
法
隆
寺
伽
藍
の
最
高
の
場

す
さ

所
で
あ
る
。
女
帝
・
桂
昌
院
の
顕
示
欲
の
凄
ま
じ
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
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一.

阿
弥
陀
院
の
項
の
付
記

慶
長
十
九
年
(
一
六
一

四
)
十
月
十
六
日
東
照
宮
大
坂
御
出
陣
之
時
の
御

宿
坊
な
り
。
其
時
の
御
座
間
今
に
有
し
外
御
宮
御
神
像
安
置
し
奉
願

家
康
は
、
大
坂
冬
の
陣
へ
の
参
戦
の
途
上
、
こ
こ
に
寄
り
戦
勝
祈
願
を
行
っ
た
。

(
次
号
に
つ
づ
く
)

(
か
し
わ
ぎ

た
か
お
・
税
理
士
・
作
詞
家
)

【
資
料
】
『
大
和
国
寺
社
霊
宝
録
』
伊
能
忠
敬
記
念
館
蔵

歴
博
へ
の
寄
託
者
香
取
市
佐
原
柏
木
俊

一

写

真

撮

影

成

田

市

佐

藤

勲

佐
久
間
達
夫
読
文
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和
算
の
人
脈

(
補
遺
)

安

藤

由

紀

子

一
昨
年
の
こ
と
、
編
集
の
前
田
さ
ん
か
ら
「
測
量
中
の
伊
能
秀
蔵
さ
ん
が
宿
泊

先
で
地
元
の
人
に
出
し
た
和
算
の
問
題
を
、
ホ
ー
ム
1

ペ
ー
ジ
で
見
つ
け
ま
し
た

よ
!
」
と
い
う
メ

l
ル
を
い
た
だ
い
た
。
新
潟
日
報
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
、
『
数

楽
研
究
所
』
と
い
う
そ
の
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
を
さ
っ
そ
く
開
い
て
み
る
と
、
山
口
和

(
か
ず
、
や
わ
ら
と
読
ん
で
あ
る
も
の
も
あ
る
)
と
い
う
「
遊
歴
和
算
家
」
の
『
道

中
日
記
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
伊
能
忠
敬
の
次
男
(
庶
子
)
、
秀
蔵
の

記
事
が
載
っ
て
い
た
。

さ
っ
そ
く
サ
イ
ト
『
数
楽
研
究
所
』
の
作
者
、
本
田
博
之
氏
に
連
絡
を
取
っ
て

お
願
い
し
、
『
道
中
日
記
』
の
原
本
の
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。

「
遊
歴
和
算
家
」
と
は
、
旅
を
し
な
が
ら
地
方
の
門
人
に
高
度
な
数
学
を
教
え

た
り
、
埋
も
れ
た
才
能
を
見
つ
け
て
中
央
へ
誘
導
し
た
り
し
た
人
た
ち
の
こ
と
で

あ
る
。
中
央
か
ら
地
方
へ
の
和
算
の
普
及
に
は
、
江
戸
時
代
な
ら
で
は
の
方
法
が

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
佐
藤
健
一
著
『
和
算
家
の
旅
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
山
口
は
、

自
身
高
名
な
和
算
家
で
あ
り
、
か
つ
詳
し
い
道
中
記
を
残
し
た
こ
と
で
、
特
に
有

名
な
人
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

画
嶋
崎
崎
凡
ほ
噛
瞳
順
位
明

江
戸
中
期
の
大
坂
の
呉
服
商
、
大
島
普
右
衛
門
は
、
記
録
を
残
し
た
最
初
の
遊

歴
算
家
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

大
坂
は
商
人
の
町
で
、
和
算
は
特
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
宅
間
流
と
い
う
グ
ル
ー

プ
が
活
躍
し
、
麻
田
剛
立
・
高
橋
至
時
・
間
重
富
も
そ
の
流
れ
の
中
に
い
る
。

大
島
は
、
根
っ
か
ら
の
数
学
好
き
で
、
財
力
に
任
せ
て
、
和
算
家
た
ち
を
自
宅

に
招
き
、
講
義
を
受
け
た
。
そ
の
名
簿
に
は
、
関
西
の
当
代
一
流
の
数
学
者
た
ち

の
ほ
と
ん
ど
が
名
を
連
ね
て
い
た
と
い
う
。
個
人
指
導
の
範
囲
は
数
学
の
み
な
ら

ず
、
測
量
・
天
文
に
ま
で
及
ん
だ
。

授
業
料
は
多
額
に
上
り
、
庖
は
傾
き
、
妻
子
ま
で
失
っ
て
し
ま
う
。
残
っ
た
の

は
数
学
だ
け
に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
彼
は
、
そ
れ
を
教
え
歩
く
旅
に
出
て
、
そ

れ
か
ら
の
生
涯
を
送
っ
た
。
享
保
一
八
(
一
七
三
一
一一
)
年
四
月
、
旅
に
病
み
、
芭

蕉
の
よ
う
に
、
弟
子
た
ち
に
見
守
ら
れ
て
息
を
引
き
と
っ
た
と
い
う
。
教
え
歩
い

た
土
地
は
、
摂
津
・
河
内
・
和
泉
・
播
磨
・
阿
波
・
淡
路
の
五
カ
国
に
限
ら
れ
、

定
期
的
に
何
度
も
巡
回
し
た
。
固
定
化
し
た
弟
子
た
ち
の
家
を
、
あ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
従
っ
て
何
度
も
教
え
て
歩
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
大
阪
の
言
葉
の
通
じ
る

範
囲
、
呉
服
屋
時
代
の
取
引
先
を
中
心
と
し
た
人
脈
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想

像
さ
れ
て
い
る
。

お
よ
そ
一

O
O年
後
の
幕
末
に
遊
歴
記
録
を
残
し
た
異
色
の
和
算
家
が
い
る
。

天
保
七
(
一
八
六
三
)
年
、
甲
州
一
円
に
及
ぶ
大
規
模
な
一
挟
「
天
保
騒
動
」
が

起
こ
り
、
死
罪
三
二
名
を
含
む
五

O
O
人
以
上
の
受
刑
者
を
出
し
て
終
わ
っ
た
。

大
月
の
手
前
に
犬
目
の
宿
が
あ
っ
て
、
首
謀
者
の
一
人
に
犬
自
の
平
助
と
い
う
人

が
い
た
。
彼
は
傑
刑
の
判
決
を
受
け
た
の
に
、
幸
運
に
も
、
逃
亡
に
成
功
し
た
。

日
記
を
残
し
た
の
で
、
経
路
も
分
か
っ
て
い
る
。
数
か
月
で
手
持
ち
の
金
が
乏

し
く
な
る
と
、
彼
は
僧
衣
を
ま
と
い
、
托
鉢
に
よ
っ
て
米
や
銭
を
得
た
。
経
文
を

唱
え
終
わ
る
と
、
そ
ろ
ば
ん
も
教
え
ら
れ
る
と
言
っ
た
ら
し
く
、
一
晩
泊
っ
て
い

っ
て
教
え
て
く
れ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
村
内
の
農
家
を
順
泊
し
な
が
ら
教
え
歩

い
た
。
名
主
の
家
で
臨
時
の
そ
ろ
ば
ん
塾
を
開
い
て
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
た
。

彼
は
高
度
な
数
学
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
ろ
ば
ん
を
教
え
て
い
る
う
ち
に
彼

な
り
の
方
法
を
確
立
し
た
の
だ
ろ
う
。
彼
は
名
主
だ
っ
た
ら
し
く
(
妻
は
名
主
の

娘
と
分
か
っ
て
い
る
)
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
は
も
と
よ
り
一
撲
を
率
い
る
能
力
さ

え
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
若
い
時
に
学
ん
だ
数
学
は
、
『
塵
劫
記
』
の
よ
う
な
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初
歩
的
な
内
容
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
高
度
な
も
の
は
無
理
と
し
て
も
、
庶
民

が
必
要
と
す
る
も
の
は
与
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
比
例
計
算
・
両
替
算
・
開
平
法

な
ど
も
教
え
て
い
た
ら
し
い
。
こ
う
し
て
四
国
八
十
八
か
所
の
巡
拝
ま
で
す
ま
せ
、

高
野
山
の
寺
に
自
分
で
書
い
た
「
算
法
書
」
も
残
し
た
。

日
記
は
一
年
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
結
局
逃
げ
お
お
せ
て
逃
亡
か
ら
三
年

後
、
木
更
津
(
千
葉
県
)
に
住
み
、
妻
子
を
呼
び
寄
せ
て
寺
小
屋
を
営
ん
だ
と
伝

え
ら
れ
る
。

2009年

阿
川
凶

そ
ろ
ば
ん
を
使
う
日
用
算
術
ば
か
り
で
は
な
い
。
大
勢
の
当
代

一
流
の
和
算
家

た
ち
が
、
江
戸
や
大
坂
で
発
達
し
た
高
等
数
学
を
地
方
の
学
者
た
ち
へ
伝
え
る
た

め
に
遊
歴
活
動
を
行
っ
た
。

関
流
の
和
算
は
日
本
全
土
に
普
及
し
て
い
た
が
、
後
期
に
普
及
活
動
を
活
発
に

行
っ
た
の
は
、
長
谷
川
道
場
で
、
江
戸
の
神
田
中
橋
に
あ
っ
た
。
優
秀
な
門
弟
が

そ
ろ
い
、
教
科
書
や
書
籍
の
出
版
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。
地
方
を
遊
歴
し
、
高

度
な
授
業
を
行
い
、
優
秀
な
人
材
を
見
つ
け
て
、
江
戸
に
誘
っ
た
り
も
し
た
。
こ

の
道
場
の
高
弟
に
、
越
後
生
ま
れ
の
山
口
和
と
い
う
人
が
い
た
。

彼
は
文
化
一
四
年
春
か
ら
六
回
に
わ
た
っ
て
日
本
中
を
遊
歴
し
数
学
を
教
え
、

神
社
仏
閣
に
掲
げ
ら
れ
た
算
額
を
写
し
取
り
な
が
ら
旅
を
し
た
。
こ
の
旅
日
記
が

冒
頭
に
触
れ
た
『
道
中
日
記
』
で
あ
る
。

彼
は
水
原
(
す
い
ば
ら
)
村
(
現
新
潟
県
阿
賀
野
市
水
原
)
の
人
で
、
名
は
倉

八
又
は
和
、
号
は
攻
山
。
特
定
で
き
な
い
が
、
寛
政
年
間
の
生
ま
れ
と
い
う
。

江
戸
に
出
て
、
神
田
中
橋
に
あ
っ
た
関
流
最
大
の
長
谷
川
道
場
の
門
人
と
な
っ

た
。
道
場
の
高
弟
と
し
て
、
教
育
の
ほ
か
、
教
科
書
や
書
籍
の
編
集
に
携
わ
っ
て

い
た
が
、
文
化

一
四
(
一
八
一
七
)
年
江
戸
の
道
場
か
ら
第

一
回
の
旅
に
出
か
け
、

文
政

一
一
年
ま
で
の
一
二
年
間
に
六
回
も
旅
に
出
て
、
青
森
か
ら
熊
本
ま
で
総
計

第 56号伊能忠敬研究

一
万
八
千
キ
ロ
も
踏
破
し
て
和
算
を
教
え
て
歩
い
た
と
い
う
。

第
一
回
目
の
旅
は
霞
ヶ
浦
か
ら
利
根
川
流
域
を
回
る
旅
で
あ
っ
た
。
玉
造
の
数

学
好
き
の
隠
居
の
家
に
四
月
二
四
日
ま
で
、
四
泊
も
し
て
知
り
合
い
た
ち
に
も
数

学
を
教
え
そ
の
ご
隠
居
な
ど
を
弟
子
に
し
た
。

二
五
日
に
は
佐
原
の
旅
績
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
伊
能
忠
敬
は
没
の
前
年
で
、
亀

島
町
で
地
図
仕
上
げ
に
忙
し
か
っ
た
頃
だ
。
翌
日
は
大
倉
村
の
側
高
大
明
神
へ
行

っ
て
、
津
宮
村
の
久
保
木
姓
の
者
た
ち
六
人
が
納
め
た
真
新
し
い
算
額
を
見
て
い

る
。
久
保
木
清
淵
に
ゆ
か
り
あ
る
人
た
ち
で
あ
ろ
う
。
成
田
参
詣
も
す
ま
せ
て
、

五
月
一
日
に
は
帰
府
し
て
い
る
。
第

一
回
目
に
彼
は
伊
能
グ
ル
ー
プ
と
接
触
範
囲

内
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
第
二
回
目
は
、
常
陸
の
海
岸
を
北
上
し
て
奥
州
を
一

回
り
し
、
千
葉
胤
秀
と
い
う
人
材
を
発
見
し
て
長
谷
川
道
場
へ
入
門
さ
せ
た
。

第
三
回
目
の
旅
は
、
文
政

(
一
八
二

O
)
年
七
月
一一

一
一日
か
ら
二
年
四
か
月

ウ

t
s
a
E
 

道中日記丑与丁ヨリ

山口和

文化十四

越後水原



に
も
及
び
、
北
陸
・
山
陽
道
を
通
っ
て
熊
本
ま
で
渡
り
、
帰
り
は
山
陰
道
を
通
る

大
掛
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
ほ
ぼ
全
国
を
周
遊
し
た
こ
と
に
な
る
。

全
六
回
の
う
ち
後
の
三
回
は
前
半
弟
子
に
な
っ
た
家
々
を
回
っ
た
だ
け
で
終
わ

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

一
回
出
歩
く
と
弟
子
が
増
加え
、
拠
点
も
ど
ん
ど
ん
増
え

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

山
口
和
は
芭
蕉
の
句
が
大
変
好
き
で
あ
っ
た
。
芭
蕉
の
旅
を
、
自
分
に
重
ね
て

い
た
よ
う
に
見
え
る
。
神
社
仏
閣
を
回
っ
た
と
き
、
奉
納
さ
れ
て
い
る
算
額
と
、

芭
蕉
の
句
碑
は
、
漏
ら
さ
ず
、
そ
の
道
中
記
に
写
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
句

碑
は
石
な
の
で
現
在
も
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
算
額
は
現
存
し
な
い
も
の
が
多
く
、

記
録
さ
れ
た
史
料
と
し
て
も
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
挿
絵
も
描
い
て
い
る
の
で
、

臨
場
感
も
あ
り
、
読
ん
で
い
て
楽
し
い
。

こ
の
回
の
『
道
中
日
記
』
に
、
一
七
年
前
の
享
和
三
(
一
八

O
三
)
年
に
行
わ

れ
た
第
四
次
測
量
隊
の
隊
員
、
伊
能
忠
敬
の
次
男
秀
蔵
と
、
そ
の
時
内
弟
子
と
し

て
参
加
し
た
と
思
わ
れ
る
小
野
栄
重
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

山
口
は
こ
の
と
き
、
芭
蕉
の
あ
と
に
従
う
よ
う
に
親
不
知
、
市
振
を
過
ぎ
て
文

政
四
年
一

O
月
三
日
に
金
沢
に
着
い
た
。
伊
能
図
が
上
呈
さ
れ
、
忠
敬
の
喪
が
発

せ
ら
れ
た
頃
で
あ
る
。
い
ず
れ
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
彼
の
耳
に
届
い
た
と
思
わ
れ
る
。

金
沢
で
は
数
学
の
教
授
活
動
は
せ
ず
、
珍
し
く
見
物
を
し
て
回
っ
て
い
る
。

一

O
月
四
日
、
金
沢
を
立
ち
、
小
松
宿
(
現
石
川
県
小
松
市
)
を
通
り
抜
け
で
、
越

前
国
西
田
中
村
(
現
)
の
桃
井
小
八
郎
の
家
に
行
っ
た
。
桃
井
家
は
室
町
時
代
か

ら
伝
わ
る
歌
舞
音
曲
の
家
柄
で
、
三
五

O
石
取
の
武
士
で
あ
り
し
か
も
、
山
口
の

門
人
で
あ
っ
た
。
桃
井
氏
の
知
行
所
で
あ
る
敦
賀
新
田
の
庄
屋
平
野
矢
兵
衛
宅
で

一
四
日
ま
で
逗
留
し
、
こ
の
問
、
た
く
さ
ん
の
人
を
弟
子
に
し
た
。

山
口
来
訪
の
う
わ
さ
を
聞
い
て
庄
屋
平
野
矢
兵
衛
家
に
は
、
和
算
好
き
な
人
た

ち
が
訪
ね
て
き
た
。
敦
賀
新
田
に
住
む
捌
対
副
州
制
岡
酬
と
い
う
人
が
、

問
題
を
三
つ
持
っ
て
来
て
、
山
口
に
見
せ
た
。

酬
明
司
置

そ
の
三
聞
の
う
ち
の
二
番
目
に
「
伊
能
勘
解
由
枠
、
同
周
蔵
、
問
旨
ナ
ル
ヨ
シ

と
し
て
次
の
よ
う
な
問
題
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。

一一一ア
」

守

念特 A 護'~J
議員Z可争
え33

支
持
会争

48一

品

敦
賀
新
田
増
田
帯
刻
岡
持
参
、
敦
賀
郷
方
手
代
七
人
あ
り
、
内
、
元
〆
三
人

あ
り
、
其
三
人
の
内
な
り

(
中
略
)

伊
能
勘
解
由
枠

同
周
蔵
、
問
旨
ナ
ル
ヨ
シ
ニ
テ

圏

今
有
如
図
勾
室
内
外
円
、

M
J
日
只
言
、
困
、
若
干

問
園
幾
何

合

回

目

、

増

田

氏

撰

之

術
目
、
列
固
半
之
、
得
圏
、
合
同



【
解
読
文
】

伊
能
勘
解
由
の
息
子
周
蔵
が
問
う
た
問
題
の
由

い
ま
図
の
知
き
直
角
三
角
形
・
肉
円
・
外
円
、
が
あ
る
。

(
た
だ
し
内
外
円
周
は
た
が
い
に
接
し
て
い
る
)

「
子
」
の
部
分
の
値
が
与
え
ら
れ
て
い
る
時
、
「
矢
」
の

値
は
い
く
ら
か
?

(
増
田
氏
に
よ
る
答
え
)

解
法
は
、
「
子
」
を
二
等
分
す
れ
ば
「
矢
」

を
得
る
。
合
同
(
正
解
)
。

下
段
、
図
2
の
よ
う
な
補
助
線
を
引
き
、

連
立
方
程
式
を
立
て
て
解
く
。

正
解
は
・
・
・
回
の
値
の
二
分
の
一
が
因
と
な
る
。

三
個
の
三
角
形
の
相
似
を
使
っ
て
、

2009年

るこ

まで
主因
閣|と
はは
下
段弦

拡こ
大こ
しで
て I主
あ闘|
るに
。あ

た
る

の
直
角
二
等
分
線
の
こ
と
で
あ
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こ
の
問
題
に
対
し
て
、
山
口
が
ど
ん
な
評
価
を
与
え
た
か
は
書
か
れ
て
い
な
い

が
、
当
代
有
数
の
和
算
家
が
そ
の
道
中
日
記
に
記
載
す
る
に
値
す
る
と
判
断
し
た

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

一
七
年
の
開
き
は
あ
る
が
、
忠
敬
の
第
四
次
測
量
と
山
口
の
第
三
回
遊
歴
の
接

点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
次
の
ル

l
ト
図
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。



享
和
三
(
一
八

O
三
)
年
三
月

i
一
O
月

伊
能
忠
敬
第
四
次
測
量
ル
ー
ト

線路19，1ぬ 3..../τF申寓梅毒

っちト一本:t

小*8.鈴均一主主
9.1， 14叩 1轟

9.ま

学

紙発轟f
7.13-14 

/-~山1:is ， 1基町 ~l

文
政
三
(
一
八
二

O
)
年
一

O
月

山
口
和
遊
歴
ル
ー
ト

O 

ジ

/下

nu 

phυ 

同
固
と
岡
閣
が
重
な
っ
て
お
り
、
こ
の

二
か
所
を
通
っ
た
時
、

山
口
は
、
忠
敬
の

第
四
次
測
量
の
内
弟
子
の
情
報
に
出
合
い
、
旅
日
記
に
記
し
た
こ
と
に
な
る



劇
賀

て
く
る
。

田
の
増
田
氏
の
こ
と
は
、
伊
能
忠
敬
の
第
四
次
「
測
量
日
記
」
に
も
出

一
行
が
敦
賀
を
通
過
し
た
の
は
、

享
和
三
(
一
八

O
三
)
年
五
月
だ
か
ら
一
七

年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「
測
量
日
記
」
に
は
、
「
五
月
二
六
日
久
々
坂
峠
を
超

え
て
越
前
国
に
入
り
、
そ
の
夜
は
敦
賀
郡
疋
田
村
に
泊
ま
っ
た
。
日
中
は
こ
の
地

の
刺
対
刻
酎
倒
川

1
4剛
刻
材
制
内
・
高
崎
祖
平
太
が
、
一
行
の
案
内
役
を
務
め

た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

一
方
山
口
の
『
道
中
日
記
』
の
方
に
は
、
制
剛
割
削
酬
は
、

「
廿
刈
川

d
矧
対
判

代
の
元
締
め
三
人
の
う
ち
の
一
人
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
職
業
柄
も
数
学
の
能
力

の
高
い
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
八
年
前
に
忠
敬
一
行
を
案
内
し
た
増
田
友
右

側
円
の
弟
か
後
継
ぎ
か
、
七
人
の
手
代
仲
間
の
一
人
と
み
て
差
支
え
な
い
と
思
わ

れ
る
。

2009年

敦
賀
測
量
の
と
き
、

一
行
八
人
は
麻
疹
に
悩
ま
さ
れ
、
元
気
な
の
は
忠
敬
と
秀

蔵
だ
け
で
、
こ
の
二
人
で
測
量
し
た
日
々
も
あ
っ
た
。
病
人
た
ち
六
人
は
、
駕
寵

か
船
で
次
の
宿
ま
で
運
ば
れ
た
。
秀
蔵
は
疲
れ
切
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
和
算

の
問
題
ま
で
出
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
の
相
手
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
彼
は
ま
だ
一
七
歳
で
、
最
初
の
測
量
に
一
四
歳
で
従
事
し
て
か
ら
三

年
経
ち
、
こ
の
回
が
絶
頂
期
で
あ
っ
た
。
幕
直
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
(
尾
形
啓
次
郎
と
と
も
に
)
適
応
障
害
に
陥
り
、
次
第
に
影
が
薄
く
な
っ
て
い

く
。
学
問
上
の
劣
等
感
を
抱
え
て
い
た
上
に
、
第
五
次
測
量
の
不
行
跡
を
す
べ
て

内
弟
子
の
責
任
に
さ
れ
る
と
い
う
不
運
が
続
い
た
。

四
国
測
量
の
途
中
か
ら
は
、

病
気
と
称
し
て
帰
国
し
て
し
ま
い
、
以
後
再
び
測

量
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ア
ル
コ

ー
ル
に
頼
る
よ
う
に
な
り
、
文
化
十
二
年

に
は
父
に
勘
当
さ
れ
て
し
ま
う
。
和
算
の
能
力
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
に
、
お

し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
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岡
町
圏

こ
の
第
四
次
測
量
隊
員
た
ち
の
中
に
、
こ
の
回
だ
け
参
加
し
た
小
野
猿
置
と
い

う
人
が
い
た
。
五
月
二
七
日
敦
賀
で
麻
疹
に
か
か
り
、
二

O
日
後
の
六
月

一
五
日
、

全
快
し
出
勤
し
た
と
、
測
量
日
記
に
あ
る
。
山
口
和
の

『
道
中
日
記
』
に
は
、
彼

の
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
記
載
の
お
か
げ
で
、
今
ま
で
は
っ
き
り
し
な

か
っ
た
小
野
の
経
歴
が
分
か
っ
た
。

小
野
栄
重
は
宝
暦
二
二
(
一
七
六
一二
)
年
に
、
上
州
安
中
の
板
鼻
宿
(
現
群
馬

県
安
中
市
)
に
生
ま
れ
、
江
戸
に
出
て
、
関
流
の
藤
田
貞
資
の
門
に
入
っ
た
和
算

家
で
あ
る
。
字
(
あ
ざ
な
)
は
良
佐
と
い
う
。
「
関
流
六
停
」
の
免
許
を
得
た
大
家

で
あ
る
。
「
道
中
日
記
」
に
家
名
は
「
い
び
や
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
板
鼻
宿

の
商
家
か
も
し
れ
な
い
。

一
年
前
の
第
三
次
日
本
海
沿
岸
の
測
量
の
帰
途
、
忠
敬

一
行
は
善
光
寺
か
ら
軽

井
沢
を
経
て
享
和
二
年

一
O
月

一
六
日
に
、
板
鼻
宿
を
測
量
し
、
高
崎
城
下
に
宿

を
と
っ
た
。
そ
の
夜
「
板
鼻
捨
五
郎
来
ル
」
と
測
量
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の

が
、
こ
の
小
野
栄
重
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
小
野
は
そ
の
年
の
末
に
、

忠
敬
の
後
を
追
う
よ
う
に
江
戸
へ
行
き
、
天
文
方
で
し
ば
ら
く
天
体
観
測
の
手
伝

い
を
し
た
ら
し
い
(
測
量
御
用
手
付
と
名
乗
っ
た
書
類
も
あ
る
)
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
ま
ま
江
戸
に
と
ど
ま
り
、
翌
享
和
三
年
二
月
に
第
四
次
測
量
の
正

式
隊
員
、
小
野
良
助
と
し
て

一
行
に
参
加
し
た
。
こ
の
時
す
で
に
四

O
歳
で
、
後

に
述
べ
る
よ
う
に
、
す
で
に
和
算
で
名
を
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

特
に
目
立
っ
た
記
載
が
な
い
か
ら
、
無
難
に
任
務
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
回
に
糸
魚
川
事
件
が
起
こ
っ
た
。
高
橋
至
時
の
詰
責
書
に
た
い
し
て
、
忠

敬
が
帰
り
の
道
中
で
書
き
上
げ
、
江
戸
に
つ
い
て
す
ぐ
提
出
し
た
弁
明
書
「
糸
魚

川

一
件
巨
細
書
」
に
、

一
ケ
所
だ
け
小
野
栄
重
が
出
て
く
る
。
「
相
馬
宿
ノ
村
津
大

兄
・
板
鼻
宿
ノ
小
野
良
助
両
人
ハ
、
実
株
(
真
面
目
で
正
直
)
ニ
テ
、
」
威
張
る
こ

と
も
な
く
「
身
元
相
応
ニ
仕
候
問
、
各
用
意
金
銀
モ
持
参
仕
候
」
つ
ま
り
自
分
で

E
U
 



費
用
を
持
参
し
た
。
と
書
い
て
あ
る
か
ら
、
天
文
方
の
雇
で
な
く
、
志
願
し
て
自

費
で
参
加
し
た
ら
し
い
。
学
問
の
た
め
の
参
加
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
回
の
帰
途
も
高
崎
を
通
っ
た
の
で
、
小
野
は
そ
こ
で

一
行
と
別
れ
板
鼻
へ

帰
っ
た
ら
し
い
。
江
戸
着
の
名
簿
の
中
に
名
前
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
以
後
小
野
栄
重
は
、
弟
子
の
教
育
に
本
格
的
に
取
り
組
み
、
自
ら
の
研
究

に
も
力
を
注
い
だ
。
天
保
二
(
一
八
三一

)
年
正
月
六
九
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の

三
0
年
間
に
、
多
く
の
著
作
を
残
し
か
っ
有
力
な
数
学
者
を
育
て
た
。

彼
は
文
政
五
(
一
八
二

二
)
年

「星
測
量
地
録
」
を
、
翌
年

『
弧
背
真
術
弁
解
』

な
ど
を
著
し
、
西
洋
三
角
法
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
た
。
伊
能
測
量
の

一
員
と

し
て
、
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
隊
員

に
は
、
勉
強
の
た
め
の
自
費
参
加
し
た
人
も
い
た
の
で
あ
る
。

山
口
和
の
『
道
中
日
記
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
か
た
ち
で
登
場
す
る
。

先
ず
、
七
月
二

一
一日
に
江
戸
を
出
発
し
た
山
口
和
は
、

二
六
日
に
上
・
信
州
の

境
に
あ
る
碓
井
峠
の
権
現
(
熊
野
神
社
カ
)
の
絵
馬
堂
で
、
下
記
の
よ
う
な
算
額

を
見
て
、
写
し
を
取
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
小
野
栄
重
の
門
人
で
碓
氷
郡
安
中
駅
の
角
田
親
信
と
い
う
人
が
奉
納
し

た
算
額
で
、
前
の
部
分
に
小
野
の
書
い
た
序
文
が
つ
い
て
い
る
。
序
に
よ
れ
ば
、

角
田
親
信
は
盲
人
で
、
初
め
小
野
自
身
が
教
え
て
い
た
が
、
そ
の
篤
志
を
喜
び
、

江
戸
の
藤
田
貞
資
に
紹
介
し
て
入
門
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
小
野
は
熱
心

で
、
面
倒
見
の
良
い
先
生
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
算
額
が
奉
納
さ
れ
た
の
は
、

小
野
の
測
量
参
加
の
二
年
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
算
額
は
今
は
失
わ
れ
、

山
口
の
写
し
に
よ
っ
て
の
み
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
麻
疹
か
ら
回
復
し
て
、
忠
敬

一
行
と
と
も
に
佐
渡
の
相
川
に
渡
っ
た
小

野
は
、
佐
渡
奉
行
所
隣
の
天
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
「
伏
見
孫
吉
の
算
額
」
を

写
し
て
帰
っ
て
来
た
。
こ
れ
に
解
を
付
け
た
も
の
が
、
小
野
の
稿
本

『
算
額
解
』

(
門
人
の
子
孫
、
中
曽
根
家
蔵
)
に
載
せ
て
あ
る
そ
う
で
あ
る
。

四

O
歳
で
の
参
加
で
あ
り
、
す
で
に
そ
の
時
和
算
の
大
家
と
し
て
名
の
通
っ
た

人
で
あ
っ
た
。
忠
敬
が
こ
の
こ
と
に
何
も
触
れ
て
い
な
い
の
は
ど
う
し
て
な
の
か

分
か
ら
な
い
。

報
d
s
t
語

5
2
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主

2
?さ
t
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待
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品
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物
一
綾
子
挙
事
義
亭
争

山口和 『道中日記』小野栄重の序がついた問題

つ臼Fhυ 



文
化
七
年
に
小
野
栄
重
門
人
が
奉
納
し
た
算
額
が
、
高
崎
の
八
幡
神
社
に
現
存

し
て
い
る
が
、
全
六
聞
を
一
挙
に
掲
げ
た
大
き
な
も
の
で
あ
り
、
県
指
定
の
重
要

文
化
財
で
あ
る
。

天
保
二
(
一
八
三
二
年
六
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
小
野
栄
重
の
墓
も
、
県
指
定

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
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県指定史跡・群馬県安中市板鼻・南窓寺

登
場
人
物
が
多
く
年
代
も
前
後
し
て
い
る
の
で
、
関
連
年
表
を
付
録
と
し
た
。

(
終
わ
り
)

ゆ
き
こ
・
「
伊
能
忠
敬
文
書
目
録
」
編
者
)

(
あ
ん
ど
う

享岬l

O 直|

年

文
化

一
四
年
同
∞
コ

文
政

O
元
年
H

∞
昌

文
政

O
三
年
同
∞
包

文
政

O
四
年
E
N
H

文
政

O
五
年
同
∞
N
N

文
政

一
一
年
E

N

∞

天
保

O
二
年

5
2

天
保

O
九
年
広
ω
∞

嘉
永

O
三
年
同
∞

g

閣
直

*
『
和
算
家
・
山
口
和
の

*
『
和
算
家
の
旅
日
記
』

*
『
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
』 一月

五
月

第
四
次
測
量
出
発
。
伊
能
秀
蔵
・
小
野
栄
重
、
参
加
。

忠
敬

一
行
、
能
登
へ
の
途
中
敦
賀
を
北
上
。
郷
方

支
配
役
人
増
田
友
右
衛
門
、
案
内
。
小
野
栄
重
外

大
勢
麻
疹
に
な
る
。
秀
蔵
、
和
算
の
問
題
を
現
地

の
人
に
見
せ
る
。

測
量
二
作
佐
渡
へ
渡
海
。
小
野
栄
重
、
佐
渡
で
、

伏
見
孫
吉
の
算
額
を
写
す
。

帰
路
高
崎
城
下
で
小
野
栄
重
、

一
行
と
別
れ
て
帰
郷
。

以
後
上
川
で
多
く
の
門
人
を
育
て
る
。

山
口
和
、
第

一
回
遊
歴
(
利
根
川
下
流
域
)
。

伊
能
忠
敬
、
没
。

山
口
和
、
碓
氷
峠
か
ら
軽
井
沢
へ

。
絵
馬
堂
で
小
野

栄
重
の
序
文
付
き
の
、
角
田
親
信
の
算
額
を
写
す
。

伊
能
図
上
呈
。

山
口
和
、
敦
賀
で
伊
能
秀
蔵
の
問
題
に
出
会
う
。

小
野
栄
重
、
「
星
測
量
地
録
」
を
著
す
。

山
口
、
全
六
回
の
遊
歴
の
旅
を
終
え
る
。

小
野
栄
重
、
没
。

伊
能
秀
蔵
、
没
。

山
口
和
、
没
。

q
d
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八
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月
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月
四
月
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「
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中
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』

佐
藤
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一
外

佐
藤
健

一

千
葉
県
史
料

研
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社
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社
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伊
能
忠
敬
の
測
量
之
碑
第
一
号

忠
敬
の
生
存
中
に
葛
西
昌
杢
建
立

佐

久

間

達

夫

平
成
十

一
年
の
四
月
、
読
売
新
聞
社
大
船
渡
支
局
の
名
村
栄
治
氏
が
拙
宅
を
訪

ね
て
き
た
。
用
件
は
、
「
岩
手
県
釜
石
市
唐
丹
に

『
伊
能
忠
敬
の
測
量
之
碑
』
と

『
星

座
石
』
が
建
立
さ
れ
て
い
る
の
で
、
建
立
者
の
葛
西
昌
亙
と
伊
能
忠
敬
の
関
係
を

調
べ
に
き
ま
し
た
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
、
唐
丹
の
星
座
石
と
伊
能
忠
敬
の
測
量
之
碑
に
つ
い
て
は
、
『
伊
能
忠
敬

の
科
学
的
業
績
』
保
柳
睦
美
編
著
(
古
今
書
院
)
の
な
か
に
唐
丹
の
碑
の
こ
と
が

記
し
て
あ
っ
た
の
で
概
略
は
知
っ
て
い
た
が
、
詳
細
は
知
ら
な
か
っ
た
。

早
速
「
測
量
日
記
」
を
繕
と
い
て
、
唐
丹
村
測
量
の
条
を
調
べ
て
み
た
。

第
二
次
伊
豆
以
北
太
平
洋
岸
測
量
日
記

佐
久
間
達
夫
校
訂

-
享
和
元
年
九
月
二
十
三
日

越
喜
来
村
出
立。

手
分
、
郡
蔵
(
平
山
)
、
秀
蔵
(
伊
能
)
、
は
朝
早
く
七
ツ
半

出
立
。
我
等
(
忠
敬
)
、

宗
平
(
平
山
)
、
慶
助
(
尾
形
)
は
六
ツ
後
に
立
。
吉

浜
村
、
唐
丹
村
、
唐
丹
村
の
内
大
石
浜
よ
り
船
に
て
引
縄
測
る
。
是
を
終
と
す
。

七
ツ
頃
に
着。

止
宿
西
村
善
太
郎
、
肝
入
周
蔵
。

-
九
月
二
十
四
日

前
夜
よ
り
風
雨
、
今
回
ツ
頃
に
至
止
む
。
逗
留
。
午
後
よ
り
晴
る
。
夜
測
量
。

気
仙
郡
大
肝
入
よ
り
高
田
村
検
断
忠
兵
衛
、
浜
に
付
添
案
内
。
此
所
に
至
り
南

部
領
大
槌
町
役
人
と
対
談
し
、
是
迄
仙
台
領
の
止
宿
首
尾
合
村
々
浜
々
役
人
案

内
、
大
肝
入
よ
り
そ
の
支
配
の
手
配
り
、
肝
入
検
断
付
添
の
儀
‘
領
主
よ
り
村

触
、
並
に
難
所
道
繕
等
迄
委
細
に
通
達
す
。
然
る
所
、
南
部
領
に
は
公
儀
触
は

勿
論
、
領
主
よ
り
此
度
の
御
用
触
無
之
由
に
付
、
急
に
大
槌
支
配
の
南
部
役
人

へ
申
遣
し
候
よ
し
。
そ
れ
よ
り
海
辺
村
々
掛
役
人
へ
大
槌
町
支
配
よ
り
申
合
、

そ
の
支
配
の
問
、
村
役
人
を
別
に
一
両
人
宛
付
添
、
止
宿
人
足
の
儀
執
斗
け
る
。

仙
台
領
内
案
内
忠
兵
衛
、
並
に
唐
丹
浜
の
役
人
よ
り
か
け
合
な
く
ば
、
南
部
領

に
て
は
止
宿
等
の
差
支
は
無
覚
束
候
。

唐
丹
よ
り
平
田
村
山
越
。
此
間
仙
台
領
、
南
部
領
界
。
是
迄
気
仙
郡
、
是
よ
り

閉
伊
都
、
此
界
よ
り
大
槌
町
支
配
付
添
案
内
、
佐
助
、
清
助
な
り
。
村
々
役
人

送
迎
は
同
前
。

・
九
月
二
十
五
日

朝
六
ツ
後
唐
丹
浜
出
立
。

※
注
釈

・
唐
丹
村

a宝EU
 

忠
敬
先
生
日
記
四

伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵
。

永
三
十
四
貫
八
百
四
十
二
文
。

家
数
二
百
六
十
四
軒
。

内
二
十
七
軒
大
石
浜
、

二
十
二
軒
荒
海
山
根
、
七
十
軒
小
白
浜
、

二
十
四
軒
山
谷
ノ
山
根
、
十
三
軒
片
岸
山
根
、

二
十
一
軒
華
露
辺
浜
、
八
十
七
軒
本
唐
丹
。

両北
極
高
度

雑
録
「
子
午
線

一
度
長
計
算
」
享
和
元
年
測
量

伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵
。

北
極
高
度

三
九
度
六
分
三

O
秒

北
極
高
度

三
九
度
十
二
分

越
喜
来

唐
丹



大

槌

北

極

高

度

三

九

度

二

十

一

分

伊
能
忠
敬
測
量
隊
が
唐
丹
村
を
測
量
し
た
の
は
、
第
二
次
測
量
の
途
次
で
あ
る
。

第
二
次
測
量
は
、
享
和
元
年
四
月
二
日
、
江
戸
を
出
立
し
て
、
ま
ず
東
京
湾
を
西

に
向
か
い
、

三
浦
半
島
、
伊
豆
東
海
岸
を
経
て
伊
豆
の
下
回
に
至
る
。
こ
こ
か
ら

伊
豆
の
西
海
岸
を
北
上
し
て
沼
津
へ
出
て
、
東
海
道
を
東
へ
進
み
、
い
っ
た
ん
江

戸
に
帰
る
。

続
い
て
六
月
十
九
日
に
江
戸
を
再
出
発
し
、

一房
総
半
島
を

一
周
し
て
鹿
島
灘
を

北
上
し
て
、
小
名
浜
、
石
巻
、
気
仙
沼
と
測
進
し
、

享
和
元
年
九
月
二
十
三
日
の

七
ツ
頃
、
唐
丹
村
の
止
宿
に
着
。

翌
二
十
四
日
は
、
午
前
中
は
雨
が
降
っ
た
が
午
後
は
止
み
、
夜
、
恒
星
の
北
極

出
地
度
を
測
る
。

こ
の
後
、
太
平
洋
岸
を
尻
谷
岬
ま
で
測
進
し
、
こ
こ
か
ら
下
北
半
島
を

一
周
し

て
野
辺
地
に
至
り
、
青
森
を
経
て
、
十

一
月
三
日
に
三
厩
に
達
し
た
。

帰
路
は
、
第
一
次
測
量
で
測
量
し
た
奥
州
街
道
を
測
量
し
な
が
ら
十
二
月
七
日

に
江
戸
に
帰
着
す
る
。

2009年

に
は
、
伊
能
忠
敬
が
唐
丹
村
で
二
泊
三
日
を
過
ご
し
た
が
、
葛

西
昌
歪
と
会
っ
た
こ
と
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
忠
敬
が
測
量
中
に
記
し

た
「
忠
敬
先
生
日
記
」
の
同
日
付
の
内
容
も
調
べ
て
み
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
も

忠
敬
が
葛
西
と
接
触
し
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
後
、
忠
敬
の
測
量
の
方
法
や
唐
丹
の
測
量
之
碑
、
星
座
石
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
名
村
氏
は
帰
路
に
つ
い
た
。

「
測
量
日
記
」

第 56号伊能忠敬研究

筆
者
は

そ
の
後
、

星
座
石
と
測
量
之
碑
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。

O 

唐
丹
の
碑

唐
丹
村
(
現
岩
手
県
釜
石
市
唐
丹
町
)
の
星
座
石
と
測
量
之
碑
は
、
地
元
の
人
々

の
話
に
よ
る
と
、
も
と
は
白
岬
地
区
の
海
岸
近
く
の
葛
西
昌
亙
の
隠
居
跡
に
あ
っ

た
が
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
頃
、
測
量
之
碑
は
本
郷
地
区
に
移
さ
れ
、

星
座
石

は
唐
丹
小
学
校
の
玄
関
脇
に
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
(
「
読
売
新
聞
岩
手
版
・

唐
丹
之
碑
」
名
村
栄
治
記
)
。

• 星
座
石

現

地
元
の
人
々
が
「
ヒ
ド
ケ
イ
石
」
と
呼
ぶ
星
座
石
は
、
楕
円
形
の
置
き
石

在
の
呼
称
・
星
座
石
)
で
、
中
央
に
円
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
「
北
極
出
地
三
十

九
度
十
二
分
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
、
縁
の
周
囲
に
は
黄
道
十
二
宮
(
西
洋
名
の
訳
)

と
中
国
の
十
二
次
の
名
が
交
互
に
し
る
し
て
あ
る
。

「北
極
出
地
三
十
九
度
十
二
分
」
は
、
唐
丹
の
緯
度
で
あ
る
。
「
伊
能
忠
敬
測
量

日
記
」
の
九
月
二
十
四
日
の
条
に
「
夜
測
量
」
と
記
述
し
て
あ
り
、
こ
れ
は
天
体

測
量
(
恒
星
の
位
置
測
定
)
を
さ
し
て
い
る
。

・
黄
道
十
二
宮

太
陽
の
ま
わ
り
の
地
球
の
公
転
軌
道
面
を
黄
道
面
と
い
い
、
黄
道
面
が
天
球
と

交
わ
っ
て
作
る
大
円
を
「
黄
道
」
と
い
う
。

地
球
か
ら
見
れ
ば
、
太
陽
は
恒
星
の
聞
を
ぬ
っ
て
黄
道
上
を
西
か
ら
東
へ
一
日

約

一
度
ず
つ
動
い
て

一
年
で
一
周
す
る
。
黄
道
は
、
天
の
赤
道
と
二
点
で
交
わ
る
。

太
陽
が
天
球
の
南
半
球
か
ら
北
半
球
へ
通
過
す
る
天
球
上
の
点
を
春
分
点
と
い
い
、

北
半
球
か
ら
南
半
球
に
移
る
点
が
秋
分
点
で
あ
る
。

黄
道
を
は
さ
ん
で
南
北
九
度
ず
つ
幅
を
と

っ
た
帯
を
獣
帯
と
い
い
、
こ

の
帯
を

春
分
点
か
ら
三

O
度
ず
つ
等
分
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
が
「
黄
道
十
二
宮
」
で
あ

る
。
こ
の
十
二
宮
の
名
称
に
黄
道
に
沿
っ
た
十
二
の
星
座
名
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
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黄
道

O
度
、
す
な
わ
ち
春
分
点
か
ら
三
十
度
ま
で
を
白
羊
宮
(
星
座
名
お
ひ
つ

じ
座
)
と
よ
ぶ
。
以
下
順
に
金
牛
宮
(
お
う
し
座
)
、
陰
陽
宮
・
双
子
宮
(
ふ
た
ご

座
)
巨
蟹
宮
(
か
に
座
)
、
獅
子
宮
(
し
し
座
)
、
讐
女
宮
・
処
女
宮
(
お
と
め
座
)
、

天
秤
宮
(
て
ん
び
ん
座
)
、
天
蝿
宮
(
さ
そ
り
座
)
、
人
馬
宮
(
い
て
座
)
、
磨
渇
宮

(
や
ぎ
座
)
、
宝
瓶
宮
(
み
ず
が
め
座
)
、
讐
魚
宮
(
う
お
座
)
と
な
る
。

し
か
し
、
ギ
リ
シ
ア
時
代
に
は
、
こ
れ
ら
の
宮
と
星
座
は
対
応
し
た
位
置
に
あ

っ
た
が
、
歳
差
の
た
め
に
春
分
点
、
し
た
が
っ
て
白
羊
宮
は
移
動
し
て
、
現
在
で

は
う
お
座
に
な
る
。
同
様
に
そ
の
他
の
宮
と
星
座
の
対
応
も
当
然
ず
れ
て
い
る
。

太
陽
は
、
十
二
宮
の

一
つ
を

一
か
月
ご
と
に
通
過
し
て
い
く
の
で
あ
る
(
『
暦
と
時

の
事
典
』
内
田
正
男
著
)
。

-
十
二
次

中
国
の
戦
国
時
代
(
前
回

O
三
1
前
二
二
こ
の
頃
、
観
測
に
よ
っ
て
木
星
の

公
転
周
期
(
太
陽
を
ま
わ
る
対
恒
星
の
平
均
周
期
)
が
十
二
年
で
あ
る
こ
と
が
発

見
さ
れ
た
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
正
し
い
値
は
十
一
・
八
六
二
年
で
あ
る
。
こ
の

周
期
が
十
二
年
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
当
時
、
歳
星
(
木
星
)
の
位
置
を
表
す
の

に
赤
道
を
十
二
の
部
分
に
分
け
「
十
二
次
」
を
名
づ
け
た
。

十
二
次
と
二
十
八
宿
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
か
っ
こ
の
中
は
十
二
次
に

相
当
す
る
位
置
の
二
十
八
宿
で
あ
る
。

寿
星
(
紗
・
角
・
克
・
丘
)
、
大
火
(
丘
・

一房
・
心
・
尾
)
、
析
木
(
尾
・
箕
・

斗
)
、
星
紀
(
斗
・
牛
・
女
)
、
玄
樗
(
女
・
虚
・
危
)
、
廠
誓
(
危
・
室
・
壁
・

杢
)
、
降
婁
(
肇
・
婁
・
胃
)
、
大
梁
(
胃
・
昂
・
畢
)
、
実
沈
(
畢
・
費
・
参
・

井
)
、
璃
首
(
井
・
鬼
・
柳
)
、
鶏
火
(
柳
・
星
・
張
)
、
説
明
尾
(
張
・
翼
・
秒
)

0

こ
の
十
二
次
を
用
い
、
歳
星
(
木
星
)
の
所
在
す
る
次
に
よ
っ
て
年
々
の
歳
の
名

と
し
た
。
例
え
ば
歳
在
寿
星
(
歳
星
が
寿
星
に
在
る
)
と
か
、
歳
在
大
火
と
記
し

た
の
で
あ
る
(
『
暦
と
時
の
事
典
』
内
田
正
男
著
)
。

開
問
山• 
星
座
石
・
測
量
之
碑

星
座
石
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• 測
量
之
碑

2009年

碑量村唐仙州陸
記之測丹郡気奥

天
娼

第 56号伊能忠敬研究

暴
歳
伊
能
勘
解
由
蒙
命
経
歴
諸
州
測

量
北
極
出
地
度
数
越
享
和
元
年
辛
酉
秋

九
月
二
十
四
日
以
次
及
我
郷
測
定
為
三

十
九
度

一
十
二
分
蓋
測
量
之
法
古
疎
而

今
密
也
慶
長
之
初
欧
濯
巴
之
商
客
船
載

新
製
測
器
我
方
補
之
益
精
測
量
之
法
於

是
乎
始
明
失
嬬
以
天
道
幽
玄
不
可
究
知

若
擦
西
洋
之
説
則
復
不
有
所
謂
地
球
微

動
者
平
詰
願
後
世
諸
彦
或
知
其
異
同
失

文
化
十

一
年
甲
戊
妹
月葛
西
昌
壬
謹
識

口

測
量
之
碑
読
み
下
し
文

天
蝿
陸
奥
州
気
仙
郡
唐
丹
村
測
量
之
碑
記

さ
き
の
歳
、
伊
能
勘
解
由
、
命
を
蒙
り
て
、
諸
州
を
経
歴
し
、

北
極
出
地
の
度
数
を
測
量
す
。
越
え
て
、
享
和
元
年
辛
酉
秋
、

九
月
二
十
四
日
、
次
を
以
て
我
郷
の
測
定
に
及
び
、

三
十
九
度
一
十
三
分
と
な
す
。
け
だ
し
測
量
の
法
、
古
は
疎
に
て

今
密
也
。
慶
長
之
初
め
欧
濯
巴
(
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
)
の
商
客

新
製
測
器
を
船
載
し
、
我
方
こ
れ
を
補
い
益
々
精
し
。
測
量
の
法

こ
れ
に
て
始
め
て
明
る
し
。
ひ
そ
か
に
思
え
ば
、
天
道
幽
玄
、
究
知

す
べ
か
ら
ず
。

も
し
西
洋
の
説
に
拠
ら
ば
、
則
ち
ま
た
い
わ
ゆ
る
地
球
の
微
動
な
る

も
の
あ
ら
ざ
ら
ん
か
。

ウ
t
「円
U

請
い
願
わ
く
ば
、
後
世
の
諸
彦
、
あ
る
い
は
其
の
異
同
を
知
ら
ん
こ
と
を
。

文
化
十

一
年
甲
成
秋
月

葛
西
昌
亙
謹
識

※ 

注
釈

天
蝿
(
て
ん
か
っ
)

伊
能
忠
敬
の
唐
丹
で
の
天
測
日
は
、
九
月
二
十
四
日
で
、
太
陽
暦
で
い
え
ば

十
月
三
十

一
日
に
な
る
の
で
、
「
天
闘
」
の
月
に
あ
た
る
。

諸
彦
(
し
ょ
げ
ん
)

多
く
の
す
ぐ
れ
た
男
子
・
あ
な
た
方
・
諸
賢
。

妹
(
し
ゅ
う
)
日
秋

陰
暦
で
は
、
七
・
八
・
九
月
、
太
陽
暦
で
は
九
・
十
・
十

一
月



微
動
(
び
ど
う
)

地
球
の
歳
差
(
自
転
し
て
い
る
物
体
の
回
転
軸
が
円
を
え
が
く
よ
う
に
振
れ

る
現
象
)
か
、
あ
る
い
は
章
動
(
惑
星
の
自
転
軸
に
見
ら
れ
る
微
小
な
運
動
の

一
種
)
か
。

伊
能
忠
敬
の
測
量
之
碑

葛
西
昌
亙
は
、
伊
能
忠
敬
の
事
業
を
い
ち
早
く
評
価
し
、
忠
敬
が
唐
丹
村
を
測

量
し
て
十
二
年
後
の
文
化
十
一
年
(
忠
敬
七

O
歳
)
に
、
全
国
で
初
め
て
測
量
記

念
碑
を
建
立
し
た
。

葛
西
昌
壬
は
、

「読
売
新
聞
岩
手
版
・
唐
丹
の
碑
」
(
名
村
栄
治
記
)
に
よ
る
と
、

明
和
二
年

(
一
七
六
五
)
に
出
生
。
通
称
を
善
右
衛
門
、
晩
年
は
嘉
遮
(
か
と
ん
)

と
号
し
た
。
天
文
、
暦
学
の
ほ
か
、
国
学
や
書
道
に
も
通
じ
、
天
保
大
飢
健
の
際

は
、
私
財
を
投
じ
て
道
路
工
事
を
行
っ
て
貧
民
救
済
に
あ
た
っ
た
と
い
う
。
天
保

七
年
(
一
八
三
六
)
七
十
二
歳
で
没
す
る
。

• 名
村
氏
は
、
平
成
十

一
年
五
月

一
日
か
ら
五
回
に
分
け
て
、
読
売
新
聞
岩
手
版

に
「
唐
丹
の
碑
|
伊
能
忠
敬
と
葛
西
昌
亙
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
星
座
石
と
測

量
記
念
碑
に
つ
い
て
連
載
し
た
。
(
左
頁
)

そ
れ
に
よ
る
と
、
先
学
者
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問
点
を
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
私

見
を
の
べ
て
い
る
。

-
伊
能
忠
敬
と
葛
西
国
主
は
、
出
会
っ
て
い
る
か
0

・
測
量
の
碑
の
末
尾
に
、
「
い
わ
ゆ
る
地
球
の
微
動
な
る
も
の
あ
ら
ざ
ら
ん
か
。

請
い
願
わ
く
ば
、
後
世
の
諸
彦
、
あ
る
い
は
其
異
同
を
知
ら
ん
こ
と
を
」
と
刻

字
さ
れ
て
い
る
が
、
「
地
球
の
微
動
」
の
文
言
は
何
を
意
味
す
る
か
。

・
葛
西
昌
亙
が
、
最
新
の
天
文
学
知
識
を
知
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

で
学
ん
だ
か
。

そ
れ
を
ど
こ

葛
西
昌
壬
が
、
星
座
石
に
刻
字
し
た
唐
丹
の
北
極
出
地
度
(
緯
度
)
の
、
三
十
九

度
十
二
分
は
、
伊
能
忠
敬
が
享
和
元
年
に
伊
豆
国
以
北
か
ら
陸
奥
固
ま
で
の
六

十
五
箇
所
で
測
定
し
た
「
子
午
線

一
度
の
長
さ
計
算
」
(
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵
)

の
な
か
の
唐
丹
の
北
極
高
度
の
測
定
値
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
寛
政
十
二

年
に
東
都
(
江
戸
)
か
ら
蝦
夷
地
ま
で
の
北
極
出
地
度
の
記
録
(
寛
政
十
二
年

測
量
小
図
の
余
白
記
載
の
付
表
)
の
な
か
の
「
水
沢
」
の
位
置
も
、
=
一
十
九
度

十
二
分
と
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
伊
能
忠
敬
研
究
会
の
会
員
で
、
『
伊
能
測
量
隊
、
東
日
本
を
ゆ
く
』
の
著

者
・
渡
部
健
三
氏
は
、
平
成
十
三
年
の
と
あ
る
日
、
拙
宅
に
お
出
で
に
な
り
、
静

か
な
口
調
で
「
伊
能
忠
敬
が
東
日
本
を
測
量
し
た
こ
と
を
記
述
し
た
既
刊
図
書
が

数
少
な
い
の
で
、
書
い
て
み
た
い
」
と
、
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
四
月
八
日

「
著
書
出
版
の
報
告
と
御
礼
」
の
挨
拶
状
と
図
書
が
送
付
さ
れ
て
き
た
。
『
伊
能
測

量
隊
、
東
日
本
を
ゆ
く
』
の
巻
末
に
は
、
「
唐
丹
の
測
量
之
碑
」
と
「
星
座
石
」
に

つ
い
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
渡
部
健
三
氏
が
死
去
さ
れ
た
こ
と
を
「
伊
能
忠
敬
研
究
会
誌
」
で
知

り
、
し
ば
し
の
問
、
拙
宅
に
お
出
で
に
な
っ
た
と
き
の
様
子
を
思
い
出
し
て
い
た
。

O
D
 

F
D
 

(
さ
く
ま

た
つ
お
・
伊
能
忠
敬
研
究
家
)

φ 
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大
谷
亮
吉
と
φ
 『伊能
忠
敬
』

橋

本

万

平

江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
人
の
科
学
的
能
力
が
卓
越
し
て
い
た
こ
と
を
示
す

一
つ
の
例
と
し
て
、
伊
能
忠
敬
の
日
本
地
図
の
作
製
が
あ
る
。
そ
の
優
秀
さ
に
感

歎
し
た
シ

l
ボ
ル
ト
が
、
国
禁
を
犯
し
て
海
外
に
持
ち
出
そ
う
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
シ

l
ボ
ル
ト
事
件
を
起
こ
し
た
り
、
文
久
元
年
日
本
の
沿
岸
を
測
量
し
よ
う
と

し
た
英
人
が
、
こ
の
地
図
の
あ
る
事
を
知
っ
て
、
最
早
こ
れ
以
上
測
量
の
必
要
は

な
い
と
の
歎
声
を
発
し
た
程
で
あ
る
か
ら
、

地
図
と
し
て
秀
れ
た
業
績
で
あ
っ
た

事
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
伊
能
忠
敬
の
事
蹟
を
、
忠
敬
の
筆
記
を
も
と
に
し
た
根
本
資
料
に
よ
っ
て

詳
細
に
研
究
し
た
の
が
大
谷
亮
吉
で
あ
り
、
そ
の
成
果
が
大
正
六
年
刊
行
さ
れ
た

『
伊
能
忠
敬
』
と
い
う
表
題
の
著
書
で
あ
る
。
こ
の
本
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
六
十

年
近
い
年
月
を
経
過
し
た
現
在
に
お
い
て
も
、
日
本
の
科
学
者
個
人
の
伝
記
と
し

て
、
こ
れ
以
上
の
も
の
は
見
ら
れ
な
い
程
精
確
、
浩
湖
、
然
も
程
度
の
高
い
専
門

的
な
書
物
で
あ
る
か
ら
、
当
時
と
し
て
著
者
の
苦
心
は
想
像
に
あ
ま
り
あ
る
も
の

が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
様
な
、
科
学
史
の
分
野
に
お
い
て
、
比
肩
す
る

も
の
が
見
当
た
ら
な
い
程
の
立
派
な
書
籍
を
出
版
し
た
の
が
岩
波
書
庖
で
あ
っ
た

と
い
う
事
は
、
又
驚
く
べ
く
、
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
だ
日
本
の
学
術
が
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
お
い
て
察
明
期
を
あ
ま
り
過
ぎ
な
い

時
に
、
ど
の
様
に
し
て
こ
の
様
な
学
問
的
価
値
の
高
い
著
書
が
完
成
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
動
機
、
経
過
を
知
る
こ
と
は
、
歴
史
的
に
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
り
、
又
そ

の
本
の
出
版
を
引
受
け
た
の
が
、
恐
ら
く
世
間
に
ま
た
名
も
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

従
っ
て
信
用
も
さ
し
て
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
岩
波
書
屈
で
あ
っ
た
事
は
、
ど
の

様
な
経
緯
が
あ
り
、
こ
の
本
の
完
成
に
岩
波
書
庖
が
ど
の
様
に
苦
労
を
し
た
か
と

い
う
事
も
、
充
分
調
査
研
究
す
る
価
値
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
『
伊
能
忠
敬
』
は
理
学
博
士
長
岡
半
太
郎
監
修
、
理
学
士
大
谷
亮
吉
編
著

と
な
っ
て
い
る
。
長
岡
半
太
郎
が
原
子
構
造
の
モ
デ
ル
を
発
表
し
て
世
界
的
に
有

名
に
な
っ
た
の
は
明
治
三
十
六
年
(
一
九

O
三
)
で
あ
る
。
物
理
学
を
専
攻
し
、

物
理
学
史
上
に
顕
著
な
業
績
を
残
し
て
い
る
彼
は
、
又
西
洋
の
物
理
学
者
の
伝
記

に
も
興
味
を
持
ち
、
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
を
始
め
多
く
の
雑
誌
に
紹
介
の
文
を
書
い

て
い
る
。
彼
の
こ
の
人
間
に
対
す
る
興
味
と
、
明
治
と
い
う
時
代
に
生
れ
育
っ
た

パ
ッ
ク

・
ボ
l
ン
と
が
、
日
本
の
過
去
の
文
化
、
日
本
人
の
能
力
の
優
秀
さ
を
実

証
す
る
た
め
に
、
日
本
人
の
科
学
的
な
業
績
を
明
瞭
に
し
て
お
き
た
い
一
念
と
な

っ
て
、
当
時
す
で
に
浬
滅
の
恐
れ
が
あ
っ
た
伊
能
忠
敬
の
事
績
の
調
査
の
必
要
を

思
い
た
た
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
岡
博
士
が
そ
れ
を
、
帝
国
学
士
院
の
事
業
と
し

て
行
う
事
を
提
案
し
た
の
が
、
明
治
四
十
一
年
六
月
の
総
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

恐
ら
く
当
初
長
岡
博
士
自
身
も
こ
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
で
き
れ
ば
自
分
の

手
で
い
く
ら
か
の
研
究
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
い
う
の
は

日
本
の
物
理
学
は
、
明
治
初
期
の
お
傭
い
外
人
教
師
の
専
門
分
野
の
関
係
か
ら
、

重
力
測
定
の
様
な
地
球
に
関
係
す
る
方
面
の
研
究
が
盛
ん
で
、
長
岡
博
士
に
も
こ

の
方
面
の
論
文
が
多
く
関
心
も
あ
っ
た
。
然
し
物
理
学
者
で
あ
り
大
学
教
授
で
も

あ
っ
た
長
岡
博
士
は
、
到
底
忠
敬
の
研
究
に
手
を
付
け
る
時
間
的
余
裕
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
ず
、
最
適
の
協
力
者
と
し
て
、
同
じ
東
大
物
理
科
出
身
の
弟
子
で
あ

り
、
測
地
に
関
係
し
た
仕
事
を
し
て
い
た
大
谷
亮
吉
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の

人
選
は
見
事
に
成
功
し
た
。
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2009年

大
谷
亮
吉
は
兵
庫
県
姫
路
市
に
十
数
代
も
続
い
た
旧
家
の
出
で
あ
る
。
現
在
の

大
谷
家
の
庭
に
、
十
個
近
く
積
重
ね
て
あ
る
珍
ら
し
い
石
の
分
銅
が
語
る
よ
う
に
、

家
は
代
々
商
人
と
し
て
溶
の
度
量
衡
関
係
の
仕
事
を
ま
か
せ
ら
れ
て
い
た
。
従
っ

て
亮
古
も
生
れ
な
が
ら
に
し
て
数
字
と
か
計
算
を
好
む
血
が
流
れ
て
い
た
と
見
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
明
治
八
年
三
月
十
五
日
の
生
れ
で
あ
る
。
非
常
な
秀
才
で
あ
っ

た
ら
し
く
、
明
治
二
十
年
四
月
、
数
え
年
僅
か
十
三
歳
で
、
当
時
の
姫
路
尋
常
中

学
校
に
入
学
、
同
二
十
五
年
三
月
同
校
を
三
十
二
名
中
八
番
の
成
績
で
卒
業
、
直

に
京
都
の
第
三
高
等
中
学
校
に
入
学
し
て
い
る
。
当
時
の
学
制
と
し
て
、
尋
常
小

学
四
年
、
高
等
小
学
四
年
を
卒
業
し
て
、
尋
常
中
学
に
入
学
す
る
の
が
普
通
で
あ

っ
た
が
、
特
に
優
秀
な
生
徒
は
規
定
の
課
程
を
修
了
し
な
い
で
飛
越
入
学
が
許
さ

れ
て
い
た
。
寺
田
寅
彦
博
士
は
高
等
三
年
か
ら
中
学
を
受
験
し
て
見
事
に
落
第
し

て
い
る
。
大
谷
亮
吉
は
普
通
八
年
か
か
る
小
学
校
を
五
年
間
で
終
了
し
、
中
学
に

入
学
し
よ
う
と
し
た
が
、
あ
ま
り
若
年
す
ぎ
る
と
い
う
の
で
強
制
的
に
一
年
遊
ば

さ
れ
た
。
彼
は
こ
の
間
姫
路
の
地
図
を
書
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
後
年
の
志
向

が
す
で
に
現
わ
れ
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。

元
来
姫
路
の
地
は
、
徳
川
時
代
薩
摩
の
島
津
、
長
州
の
毛
利
、
そ
の
他
酉
国
の

有
力
な
外
様
大
名
が

一
朝
反
旗
を
翻
し
て
東
進
し
て
き
た
町
、
防
御
の
第

一
線
の

要
衝
と
し
て
、
譜
代
の
酒
井
氏
が
城
主
と
な
り
、
十
五
万
石
の
石
高
に
不
相
応
な

巨
大
な
城
廓
を
持
つ
白
鷺
城
が
築
か
れ
て
い
た
。
従
っ
て
維
新
に
際
し
て
は
佐
幕

方
で
あ
っ
た
が
、
革
新
軍
に
固
ま
れ
一
戦
も
交
え
ず
し
て
軍
門
に
下
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
こ
と
も
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
か
、
明
治
に
入
っ
て
軍
人
と
か
政
界
、

経
済
界
で
は
こ
れ
と
い
う
著
名
な
人
物
も
出
て
い
な
い
。
然
し
、
文
化
人
と
し
て

は
柳
田
国
男
兄
弟
と
か
三
上
参
次
、
辻
善
之
助
、
降
っ
て
は
和
辻
哲
郎
等
が
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
の
多
く
は
旧
制
の
姫
路
中
学
の
出
身
で
あ
る
。
特
に
三

上
は
大
谷
よ
り
十
二
年
先
輩
、
辻
は

一
年
後
輩
で
あ
り
、
大
谷
の
『
伊
能
忠
敬
』
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執
筆
の
際
に
は
種
々
の
協
力
を
受
け
た
様
で
あ
る
。

明
治
二
十
五
年
の
秋
、
姫
中
か
ら
京
都
の
第
三
高
等
中
学
に
進
学
し
た
大
谷
は
、

当
時
そ
の
学
校
の
特
殊
性
か
ら
来
る
学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
多
く
の
学
友
と
共
に

明
治
二
十
七
年
、

三
年
生
の
時
東
京
の
第

一
高
等
中
学
校
に
転
校
、
翌
二
十
八
年

同
校
卒
業
、
次
い
で
東
京
帝
国
大
学
の
物
理
科
に
入
学
を
し
た
。
当
時
の
物
理
科

に
は
二
講
座
が
あ
り
、
山
川
健
次
郎
と
田
中
館
愛
橘
が
そ
れ
ぞ
れ
教
授
で
あ
っ
た
。

長
岡
半
太
郎
は
助
教
授
で
あ
り
、
大
谷
亮
吉
と
の
関
係
は
こ
の
時
に
生
じ
た
の
で

あ
る
。

明
治
三
十

一
年
七
月
、
十

一
名
中
の
首
席
で
物
理
科
を
卒
業
し
た
大
谷
は
直
に

大
学
院
に
入
学
、
地
球
物
理
学
を
専
攻
す
る
事
と
な
り
、

三
十
三
年
六
月
に
は
測

地
学
委
員
会
重
力
測
定
方
を
嘱
託
さ
れ
、
長
岡
半
太
郎
、
新
城
新
蔵
等
と
協
力
、

日
本
各
地
の
重
力
の
加
速
度
を
測
定
し
、
い
く
つ
か
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
様
な
経
歴
の
大
谷
を
、
伊
能
忠
散
の
事
蹟
調
査
の
責
任
者
と
し
て
長
岡
が

選
ん
だ
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
明
治
四
十
一
年
六
月
に
長
岡
が
学
士
院
に
忠
敬
の

事
蹟
の
調
査
を
提
案
し
、
同
年
八
月
一
日
に
は
早
く
も
大
谷
亮
吉
に
対
し
て
、
帝

国
学
士
院
伊
能
忠
敬
測
地
事
蹟
調
査
を
嘱
託
す
る
辞
令
が
出
て
い
る
。
今
ま
で
の

経
歴
と
全
く
異
っ
た
こ
の
大
き
な
仕
事
を
引
受
け
た
大
谷
の
心
境
や
事
情
は
、
明

治
三
十
六
年
頃
か
ら
四
十

一
年
ま
で
の
数
年
間
の
大
谷
の
動
静
と
共
に
は
っ
き
り

わ
か
ら
な
い
。
明
治
四
十

一
年
八
月
、
大
谷
は
こ
の
仕
事
を
委
託
さ
れ
る
と
直
に

精
力
的
な
活
動
を
開
始
し
た
。
最
初
に
忠
敬
の
遺
著
、
遺
品
の
調
査
を
千
葉
県
佐

原
の
旧
伊
能
家
で
行
っ
た
。
こ
の
時
は
当
時
の
佐
原
中
学
校
長
、
海
塩
錦
衛
が
協

力
し
て
い
る
。
越
え
て
明
治
四
十
二
年
と
な
る
と
、
大
体
の
研
究
の
骨
組
が
で
き

た
ら
し
く
、
同
年
五
月
五
日
の
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
に
「
伊
能
忠
敬
測
地
事
蹟
」

と
し
て
、
調
査
の
概
況
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
章
の
始
め
は
、

帝
国
学
士
院
ニ
於
テ
ハ
伊
能
忠
敬
氏
ノ
測
地
事
蹟
ニ
関
シ
大
ニ
調
査
セ
ラ
ル
ル

所
ナ
ル
ガ
現
下
ニ
於
ケ
ル
其
調
査
概
況
は
左
ノ
如
シ
。
編
者
識

G
U
r
 



こ
れ
は
恐
ら
く
大
谷
の
手
に
な
り
長
岡
が
検
閲
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
後
も
伊
能
忠
敬
関
係
の
文
書
に
は
、
大
谷
が
草
稿
を
作
り
長
岡
が

朱
批
を
入
れ
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
特
に
膨
大
な
本
文
原
稿
も
同
様
で
あ
っ
た

ら
し
い
が
、
そ
れ
は
事
情
が
あ
っ
て
現
在
正
し
い
持
ち
主
で
あ
る
大
谷
家
の
手
を

離
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
応
調
査
の
骨
子
が
作
ら
れ
た
後
、
大
谷
は
忠
敬
の
作
業
を
詳
細
に
分
析
研
究
、

あ
る
い
は
新
資
料
の
発
見
に
鍍
骨
の
努
力
を
し
て
原
稿
が
完
成
し
た
の
は
、
仕
事

に
着
手
し
て
か
ら
あ
し
か
け
九
年
が
経
過
し
た
大
正
五
年
の
春
の
事
で
あ
っ
た
。

長
い
苦
し
い
努
力
の
歳
月
で
あ
っ
た
。

と
な
っ
て
い
る
。

四

原
稿
が
完
成
す
る
と
、
こ
れ
を
活
字
に
す
る
の
が
次
の
当
然
の
作
業
で
あ
る
。

当
時
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
様
な
種
類
の
本
は
商
品
と
し
て
の
採
算
が
と
れ
る
筈
は

な
い
。
そ
こ
で
財
閥
三
井
家
よ
り
二
千
円
の
寄
贈
を
得
て
出
版
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
出
版
庖
と
し
て
指
定
さ
れ
た
の
が
岩
波
書
庖
で
あ
る
。
岩
波
書
庖
の
歴

史
は
安
倍
能
成
の
『
岩
波
茂
雄
伝
』
及
び
小
林
勇
の
『
惜
機
荘
主
人
』
及
び
『
岩

波
書
庖
五
十
年
』
に
詳
し
く
出
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
岩
波
書
庖
の
出
版
庖

と
し
て
の
出
発
は
、

一
応
大
正
三
年
九
月
二
十
日
の
激
石
の

『
心
』
の
出
版
の
時

と
な

っ
て
い
る
。
岩
波
書
庖
が
学
聞
社
会
に
名
を
知
ら
れ
る
様
に
な

っ
た
最
初
の

機
会
で
あ
っ
た
『
哲
学
叢
書
』
の
第

一
編
の
刊
行
が
大
正
四
年
十
月
で
あ
る
。
こ

の
様
な
創
業
の
時
代
か
ら
考
え
る
と
、
岩
波
書
庖
に
『
伊
能
忠
敬
』
の
出
版
を
頼

む
と
い
う
の
は
、
余
程
の
冒
険
で
あ
り
、
岩
波
を
堅
く
信
頼
し
て
い
た
人
の
強
い

推
薦
が
あ
っ
た
と
見
た
い
。
然
し
岩
波
書
庖
の
方
に
は
全
く
当
時
の
記
録
は
な
い

様
で
あ
る
し
、
関
係
者
に
も
何
等
の
記
憶
も
残
っ
て
い
な
い
ら
し
い
。
不
思
議
な

感
じ
が
す
る
。
恐
ら
く
単
な
る
頼
ま
れ
た
仕
事
で
あ
り
、
出
版
だ
け
を
引
受
け
た

為
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
日
本
の
学
界
に
大
き
な
貢
献
を
し
て

い
る
本
で
あ
る
か
ら
、
引
受
け
る
時
も
そ
れ
だ
け
の
価
値
を
認
め
て
出
版
し
た
筈

で
あ
る
が
、
誰
も
あ
ま
り
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ

に
し
て
も
岩
波
書
庖
に
こ
の
記
録
が
な
い
以
上
、
ど
こ
か
他
に
そ
れ
を
求
め
ね
ば

な
ら
な
い
。五

差
当
り
考
え
ら
れ
る
の
は
狩
野
亨
吉
と
寺
田
寅
彦
の
二
人
で
あ
る
。
両
者
と
も

に
夏
目
激
石
を
通
じ
て
岩
波
と
の
関
係
を
持
っ
た
の
で
あ
る
が
、
狩
野
亨
士
口
は
岩

波
茂
雄
の

一
高
在
学
中
の
校
長
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
岩
波
は
そ
の
後
何
か
と
こ

の
旧
校
長
の
世
話
を
見
て
い
る
。
ま
た
狩
野
亨
吉
に
つ
い
て
は
『
伊
能
忠
敬
』
の

序
文
で
長
岡
半
太
郎
は

文
学
博
士
狩
野
亨
吉
君
は
之
(
稿
本
)
を
閲
読
し
て
有
益
な
る
助
言
を
与
へ
ら

れ
た
り

と
書
い
て
い
る
の
で
、
何
か
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
然
し
自
ら
を
語
る
事
の

少
な
か
っ
た
狩
野
亨
吉
関
係
の
資
料
の
中
か
ら
は
、
私
は
ま
だ
何
も
見
出
す
事
が

で
き
な
い
。
岩
波
は
、
狩
野
亨
吉
に
本
の
題
字
を
よ
く
書
い
て
も
ら
っ
た
と
い
う

事
で
あ
る
が
、
『
伊
能
忠
敬
』
に
書
か
れ
て
い
る
表
題
の
文
字
は
、
大
谷
亮
吉
の
筆

で
あ
る
事
は
、
彼
の
履
歴
書
の
筆
跡
と
照
し
合
わ
せ
て
も
わ
か
る
し
、
現
在
(
昭

和
四
十
七
年
七
月
二
十
三
日
)
の
亮
吉
の
老
夫
人
の
言
葉
で
も
あ
っ
た
。
結
局
狩

野
亨
吉
が
岩
波
書
店
と
の
聞
に
立
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
様

で
あ
る
。
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激
石
の
弟
子
で
あ
り
地
球
物
理
学
の
研
究
者
で
あ
る
寺
田
寅
彦
が
、

『
伊
能
忠
敬
』
の
出
版
に
関
係
を
持
つ
機
会
が
あ
る
と
す
る
と
、
彼
は
地
理
学
者

伊
能
忠
敬
そ
の
人
に
関
心
を
持
っ
た
事
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
同
じ
東
大
物

理
出
身
で
あ
り
、
同
じ
大
学
院
に
籍
を
置
い
た
寅
彦
で
は
あ
る
が
、
大
谷
よ
り
五

年
後
輩
で
あ
り
、
時
代
が
ず
れ
て
い
る
の
で
、
相
識
で
あ

っ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、

も
し
こ
の



ど
の
程
度
の
つ
き
合
い
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
あ
ま
り
親
し
く

は
し
て
い
な
か
っ
た
様
で
あ
る
か
ら
、
寅
彦
の
手
を
通
し
て
の
岩
波
へ
の
紹
介
で

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
結
局
は
長
岡
半
太
郎
が
直
接
岩
波
書
庖
を
指
定
し
た
と
見

る
よ
り
他
は
な
い
。
然
し
長
岡
と
岩
波
は
そ
れ
程
深
い
交
渉
が
あ
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
の
で
、
矢
張
り
誰
か
の
紹
介
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が

残
る
の
が
拭
い
去
れ
な
い
。
今
の
所
は
そ
れ
が
誰
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
現
在

長
岡
関
係
の
豊
富
な
資
料
が
、
東
京
科
学
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で

あ
る
か
ら
、
彼
の
日
記
等
を
丹
念
に
調
べ
る
と
、
何
か
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。

2009年

ムハ

い
ず
れ
に
し
て
も
『
伊
能
忠
敬
』
は
、
岩
波
書
庖
か
ら
大
正
六
年
三
月
三
十
日

の
日
付
で
発
行
さ
れ
た
。
四
六
倍
判
で
本
文
七
六
六
ペ
ー
ジ
、

一
五
ペ
ー
ジ
に
わ

た
る
年
譜
、
系
図
を
つ
け
良
質
紙
を
使
っ
た
堂
々
た
る
著
書
で
あ
る
。
折
し
も
大

正
六
年
は
、
伊
能
忠
敬
の
百
年
忌
に
当
り
、
出
版
の
直
後
の
四
月
十
三
日
の
忌
日

に
は
墓
所
で
あ
る
浅
草
の
源
空
寺
で
法
要
が
行
わ
れ
、
墓
前
に
印
刷
が
出
来
上
が

っ
た
ば
か
り
の
新
ら
し
い
『
伊
能
忠
敬
』
が
供
え
ら
れ
た
と
い
う
。
或
は
こ
の
日

に
間
に
合
う
様
に
出
版
の
日
が
き
め
ら
れ
た
事
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
法
要
に
は

忠
敬
の
遺
族
の
他
に
、
帝
国
学
士
院
か
ら
菊
池
大
麓
院
長
、
穂
積
、
古
市
岡
部
長
、

三
上
、
長
岡
両
博
士
及
び
著
者
大
谷
亮
吉
が
参
列
し
て
い
る
。
学
士
院
と
し
て
も

こ
の
仕
事
に
カ
を
入
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
尚
三
上
参
次
は
大
谷
に
と

っ
て
姫
路
中
学
の
先
輩
で
あ
り
、
こ
の
著
書
の
稿
本
を
閲
読
し
た
人
で
あ
る
。
こ

れ
程
関
係
者
が
関
心
を
持
っ
た
法
要
で
あ
る
か
ら
、
当
然
岩
波
書
庖
の
方
か
ら
も

誰
か
が
参
列
し
た
に
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
書
底
の
方
に
は
記
録
は
全
く

な
い
と
の
事
で
あ
る
。
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七

岩
波
発
行
雑
誌
「
思
潮
」
の
創
刊
号
(
大
正
六
年
五
月

一
日
)
の
裏
表
紙
に
、

『
伊
能
忠
敬
』
の
広
告
が
出
て
い
る
。
広
告
文
は
恐
ら
く
岩
波
茂
雄
の
筆
で
あ
ろ

う
。
大
体
は
同
書
の
長
岡
半
太
郎
の
序
文
に
よ
っ
て
い
る
が
、
大
谷
亮
吉
の
事
を

星
暦
研
究
者
と
だ
け
紹
介
し
て
い
る
の
は
見
当
違
い
で
、
大
谷
を
知
ら
な
い
人
の

手
に
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
広
告
に
は
「
実
価
四
円
で
広
く
天
下
に
頒
た

ん
と
す
」
と
あ
る
が
、
私
の
見
た
書
物
に
は
定
価
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
。
も
と

も
と
市
販
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
著
者
大
谷
は
自
分

の
子
供
達
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
本
と
自
分
の
写
真
と
を
与
え
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

い
か
に
心
血
を
そ
そ
ぎ
、
精
魂
を
打
込
ん
だ
本
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

tk
 

大
谷
は
『
伊
能
忠
敬
』
を
完
成
さ
せ
た
後
、
文
部
省
に
入
っ
て
教
科
書
用
の
図

書
の
調
査
と
か
、
作
製
に
従
事
し
た
。
数
年
後
の
大
正
十
年
京
大
理
学
部
の
講
師

と
な
り
、
続
い
て
新
設
大
阪
高
等
学
校
の
教
授
と
な
っ
た
。
京
都
大
学
の
方
は
兼

任
教
授
と
し
て
、
地
球
物
理
学
の
講
座
を
分
担
し
て
い
た
が
、
比
較
的
若
く
昭
和

九
年
三
月
二
十
六
日
、
数
え
年
六
十
歳
で
現
職
の
ま
ま
世
を
去
っ
た
。
墓
は
郷
里

姫
路
市
の
名
古
山
墓
地
公
園
の
、
書
写
山
を
の
ぞ
む
景
勝
の
場
所
に
、
十
基
に
近

い
先
祖
や
近
親
の
墓
と
並
ん
で
葬
ら
れ
て
い
る
。

関
係
者
は
す
で
に
逝
き
記
録
は
失
わ
れ
た
と
は
い
え
、
『
伊
能
忠
敬
』
の
本
は

今
に
残
り
、
日
本
科
学
史
の
一
つ
の
金
字
塔
と
し
て
、
不
朽
の
価
値
を
い
つ
ま
で

も
輝
や
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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(
は
し
も
と

ま
ん
ぺ
い
・
神
戸
大
学
教
授
)

。
本
稿
は
岩
波
書
庖
の
『
図
書
』
第
二
八
三
号

(
一
九
七
三
年
三
月
号
)
に
掲
載

さ
れ
た
記
事
を
岩
波
書
店
に
お
願
い
し
て
転
載
し
た
も
の
で
す
。
(
編
集
部

)
O



九
州
支
部
だ
よ

H
名
護
屋
城
博
物
館
で
学
ぶ
H

「
慶
長
肥
前
国
絵
図
」
「
測
量
方
御
用
諸
事
覚
帳
」
を
見
学

馬

場

平

良

佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館
は
、
豊
臣
秀
吉
の
明
国
征
服
と
い
う
大
き
な
野
望
の
な
か
で
、

最
前
基
地
と
し
て
築
か
れ
た
肥
前
名
護
屋
城
跡
に
あ
る
博
物
館
で
、
均
一献
・4
風
土
の
飴

(
壬
辰
・
丁
酉
倭
乱
)
を
侵
略
戦
争
と
位
置
づ
け
、
そ
の
反
省
の
'2え
に
立
っ
て
、
日
本
列

島
と
朝
鮮
半
島
と
の
長
い
究
流
の
歴
史
を
た
ど
り
、
ム
議
の
双
方
の
交
流
・
友
好
の
推
進
拠

点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
名
護
屋
城
博
物
館
で
は
毎
年
「
な
ご
や
歴
史
講
座
」
や
「
特
別
史
跡
『
名
護
屋
城
跡

並
び
に
陣
跡
』
史
跡
探
訪
会
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
歴
史
フ
ァ
ン
の
学
び
の
場
所
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
名
護
屋
城
博
物
館
と
云
え
ば
、
昨
年
、
唐
津
藩
の
「
船
手
」
史
料
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
中
に
は
伊
能
忠
敬
が
唐
津
の
海
岸
線
を
測
量
し
た
際
に
記
録
さ
れ
た
「
測
量
方
御
用

萱
事
覚
帳
」
が
保
管
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

け
い
あ
ょ
う
ひ
ぜ
ん
の
く
に
え
ず

そ
の
名
護
屋
城
博
物
館
第
七
六
回
目
の
「
な
ご
や
歴
史
講
座
」
は
「
慶
長
肥
前
国
絵
図

を
読
み
解
く
」
と
題
し
た
テ
l
マ
で
「
絵
地
図
で
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

1
館
蔵
地
図
総
覧
|
」

と
い
う
テ
l
マ
展
と
時
を
あ
わ
せ
て
開
講
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

「
慶
長
肥
前
国
絵
図
」
と
合
わ
せ
て
「
測
量
方
御
用
諸
事
覚
帳
」
を
見
せ
て
も
ら
え
な
い
か

と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
可
能
だ
と
の
返
事
を
い
た
だ
き
、
石
川
支
部
長
は
じ
め
数
名
に
お
誘

い
の
連
絡
を
入
れ
七
名
の

参
加
が
得
ら
れ
、
非
公
式
な

が
ら
九
州
支
部
の
ミ
ニ
研
修

会
の
様
相
と
な
っ
た
次
第
で

す;
平
成
二
一
年
二
月
一
五

日
(
日
)
J
R唐
津
駅
で
福

岡
方
面
か
ら
電
車
で
来
ら
れ

た
石
川
清

一
支
部
長
、
野
田

茂
生
氏
、
園
重
正
樹
氏
を
出

迎
え
、
わ
が
車
に
同
乗
の
佐

賀
の
松
尾
紀
成
氏
の
玉
名
は、

途
中
、
名
護
屋
湾
の
入
り
江

近
く
の
海
浜
レ
ス
ト
ラ
ン
で

呼
子
名
物
「
い
か
の
活
き
づ

く
り
」
で
舌
鼓
を
し
、
会
場

の
名
書
屋
城
博
物
館
へ
向
か

い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
別
途
、
福
岡
か
ら
駆
け
つ
け
ら
れ
た
包
慌
子
氏
や
地
元
佐
賀
の

宮
地
滋
氏
と
一
緒
に
な
り
、
会
場
の
名
護
屋
城
博
物
館
ホ
l
ル
に
入
り
ま
し
た
。

当
日
の
研
修
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

野田(敬勅略)

名護屋城博物館「慶長肥前国絵図」の前にて

(左から)松尾(紀j 宮地園重馬場石川河島
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一
「
慶
長
肥
前
国
絵
図
」
に
つ
い
て

講
師
は
名
護
屋
城
博
物
館

・
浦
川
和
也
学
芸
員
が
務
め
ら
れ
、
ま
ず
、
名
護
屋
城
博
物
館

が
平
成

一
九
年
(
二

O
O七
年
)

一一

月
に
入
手
し
た
「
肥
前
国
大
絵
図
」
と
題
さ
れ
た
、



2009年

い
わ
ゆ
る
「
慶
長
肥
前
田
絵
図
(
名
博
本
ご
が
パ
ワ
1
ポ
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
映
し
出
さ
れ
、

そ
の
入
手
経
緯
に
つ
い
て
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
江
戸
幕
府
の
国
絵
図
事
業
が
土
地
の
台
帳

で
あ
る
「
郷
帳
」
と
国
単
位
の
国
郡
図
で
あ
る
「
国
絵
図
」
を
幕
府
文
庫
(
官
憧
)
に
収
納

す
る
事
業
で
あ
り
、
慶
長
、
寛
永
(
巡
見
使
に
よ
る
)
、
正
保
、
元
禄
、
天
保
の
五
回
実
施
さ

れ
た
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
国
絵
図
事
業
の
作
成
基
準
や
絵
図
の
様
式
、
内
容
、
特
徴

と
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
の
説
明
か
な
さ
れ
ま
し
た
。
幕
府
へ
提
出
さ
れ
た
慶
長
国
絵
図
の

正
図
は
、
明
暦
の
大
火
(
一
六
五
七
年
)
で
焼
失
し
た
と
思
わ
れ
、

一
切
現
存
し
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
現
存
す
る
慶
長
一
国
絵
図
は
、
各
地
に
残
る
控
図
や
後
世
の
写
図
な
ど
が
わ

ず
か
に
伝
世
し
た
も
の
と
さ
れ
、
肥
前
、
筑
前
等
十
一
国

一
島
の
控
図
や
後
世
の
写
図
・
十

四
図
と
同
館
が
入
手
し
た
「
慶
長
肥
前
国
絵
図
(
名
博
本
)
」
が

一
挙
に
映
し
出
さ
れ
た
時
に

は
、
大
き
な
興
奮
を
覚
え
ま
し
た
。

「
慶
長
肥
前
国
絵
図
」
に
つ
い
て
は
、
平
戸
・
松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵

(
A
本
)
、
佐
賀
・

智
島
報
数
会
所
蔵
吉
本
)
、

(
B
本
)
の
写
し
で
あ
る

(
C本
)
が
把
握
さ
れ
て
い
る
と
さ

れ
、
こ
の
ほ
か
に
武
雄
市
立
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
(
エ
ポ
カ
ル
武
雄
)
に
は
鍋
島
報
数
会
所

蔵
官
本
)
の
写
し
と
さ
れ
る
「
慶
長
肥
前
国
絵
図
」
が
あ
り
、
こ
の
名
護
屋
城
博
物
館
所

蔵
の
「
慶
長
肥
前
国
絵
図
(
名
博
本
ご
を
含
め
る
と
五
点
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
肥
前
国
に
多
い
の
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
は
、
天
保
国
絵
図
事
業
に
お
け
る
幕
府
の

「
実
高
」
記
載
要
請
や
、
変
地
等
の
照
会
に
関
し
、
諸
藩
の
「
困
惑
し
た
」
状
況
が
契
機
に

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
と
浦
川
和
也
学
芸
員
は
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

第 56号

二

テ

l
マ
展
「
絵
地
図
で
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」

名
護
屋
城
博
物
館
ホ
l
ル
で
の
謹
座
の
後
、
展
示
室
で
行
わ
れ
て
い
る
テ
l
マ
展
会
場
へ

移
動
し
、
浦
川
和
也
学
芸
員
の
説
明
に
よ
り
館
内
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
「
上
館
蔵
地
図
総
覧

」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、
館
蔵
資
料
の
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
地
図
・
図
面

類
四
十
二
点
を
集
め
た
テ
l
マ
展
で
、
日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
の
交
流
史
を
大
き
な
柱
に
掲

伊能忠敬研究

げ
、
「
I
世
界
か
ら
見
た
日
本
」
「
E
名
護
屋
・
唐
津
・
肥
前
」
「
皿
喧
信
使
が
通
っ
た
道
」

「W

地
図
で
見
る
朝
鮮
半
島
」
の
各
テ
l
マ
ご
と
に
展
示
・
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

や
は
り
、
こ
こ
で
の
圧
巻
は
淡
彩
・
墨
書
の
掛
幅
「
慶
長一
肥
前
国
絵
図
」
(
縦
2
3
1
.
5

6
佃
)
で
あ
り
ま
し
た
。
唐
津
藩
が
幕
府
か
ら
の
照
会
に
対
す
る
回
答
等

の
た
め
に
、
天
保
八
年
(
一
八
三
七
年
)
前
後
に
大
村
藩
か
ら
借
り
受
け
て
写
し
た
も
の
と

壁
定
さ
れ
る
「
壇
長
肥
前
田
絵
図
」
は
、
小
城
以
東
六
郡
の
「
郡
付
」
(
郡
名
・
石
高
・
面
積
・

年
貢
高
・
村
数
)
と
「
村
形
」
(
村
名
・
石
高
)
が
北
側
(
唐
津
藩
側
)
か
ら
見
て
読
み
や
す

い
向
き
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

咽
、
横
2
4
5
.

「
測
量
方
御
用
諸
事
覚
帳
」

唐
津
藩
の
「
船
手
」
史
料
が
確
認
さ
れ
、

伊
能
忠
敬
の
測
量
記
録
で
あ
る
「
測
量
方

R
U
 

G
U
 

御

用

諸

事

覚

帳

」

が

発

見

さ

れ

た

こ

と

は

、

ら

4
M
 

本
会
報
二

O
O八
年

第

五

三

号

で

掲

撃

。

料

史

れ

ま

し

た

の

で

、

詳

細

情

報

に

つ

い

て

は

、

持

・阻聞

す
で
に
「
九
州
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
検
索
し
て
、
原
文
を
蟹
話
さ
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
、
名
護
屋
城
博
物
館
の
西
田
和
己
学
芸
課
長
や
浦
川
和

也
学
芸
員
、
そ
れ
に
「
船
手
」
史
料
の
確
認
作
業
を
担
当
さ
れ
た
久
野
哲
矢
学
芸
員
の
ご
配

慮
に
よ
り
、
同
館
学
芸
員
室
に
お
い
て
伊
能
忠
敬
研
究
会
九
州
支
部
七
名
の
た
め
に
現
物
を

見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
文
化
九
年
(
一
八一

二
年
)
壬
申
八
月
測
量
方
御
用
諸
事
覚
帳
」
と
表
紙
に
記

さ
れ
た
、
測
量
方
の
壁
恥
忠
敬

一
行
が
唐
津
領
内
に
入
り
測
量
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
対

応
を
記
録
し
た
こ
の
文
書
を
参
加
さ
れ
た
研
究
会
会
員
が
食
い
入
る
よ
う
に
覗
か
れ
、
ペ
ー

ジ
を
捲
っ
て
は
「
右
進
丸
・
・
・
伊
能
勘
解
由
殿
」
や
「
左
進
丸
・
・
・
坂
部
貞
兵
衛
殿
」



『
慶
長

賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館
蔵

肥
前
国
絵
図

佐

縦 令係

f 

が々;ょうr

山町一頃彰一

v-初

、“，，

Y
S名
著
主
主

t

，

a
F
e
'

・2
穿
φ

守.，，得意寺島守

-deza
，L
Z
，zav
…gp
ム
w，，

j
j
f持
r

j
t
j
i
 

考
会
主

z
z
f喜
多

1
i
{

e£
ぼ
時
寄
生

-s-fb

・344ぽ
z.，

‘4
，A4
2
4
ま
'Rke
，

畠
'
$
4
F
ゐ
vees兎
舎
は
荷
、
・
3
事

J

a
'
A
V安一

TA'fZ童
話

ゆ
a

，ユZ8宇
e
u
e渇
鈴
刈
也
事
象

T
W

aF砂
es
句、
AmZ
舎
今

F
6

・制。k
場

¥1:" 

66一

建主



3 -Wや
;
 

w.，，

.yaeeqd、
必
ふ
令
品
v

t
tま
S
傘
畢
'
Y喜
ゆ
@

開
場
曇

&
a
b
J
g
'暑
仇
Z

，rli

f
z
z
?一F
e
'
I
'
r
-処罰

S
I
b
-，
事

k
s
・78
者一・
1
司

ι
d

昔ゐ
j

会
等
S忍
毒

a'av

，

wzvwM 

注
品
，

i)¥ 

2009年

r:):::r郡付J::T:討:務J)φ:艇述{披決f::::l

“岡崎

第 56号

定、待、崎、ミ令，，(議~~-l令~~~吠
、Ir\o~恥喝W'~I....世砂"'"匂
守司険制W 輔‘........・き‘町村民

噌句 集恥噌ベf怠念 場晦ア '‘(~ l争時品切‘v
e-<，哨キW\J~"'.."J咽腎H・: ~~ 

':'11:/ ....t刊 J

勝常時I~"""'4恥時恥ぱi角~，..."和
..・ぜ咽ザも伊4益縄6必Z場 者齢鳴除吋叫付高食時 JLZ材情 相、.，..'4t/\~や輔

l:""~噌・4四，〆"'.... .，.財........ぷ4
、~~..喫 内""' '''.;-. ...;~ 
~d ぞ E
領鋼F・1令酬...1'，命対酔噌時皇子、ラ バ句ぜ命-
・輔、時H・"C'....<.述、..‘崎両，

開也 、 t智柿 ・01，'.守、.i，"日曜旬、議別々‘が
中川......み岨 ，，~j~tJ~ ~!!新
設'"""崎-4，.I，，!Ii'ヤ〈・:~.~.噌 d...-

喝〈“鳴《喝 '申斗 .c~
::;:.d 閣制 働

時 、 ぽノ恥 、..t~ 同...可ー
一・ 4除 t...ペ.............も 4・II!~‘ ... ・
r 可、 咋 輔、........... ~ ""'''''''$峨「執』

叫、噌ザ砲、τ~ ~ -4.J背“ 恥.噌嶋

世J 陥‘4唱、4都"<"T-・J~ .，，" ~
ぺとq""‘叫 h い句<.1-* _""ω 
l:桜、4..包
骨骨.'伽卵、明、1""'/'婚"・1、

，~旬、常砕・aく崎、‘グ~ "'--，'・w ・h
ぜ等r必 荷主 て.q-""""， ~ Q神宇4川河川 d 岬

崎、，司 、世帯崎 M 、 ・暗唱 ....... ，.~ 主主

命延ば柚〈・4胸、唾曳¥ly of、
‘そ 1-ーも'世J、さ砂......年 一÷柑4
~猛毒~ .1語 " 

必 僧OR......掛匂守河il" 号、...:崎世、時巳4込
今哩夏、昔 ポ嚇刷、1....，. ...，. 叫が 禍 ~""v 場内蝋

『叩w 句‘綿漣暢刷、 4噌 ⑮宅管竪

穴会J〆ゐt::鴨品手j均惨~ .‘~:": ‘ν;>. '川崎叫峰世F 酔恥，ぜで寸ぜ営ず
0 

eイ R宅祭R神神恥，1同骨1ヤ，岬事 d嘱矢、噛骨 吋 糊叶、，)'" 
守安畦-'-'"帽イ'~r.，骨 J智 ニ:J.-t

Z-'ゴ噌 s

伊能忠敬研究

唱ψ苛調昔

鎌秘輔働

-. 

ぬ明

.， 

事桝V時 、子 、J"'~" ..，...司令、 、，.

制サ でみヱユエ九UZ乞すご工
家予-iitf(鞠軌"""裕剖奴噌婦、..(.......

銭時制句聖心憎岬品、崎市 ...-4ト'"
:::'4;1 ，宮、
噌で居場砂川同気H 4 酔 匂1品ピ鮒，.1_

~ .. 瞳ば 電通蜘_".'v"'....'" '，，"イ - .."..‘ 
U~槍 時 帰，，'，e， -"(.，.、唱 、駒:..-恥

可 申 4 内_ ，1 宅島'<oi'~，..，.特r辛 <'''' ~込 1崎 一 '
L-~(，、<;‘~""- '..J，..... ‘4ヘ，~ ，~特化ぷZZ'
-"I. 't/.. -/，、、'""'''''~，} ，.~旬、電.'t'f"・';'f:哨

主主'4I ';f" ，~... .I 

惜柑綾u抽 引
. 司噂魯蜘.Q.暢山..吋‘d智噛、、w樹潟焔‘帰 鳴-'J側婿啄‘錫

‘ 続P恥ヨ同 f色、時増旬、J晴 、 吋輔媛 竜骨
唱判官・~，.‘"， ..;:'J.・ 串・~ぞ
eJ鎗悼んJ 吋也、号、3叶寺
種世 ¥1，.;-、"..，;t噌 ・・忌匂ご
マ》 ー、..1
""~ 均
一 号傾向

編砂蜘《・、ι

ゆ争ゆ 議欝

:，' 

aaz
‘，
 
.. ，・av

制
ゆ司機

鴻

主主総ず 輔 J

・ず 、、肺旬、‘...~ ，.)守 稲~~丸、 .
'均 M ・'.‘・ 6均 一

簿低t叶 ・岬 ぜ・‘…，，，‘d色円 、匂It'"'._.、"'"
eィ1・峰崎叫1・同斗現有マウマ句、*
令 ，;::':.，(t-.ゅ"，，'

:::叫'山

僧同叫 # 吋 吋情帆 如、 もS-Jt....... ~w _}九
t!，. +h 包ケヤキ 制品...v4 柑

、*""~，司"..，..... 司b 峰、地俗

、. .~Z:‘ご嶋 崎 '吋‘世・吋.....・

<f:<.!岬~'..... 事単...~~\.. 拘...t....叫九T
V 匂 A 叫、、い仏 も金J
2覧錨鎖 号 .1

67 -



と
い
っ
た
文
字
を
見
つ
け
る
と
大
き
な
た
め
息
と
感
動
に
よ
る
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
ち
早
く
「
測
量
方
御
用
諸
事
覚
帳
」
を
蟹
話
さ
れ
た
河
島
悦
子
氏
や
担
当
の
久
野
哲
矢
学

芸
員
か
ら
は
、
文
書
か
ら
読
み
と
れ
た
「
八
月
は
や
は
り
暑
か
っ
た
の
か
、
中
屋
家
(
呼
子

鯨
組
)
か
ら
日
よ
け
用
の
板
十
五
枚
を
借
用
し
た
」
こ
と
な
ど
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
披
零
d
れ
て

貴
重
な
時
聞
が
あ
っ
と
い
う
聞
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

名
護
屋
城
博
物
館
玄
関
前
で
、
浦
川
和
也
学
芸
員
や
久
野
哲
矢
学
芸
員
の
見
送
り
を
受
け

な
が
ら
、
佐
賀
の
宮
地
滋
氏
と
別
れ
、
福
岡
組
の
石
川
清

一
支
部
長
、
野
田
茂
生
氏
、
圃
重

正
樹
氏
、
何
色
慌
子
氏
と
佐
賀
の
松
尾
紀
成
氏
を
乗
せ
た
わ
が
車
は
、
上
場
台
地
と
呼
ば
れ

る
東
松
浦
半
島
に
繋
が
る
、
伊
能
忠
敬

一
行
が
測
量
日
記
に
名
古
屋
街
道
と
記
し
た
、
い
わ

ゆ
る
太
閤
道
を
追
い
求
め
な
が
ら
一
唐
津
へ
向
か
い
、
途
中
、
太
閤
道

一
里
塚
に
和
ら
れ
て
い

る
道
祖
神
を
拝
み
、
唐
津
駅
で
福
岡
組
と
別
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ミ
ニ
研
修
会
に
参
加
さ
れ
た
会
員
皆
様
か
ら
は
、
こ
の
一
日
の
研
修
が
大
変
充
実

し
、
満
足
出
来
る
も
の
で
あ
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
名
護
屋
行
き
を
提
案
し
た
私
に

と
っ
て
も
有
音
盤
衰
で
忘
れ
ら
れ
な
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

田
中
え
ば
、
唐
津
藩
が
大
村
藩
か
ら
借
り
受
け
て
写
し
た
と
さ
れ
る
名
護
崖
城
博
物
館
所
蔵

の
「
慶
長
肥
前
田
絵
図
」

の
摸
写
さ
れ
た
時
期
が
、

天
保
八
年
(
一
八
三
七
年
)

前
後
と
壁
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
よ
り
以
前
、

文
化
九
年
(
一
八
一
二
年
)

八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

宣
恥
忠
敬
測
量
隊
一
行
が

唐
津
藩
領
内
を
測
量
し
て

い
ま
す
。
幕
府
か
ら
の
照

(
上
)
担
当
の
久
竪
主
貰

(
下
)
史
料
の
現
物
多
前
に
感
動

会
に
対
す
る
回
答
の
た
め
に
国
絵
図
の
写
し
を
求
め
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
伺
桂
忠
敬
の

実
削
図
に
深
い
関
心
を
持
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
ま
す
。
当
研
究
会
争
誉
代
表
渡
辺

一
郎
氏

が
書
か
れ
た
『
伊
能
忠
敬
の
歩
い
た
日
本
』
の
中
で
、
ト
西
九
州
の
諸
藩
、
伊
能
図
に
関
心

を
も
っ
ー
と
あ
り
、
「
唐
津
藩
も
地
図
仕
立
て
を
依
頼
し
た
ら
し
い
こ
と
が
忠
敬
の
江
戸
日
記

か
ら
推
測
さ
れ
る
。
作
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
人
知
れ
ず
ど
こ
か
に
保
存
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
肥
前
地
方
の
伊
能
図

が
出
て
来
な
い
か
と
密
か
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

折
し
も

「
完
全
復
元
伊
能
図
全
国
巡
回
フ
ロ
ア
展
」
が
こ
の
四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
、
佐
賀
県
に
お
い
て
「
完
全
復
元
伊
能
図
全
国
巡
回
フ
ロ
ア
展
」
が
開
催

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
佐
賀
県
に
は
国
絵
図
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
川
村
博

忠
氏
の
若
き
日
に
強
い
衝
動
を
与
え
た
慶
長
肥
前
回
絵
図
を
は
じ
め
、
正
保
、
元
禄
度
の
肥

前
国
絵
図
な
ど
数
多
く
の
古
地
図
、
絵
図
が
あ
り
ま
す
。
フ
ロ
ア
展
会
場
に
伊
能
大
図
、
中

図
、
小
図
に
よ
る
日
本
地
図
と
と
も
に
確
認
さ
れ
て
い
る
慶
長
肥
前
国
絵
図
な
ど
を
一
堂
に

集
め
た
古
地
図
、
絵
図
展
を
企
画
出
来
れ
ば
塁
両
だ
と
考
え
る
こ
の
頃
で
す
。

な
お
、
佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館
の
宮
崎
博
司
学
芸
員
に
画
像
借
用
の
際
に
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
こ
と
を
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(
ば
ば
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り
ょ
う
へ
い
・
塚
崎
・
唐
津
往
還
を
歩
く
会
)

参
考
資
料

主
弟
七
十
六
固
な
ご
や
歴
史
講
座
資
料
『
慶
長
肥
前
国
絵
図
を
読
み
解
く
』

*
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
テ
l
マ
展
『
絵
地
図
で
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

1
館
蔵
地
図
穂
覧
|
』

*
『
研
究
紀
要
第
日
号
』
名
護
屋
城
博
物
館

*

『

国

絵

図

』

川

村

博

忠

著

*
『
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
古
地
図
絵
図
録
』

*
出
前
講
座
資
料
『
城
下
町
と
船
方
|
船
・
町
・
ひ
シ

T
L

*
『
伊
能
忠
敬
の
歩
い
た
日
本
』
渡
辺

一
郎
著

吉
川
弘
文
館

佐
賀
県
史
料
刊
行
会

筑
摩
書
房



例
会
報
喜

ー
第
四
由
j

-
第
四
回
例
会
(
三
月
例
会
)
三
月
八
日
(
日
)
実
施
(
内
容
は
前
号
で
報
告
済
み
)

O
展
示
見
学
「
静
嘉
堂
文
庫
の
古
典
籍
第
七
回
古
地
図
の
楽
し
み
」
伊
能
図
他

2009年第 56号伊能忠敬研究

東京・世田谷の静嘉堂文庫にて

(後列左から)宮内山本坂本中川永野鈴木伊能渡辺

(前列左から)宮内島崎首藤大庭新沢伊能 (敬称略)

ー
次
白
例
会
の
ご
息
不
自

j
・
第
五
回
例
会
(
決
定
次
第
お
知
ら
せ
)

トぷ』パ
1:%玄|

員J
f青
時IXI

閃
W
E

長
谷
川
貞
夫
さ
ん
(
東
京
都
練
馬
区
)
閣
噛
伊
能
図
完
全
復
一
冗
フ
ロ
ア
展

が
東
京
・
江
東
区
の
深
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
始
ま

FFra-圃
麟
醐
圃
圃
圃
眠
り
、
四
月
十
二
日
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
伊
能
忠
敬
の

.
院
医
麟
闘
圃
圃
園
調
調
復
元
地
図
の
上
を
直
接
歩
き
、
ご
子
孫
に
も
お
会
い
で

圃
闇
髄
醐
輔
圃
圃
眼
壊
議
ぺ

き
ま
し
た
。
(
文
・
写
真
長
谷
川
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
「
長

船
ぽ
込
j

附
♂
桃
山
一

谷
川
貞
夫
の
視
覚
障
害
と
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
よ
り
)

ど
す
叫

酬

i

【
編
集
部
】
長
谷
川
さ
ん
は
点
字
ワ
ー
プ
ロ
を
開
発
し
た

:
j
j
明:

ー
)
4
3
4
3
i

i
i
仰いい
ゑ

方
。
高
齢
の
研
究
者
で
あ
り
視
覚
障
害
者
と
同
じ
く
歩
測

で
歩
く
こ
と
か
ら
、
伊
能
忠
敬
に
共
感
し
た
そ
う
で
す
。

閃
即
今
崎
仙
也
さ
ん
(
呉
市
豊
町
御
手
洗
)
閣
閣
文
化
三
年
、
第
五
次
測
量
の

時
宿
泊
さ
れ
た
旧
柴
屋
住
宅
の
蔵
を
「
御
手
洗
測
量
絵
図
と
浦
島
測
量
絵
図
」
な
ど

の
展
示
会
場
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
測
量
器
具
等
関
わ
り
の
あ
る
も
の
を
展
示
し

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
お
借
り
出
来
る
も
の
等
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
編
集
部
】
今
崎
さ
ん
は
昨
年
研
修
旅
行
で
御
手
洗
を
案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

圏
直
安
達
正
剛
さ
ん
(
神
戸
市
東
灘
区
)
伊
能
忠
敬
に
つ
い
て
は
移
民
船
の
航
海

士
と
し
て
海
図
を
担
当
し
、
天
測
、
星
測
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
興
味
が
出
て

き
ま
し
た
。
伊
能
図
が
ど
う
し
て
あ
ん
な
正
確
な
も
の
が
出
来
た
の
か
、
は
か
り
知

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
偶
々
研
究
会
の
存
在
を
知
り
、
渡
謹
さ
ん
が
神
戸
で
懇
親
会
に

来
ら
れ
た
時
、
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
来
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
親
し
く
ご

教
導
を
い
た
だ
き
、

会
員
の
方
々
か
ら
も
会
合
の
際
に
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
知
識
を
授

か
り
ま
し
た
。
今
回
、
退
会
の
止
む
な
き
仕
儀
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
伊
能
忠

敬
と
の
つ
な
が
り
が
切
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
に
は
何
卒
謝
意
を

お
伝
え
い
た
だ
き
た
く
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
会
の

一
層
の
ご
発
展
と
輝
か
し
い
御
成

果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
つ
つ
摺
筆
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
再
拝
頓
首

【
編
集
部
】
安
達
さ
ん
は
体
調
等
の
御
事
情
に
よ
り
残
念
な
が
ら
退
会
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
頂
戴
し
た
長
文
の
お
手
紙
を
編
集
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
。
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お
便
り
か
ら

-
秋
間
実
さ
ん
(
小
平
市
)
元
気
に
生
き
の
び
て
、
な

に
や
ら
書
い
て
い
ま
す
。
総
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
会
誌
、
毎
号
ま
こ
と
に
け
つ
こ
う
で
す
。

-
石
橋
輝
樹
さ
ん
(
新
潟
市
)
毎
号
充
実
し
た
会
報
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

-
伊
藤
栄
子
さ
ん
(
東
京
都
練
馬
区
)
足
の
具
合
が
悪

く
て
遠
く
へ
は
行
け
ま
せ
ん
の
で
失
礼
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
御
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

-
井
上
靖
子
さ
ん
(
所
沢
市
)
毎
回
充
実
し
た
内
容
に

敬
服
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
に
は
な
か
な
か
暇
ど
り

ま
す
が
楽
し
み
に
拝
見
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

伊
能
図
全
国
巡
回
フ
ロ
ア
展
の
ご
盛
会
を
祈
り
つ
つ
、

編
集
の
皆
様
の
ご
健
康
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

-
江
口
俊
子
さ
ん
(
山
武
市
)
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
わ
が
家
で
一
番
恐
ろ
し
い
も
の
は
南

風
の
台
風
で
す
。
昨
年
五
月
、
収
穫
前
の
そ
ら
豆
の

株
が
台
風
で
全
部
た
お
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
山
武
横

田
は
九
十
九
里
海
岸
か
ら
十
三
回
で
す
が
、
塩
害
に

会
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

-
大
宮
信
篤
さ
ん
(
松
山
市
中
島
)
昨
年
十
二
月
一
日

は
研
修
旅
行
で
来
島
い
た
だ
き
伊
能
御
夫
妻
、
渡
辺

先
生
他
会
員
の
皆
様
に
お
会
い
す
る
こ
と
出
来
て
楽

し
い
一
日
で
し
た
。

-
小
沢
健
一
さ
ん
(
狭
山
市
)
い
つ
も
お
世
話
に
な
り

ま
す
0

・
河
西
浩
さ
ん
(
甲
府
市
)
日
号
の
星
埜
由
尚
先
生
の

「
伊
能
大
図
総
覧
の
地
名
と
景
観
(
九
ご
の
中
で
、

大
図
関
号
の
甲
府
が
あ
り
、
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
勤
務
し
て
い
る
甲
府
市
立
石

田
小
は
、
御
城
の
西
に
あ
り
、
上
石
田
、
下
石
田
、

高
畑
か
ら
な
り
ま
す
。
そ
の
地
名
を
全
て
図
面
上
に

確
認
で
き
ま
し
た
。
七
次
測
量
の
折
、
伊
能
隊
が
ま

か
り
通
る
様
を
想
像
し
ま
し
た
。

-
河
崎
倫
代
さ
ん
(
金
沢
市
)
い
つ
も
お
世
話
様
で
す
0

・
河
島
悦
子
さ
ん
(
筑
紫
野
市
)
「
江
戸
参
府
ビ
ッ
グ

ウ
オ
ー
ク
二

O
O九
」
日
歩
協
後
援
蘭
人
三
名
、

日
本
人
二
名
、
平
戸
出
立
、
豊
前
小
倉
ま
で
歩
く
。

佐
賀
県
内
は
会
員
の
馬
場
氏
が
勤
め
、
肥
前
中
原
で

福
岡
勢
と
交
替
、
歴
史
街
道
歩
く
会
の
精
鋭
達
で
す
。

日
歩
協
は
古
道
は
ご
存
知
で
な
く
、
蘭
人
達
は
往
時

の
道
を
希
望
で
し
た
。

-
神
戸
利
行
さ
ん
(
加
東
市
)
一
一
一
月
二
七
日
京
都
の
手

伝
い
を
し
、
鈴
木
事
務
局
長
と
も
知
り
あ
え
て
す
こ

し
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
(
関
西
支
部
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
)

-
久
保
木
恒
雄
さ
ん
(
柏
市
)
壮
健
也
。

-
小
滝
規
子
さ
ん
(
東
京
都
渋
谷
区
)
何
か
と
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
。

-
小
林
=
ニ
さ
ん
(
新
潟
市
)
元
気
で
過
ご
し
て
い
ま

す
0

・
近
藤
圭
二
さ
ん
(
東
京
都
豊
島
区
)
他
の
会
の
運
営

で
時
間
を
と
ら
れ
、
な
か
な
か
こ
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
。

-
斉
藤
サ
ダ
さ
ん
(
函
館
市
)
例
会
の
ご
様
子
な
ど
、

紙
上
を
通
じ
て
拝
読
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
祥

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

-
白
根
貞
夫
さ
ん
(
横
須
賀
市
)
先
日
、
四
月
一

O
日、

深
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
伊
能
大
図
展
を
見
て
き

ま
し
た
。
幹
事
の
方
々
の
御
苦
労
を
謝
し
ま
す
。
元

気
に
し
て
い
ま
す
0

・
首
藤
郁
夫
さ
ん
(
府
中
市
)
科
学
史
学
校
は
本
年
四

月
か
ら
会
場
が
明
治
大
学
秋
葉
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な

り
ま
す
。
秋
葉
原
駅
前
の
秋
葉
原
ダ
イ
ビ
ル
六
階
で

す
。
玉
月
一
二

O
日
に
は
八
耳
俊
文
氏
に
よ
る
「
魯
迅

と
「
自
然
」
・
上
海
自
然
科
学
研
究
所
を
め
ぐ
る
人
々
」

の
講
演
が
あ
り
ま
す
。
(
地
図
も
あ
り
、
省
略
し
ま
し

た
)

-
高
瀬
芳
夫
さ
ん
(
千
葉
県
東
庄
町
)
会
報
い
つ
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
香
取
神
宮
の
桜
も
ほ
こ
ろ
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

-
辻
本
元
博
さ
ん
(
堺
市
)
「
山
島
方
位
記
」
地
球

惑
星
科
学
系
の
国
内
、
国
際
学
会
地
磁
気
の
解
析

数
値
を
連
続
し
て
発
表
中
。
伊
能
図
英
国
譲
渡
の
本

当
の
理
由
に
つ
い
て
も
併
行
し
て
執
筆
中
で
す
。
暫

く
お
待
ち
下
さ
い
0

・
西
川
治
さ
ん
(
多
摩
市
)
今
年
は
忠
敬
翁
も
年
男
、

わ
た
し
も
乙
丑
生
ま
れ
。

-
平
川
定
美
さ
ん
(
佐
世
保
市
)
伊
能
忠
敬
の
佐
世
保

に
お
け
る
本
陣
(
泊
地
)
を
調
べ
て
い
ま
す
。

-
福
田
弘
行
さ
ん
(
新
座
市
)
【
本
山
に
誰
が
植
え
け

る
花
な
れ
や
春
こ
そ
手
折
れ
手
向
け
に
ぞ
な
る
】

四
国
第
七

O
番
霊
場
七
宝
山
本
山
寺

ど
う
ぞ
お
元
気
に
活
動
を
。
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2009年

-
藤
岡
健
夫
さ
ん
(
横
浜
市
)
三
月
五
日
目
立
技
術
士

会
で
「
伺
v
能
忠
敬
と
方
位
磁
石
」
の
話
を
し
ま
し
た
0

・
藤
田
宏
さ
ん
(
東
京
都
文
京
区
)
宏
は
相
変
わ
ら
ず

多
忙
で
す
。
教
育
改
革
会
、
数
学
教
育
、

・:
。
東
大

大
学
院
入
学
式
の
祝
調
を
お
頼
ま
れ
し
た
り
・
・
。

淑
子
も
元
気
で
、
少
々
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
の
運
動
が

過
ぎ
、
左
膝
の
靭
帯
損
傷
。
今
は
お
と
な
し
く
し
て

お
り
ま
す
。

-
本
間
昭
弘
さ
ん
(
償
須
賀
市
)
ま
だ
元
気
で
働
い
て

い
ま
す
0

・
松
田
昭
二
さ
ん
(
京
丹
後
市
)
復
元
伊
能
図
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
近
畿
で
の
展
示
を
待
っ
て
い
ま

す
。

-
宮
地
滋
さ
ん
(
伊
万
里
市
)
九
州
支
部
に
於
い
て
前

年
長
崎
研
修
「
宝
の
島
対
馬
」
展
に
参
加
出
来
有

難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

-
村
上
昭
三
さ
ん
(
船
橋
市
)
平
成
二一

年
度
会
費
を

お
送
り
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
不

一

・
山
浦
佐
智
代
さ
ん
(
三
条
市
)
そ
の
節
は
御
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

-
湯
尾
弘
司
(
泉
佐
野
市
)
昨
年
八
月
結
婚
し
て
大
阪

府
泉
佐
野
野
市
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

-
横
川
淳
一
郎
(
丹
波
市
)

「
伊
能
忠
敬
研
究
」
五
十

五
号
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

-
吉
田
正
人
さ
ん
(
千
葉
県
一

宮
町
)
四
月
よ
り
九
十

九
里
海
岸
近
く
に
ひ
っ
こ
し
ま
し
た
。
四
月

一
O
日、

五
月

一
日
、
江
戸
川
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
で

「
伊
能
忠
敬
と
伊
能
図
の
秘
密
」
を
講
義
し
ま
し
た
。

第 56号伊能忠敬研究

も
&
日
々
の
話
題

-
新
聞
記
事

『
伊
能
大
図
フ
ロ
ア
展

E
深
川
』
が
開

催
さ
れ
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

(
四
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
参
照
く
だ
さ
い
。
)

-
T
V報
道
・

「
江
戸
参
府
ビ
ッ
グ
ウ
オ

l
ク
2
0
0
9

年
」
が
五
月
一
二
日
に
東
京
・
日
本
橋
に
到
着
し
、
新

聞
や
w
e
b
ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
日
蘭
通
商
四
百
年
を
記
念
し
、
「
日
本
オ
ラ
ン
ダ

年
2
0
0
8
2
0
0
9
」の

一
環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ

た
も
の
で
、
長
崎
か
ら
江
戸
へ
の

一
，
O
0
0キ
ロ
の

道
を
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
ウ
オ
|
キ
ン
グ
愛
好
者
が
歩

い
て
交
流
し
ま
し
た
。
本
会
会
員
で
は
九
州
支
部
の
河

島
悦
子
さ
ん
と
馬
場
良
平
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

4

J
山

ら

骨

標

か

直

元

始

事

路

欄

時

髄

邸

1

本

珊

再

日

E
を

で

ふ

町

歩

人

参

徒

蘭

戸

ら

る

江

、
4
d
r
t

動

劃

し

即

時

宜

日
制
一
割

月

着

咋

5

至

中
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-
雑
誌
記
事

『致
知
』
六
月
号
「
第
九
回

子
孫
が
語

る
日
本
の
偉
人
」
で
間
宮
林
蔵
に
つ
い
て
林
蔵
家
の
後

継
間
宮
正
孝
さ
ん
が
語
っ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
部
紹
介
】
林
蔵
は
「
官
険
家

・
探
検
家
」
と
し
て

世
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
極
寒
の
未
聞
の
地

を
踏
査
す
る
と
い
う
行
為
は
、
そ
れ
に
相
違
あ
り
ま
せ

ん。

し
か
し
、
彼
を
そ
の
よ
う
な
行
為
に
駆
り
立
て
た

の
は
、
シ
ヤ
ナ
事
件
に
よ
っ
て
湧
き
上
が
っ
て
き
た
思
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い
l
つ
ま
り
、
敵
国
に
対
す
る
強
烈
な

「危
機
感
」
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
う
の
で
す
。
(
中
略
)

外
国
か
ら
国
を
守
る
と
い
う
強
い
信
念
を
持
ち
、
困
難

に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
黙
々
と
未
聞
の
地
の
踏
査
を
続

け
た
林
蔵
。
(
略
)
周
囲
の
評
価
に
左
右
さ
れ
ず
、
己
の

信
ず
る
仕
事
を
し

っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
。

地
道
な
こ

と
を
延
々
と、

着
実
に
続
け
る
こ
と
が
最
終
的
に
実
を

結
ぶ
、
そ
の
こ
と
を
、

林
蔵
の
生
涯
は
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

お
知
ら
せ

-
刊
行
『
伊
能
忠
敬
の
全
国
測
量
』

(2
0
0
9
年
4
月

1
日
・
伊
能
忠
敬
研
究
会

・四
八
頁
)

問
合
せ
先
・

日
本
写
真
印
刷
岡
管
0
7
5
8
2
3
5
1
5
1

-
国
立
科
学
博
物
館
営
0
3
・
7
7
7
・
8
6
0
0

0
「
企
画
展
ガ
リ
レ
オ
の
天
体
観
測
か
ら
4
0
0
年

宇
宙
の
謎
を
解
き
明
か
す
」

2
0
0
9
年
5
月
初
日
(
土
)
1
7
月
初
日
(
祝
)

〈
〉
科
学
史
学
校
「
ガ
リ
レ
オ
神
話
を
正
す
」

講
師

・

高
橋
憲

一

(
参
加
自
由
・
無
料
・
事
前
申
込
不
要
)

2
0
0
9
年
6
月
幻
日
(
土
)
日
時
1
M
m
時

場
所

・
明
治
大
学
秋
葉
原
キ
ャ
ン
パ
ス

(
千
代
田
区

神
田
1
1
日

l
u
秋
葉
原
ダ
イ
ビ
ル
6
階
)

問
合
せ
先
智
0
3
・
5
2
0
9
・
7
8
4
8

・
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
曾
0
4
5
1
2
0
1
1
0
9

2
6

償
浜
市
中
区
南
仲
通
5
l
m

。
「
江
戸
時
代
の
地
図
・
絵
地
図
」

伊
能
図

他

2
0
0
9
年
6
月
幻
日
(
土
)
1
8
月
9
日
(
日
)

・
五
島
美
術
館
公
0
3
1
3
7
0
3
1
0
6
6
1

。
「
松
浦
家
と
オ
ラ
ン
ダ
残
照
」
平
戸
ば
通
商
側
年

2
0
0
9
年
5
月
日
日

(土
)
1
6
月
幻

日

(日
)

・
中
近
東
文
化
セ
ン
タ
ー
密
0
4
2
2
・
3
2
・
7
1

1
1

三
鷹
市
大
沢
3
l
m
l
汎

。
「
中
近
東
の
星
座
と
神
話
」
世
界
天
文
年

Mgu

2
0
0
9
年
5
月
幻
日
(
土
)
1
9
月
お

日
(祝
)

・
佐
原
の
大
祭
「
2
0
0
9
夏
祭
り
」

※
雨
天
決
行

7
月
刊
日

(金
)
・
日
日
(
土
)
・
ロ

日

(日
)

-
伊
能
忠
敬
記
念
館

唆

0
4
7
8
・
5
4
・
1
1
1
8

・
〈
〉
第
位
回
収
蔵
品
展

期

間

5
月
出

日
(
火
)
1
7
月
初
日
(
月
)・

展
示
品

伊
能
大
図
(
東
京
・
神
奈
川
付
近
)

『
山
島
方
位
記』

な
ど

〈

V
第
臼
回
収
蔵
品
展

期

間

7
月
詑
日
(
水
)
1
9
月
日
日
(
日
)

展
示
品

伊
能
大
図
(
静
岡

・
愛
知
付
近
)

『
測
量
日
記
』
な
ど

・
〈
〉
『
伊
能
忠
敬
記
念
館
年
報
』
第
叩
号
が
発
行
さ

-

れ
ま
し
た
。
研
究
報
告
『
富
士
山
宝
永
噴
火
』
、
.

『
幕
末
明
治
以
降
の
伊
能
図
の
利
用
と
忠
敬
の

評
価
に
つ
い
て
』
、
『
伊
能
図
の
コ
ン
パ
ス
ロ
ー
ズ

・

に
つ
い
て
』
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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伊

能

忠

敬

研

究

会

御

案

内

一
、
本
会
は
伊
能
忠
敬
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

三
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
っ

《
会
報
》
原
稿
締
切
と
発
行
予
定

第
日
号
締
切

6
月
末

第
日
号
締
切

9
月
末

第
印
号
締
切
ロ
月
末

第
印
号
締
切

3
月
末

①
会
報
の
発
行

発
表
誌
原
則
と
し
て
年
四
回

②
例
会
・
見
学
会
の
開
催

③
忠
敬
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
ま
た
は
共
催

④
そ
の
他
付
帯
す
る
事
業

三
、
入
会
方
法
等
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
郵
便
振
替
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
通
信
欄
に
専
門
、
趣
味
、
入
会
の
動
機
、

御
意
見
な
ど
を
書
き
添
え
て
、

入
会
金
四
千
円
、
年
会
費
六
千
円
、
合
計

一
万
円
を
左
記
に
お
送
り
下
さ
い
。

会
計
年
度
は
、
四
月
か
ら
翌
年
三
月
で
す
が
、
年
度
途
中
よ
り
御
入
会
の
場
合

は
、
当
該
年
度
の
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
を
お
送
り
し
ま
す
。

四
、
事
務
局
所
在

地

(
似
年
8
月
事
務
所
が
新
宿
区
下
宮
比
町
か
ら
移
転
)

干
1
5
3
0
0
4
2
東
京
都
目
黒
区
青
葉
台
4
1
9
1
6

日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
2
F

発
行

8
月

発
行
日
月

発
行
2
月

発
行
5
月

伊
能
忠
敬
研
究
会

事電
墾話
ー・
7F  
A 

Jlレ X

0
3
|
3
4
6
6
1
9
7
5
2
 

」

C

コ
r
o
l
印

N
⑧」
0

0
ヨ
・7
0
ヨ
0
・コ
0
・」刀

(
旧
年
8
月
よ
り
ア
ド
レ
ス
が
変
わ
り
ま
し
た
)

郵
便
振
替
口
座

O
O
一
五

O
|六
|
O七
二
八
六
一

O

投

稿

規

定

会
員
の
皆
様
か
ら
会
報
の
原
稿
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

一

掲
載
は
、
原
則
と
し
て

2
1
8
頁
で
す
。
提
出
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
採
否
は

編
集
部
に
ザ
ニ

任
下
さ
い
。
手
書
き
、

C
D
、
メ
ー
ル
添
付
可
。

(F
D
要
相
談
)

一
頁
は
二
段
組
出
字
×
羽
行
(
側
字
詰
用
紙

4
枚
分
)
、
三
段
組
却
字
×
却
行

で
す
。
文
字
は

9
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
。
タ
イ
ト
ル
は

5
行
分
、
写
真
、
図
表
等
(
返

却
し
ま
す
)
添
付
可
。

話
題
、
情
報
、
近
況
な
ど
の
お
便
り
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

回
の

伊

能

忠

敬

研

究

会

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

「
伊
能
忠
敬
研
究
会
」
公
式
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ

Z
8
・¥
¥
一コ
0
7
l
g
a
g
E目
o

a
¥

(
休
止
中
)

伊
能
忠
敬
研
究
会
「
資
料
室
」
:
:
現
存
す
る
伊
能
図
の
所
在

一
覧
、
ア
メ
リ
カ
伊

能
大
図
な
ど
地
図
お
よ
び
史
料
。
(
担
当

・
坂
本
幹
事
)

Z
S一¥
¥
ヨ
o
ヨ
σ
0「
的

L
0
0
ヨ
・7
0
ヨ
0
・3
0
』刀
¥
同l
印

ω↑
6
ヨ
O
¥

「
伊
能
忠
敬
図
書
館
」
忠
敬
関
係
の
文
献
、

画
像
資
料
。
(
担
当
・
前
田
)

a
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
-
-
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E叫
の
可
I
l
l
i
l
i
a
-
-

『ベ片片方・
¥
¥
さ
さ
さ
淳
、
-ヨ
・
。
三
万
¥

実
O
E
u

編
集
後
記

八
〉
先
日
、
早
稲
田
か
ら
牛
込
の
あ
た
り
を
散
策
し
、
浄
輪
寺
と
い
う
寺
に
あ
る

関
孝
和
の
墓
に
参
っ
た
。
関
孝
和
と
い
え
ば
、
い
わ
ず
と
知
れ
た
和
算
の
大
家
。

ラ
イ
プ
ニ
ツ
ツ
よ
り
前
に
微
積
分
を
発
見
し
て
い
た
と
か
、
そ
の
天
才
ぶ
り
は

有
名
で
あ
る
。
。
た
し
か
昨
年
は
三
百
年
忌
だ
っ
た
は
ず
、
と
墓
の
説
明
板
を

読
む
と
、
何
と
関
孝
和
は

「自
由
亭
」
と
称
し
て
い
た
と
書
い
で
あ
る
。
。
江

戸
時
代
に
お
け
る
「
自
由
」
は
お
そ
ら
く
「
思
う
が
ま
ま
、
勝
手
気
ま
ま
」
と

い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
算
木
を
前
に
数
学
的
思
索
に
ふ
け
る
「
算
聖
」

の
姿
と

「自
由
亭
」
と
い
う
雅
号
と
の
組
み
合
わ
せ
は
何
と
も
意
外
で
あ
っ
た
。

〈
〉
雅
号
は
自
分
で
つ
け
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
人
の
趣
味
や
志
向
を
よ
く
表
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
、
忠
敬
先
生
の
雅
号
「
楽
天
楼
」
も
、
先
生
の

人
物
像
を
考
え
る
上
で
、
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
忠

敬
先
生
は
修
身
の
教
科
書
で
大
い
に
顕
彰
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
か
な
り

変
形
さ
せ
ら
れ
で
も
い
る
だ
ろ
う
。
明
治
以
降
、
作
り
あ
げ
ら
れ
た
虚
像
を
壊

し
、
忠
敬
先
生
の
真
の
人
間
像
を
明
ら
か
に
し
た
い
も
の
だ
と
思
う。

~ 

(M
)
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